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第一章　突然の政略結婚







　朝の冷たい空気が、名な賀が瀬せ邸の廊下に満ちていた。

　増改築を繰り返してはいるものの、建物が作られた年代自体が古いのでどうしても廊下はひえびえとしてしまう。

「おい」

　名賀瀬千ち遥はるが声をかけられたのは、朝食の前の身支度を終えた時だ。

　洗面所で顔を洗って部屋に戻ろうとした彼女に、背後から低い声に呼び止められた。

「……奨しょう悟ごさん、おはようございます」

　声の主は、年の離れた兄だ。

　千遥は背後を振り向くと、丁寧に頭を下げて挨拶をした。だが、奨悟の方からそれに対しての反応はない。

「今日の昼過ぎから、東京に向かう。お前は身支度を終えたら部屋で待っていろ」

「わかりました。……時間まで、荷物をまとめておきます」

　背筋を伸ばし、髪を整髪料でしっかりと固めた奨悟は、角ばった眼鏡の向こう側からじっと千遥のことを見つめていた。

　──昔から、兄のことは苦手だ。

　用件を伝え終えた奨悟の背中が遠ざかっていくのを眺めながら、千遥は内心で深いため息をついた。

（奨悟さんが来ると、どうしても緊張する……）

　兄といっても、奨悟とは半分しか血の繋がりがない。

　中部地方の名家である名賀瀬家に生まれた千遥だったが、母親は父の愛人だった。

　当初は認知もされていなかったが、八歳の頃に母を亡くしてからは父に認知され、娘としてこの名賀瀬家に引き取られたのだ。

　地方名士の娘として申し分のない教育は受けさせてもらえたとは思うが、兄の奨悟とはどうしてもぎこちない関係が続いていた。

（まぁ──奨悟さんからすれば、仕方がないことなのかもしれないけど……）

　部屋に戻った千遥は、なんとも言えない表情を浮かべて椅子に腰かけた。

　部屋の内装は、継母である正妻があれこれと揃えてくれたものだ。

　花柄の壁紙に、アンティーク調の白い家具──窓はバルーン型のローマンシェードで彩られている。ところどころにピンク色のアクセントが見られるのは、女の子らしい内装にしてやりたいという継母なりの心配りがあったのかもしれない。

「……もうすぐ、この部屋ともお別れかぁ」

　誰に聞かせるでもなく呟いた独り言は、静かな空間に消えていった。

（いつかはこの時が来るとは思ってたけど、いざそうなると緊張する……）

　明日、千遥はある男性と見合いをする。

　相手は旧財閥系の大企業、トーインコーポレーションの御曹司だ。二年前まではアメリカでコンサルタントとして勤めていて、その経歴を引っ提げて帰国したらしい。

　トーインコーポレーションは国内でも五本の指に入るホールディングカンパニーで、建設業から人材派遣、病院経営やマーケティング業務と、非常に幅広い業務を手掛けている。

　一方で名賀瀬家は、代々不動産業を生業としてきた。元々地主で、人に貸し出すだけの土地や建物をいくつか有しているらしい。

　だが、それも父の代になってから陰りが見え始めた。地価の大幅な下落や、所有している駅前ビルの老朽化──それらの要因が重なり、事業はなかなか厳しい状況にあるのだという。

　そこに声をかけてくれたのが、件のトーインコーポレーション──洞とう院いん家だ。

　関東一帯では非常に大きな商業網を築いているトーインコーポレーションが、中部地方での業績拡大に向けて乗り出した。そこで、名賀瀬家への支援を行う代わりに、娘を次期当主と結婚させろと要求してきたらしい。

（お父さんも奨悟さんも、即断即決だったなぁ）

　千遥の存在は、いわばスキャンダルそのものだ。

　父は千遥のことを「本妻との間にできた娘」として扱っているが、その実情はとっくに方々へ知れ渡っている。

　そんな状況なので奨悟からも当たりが強いし、父が結婚に際してさっさと千遥を遠くへ追いやりたいと思っているのはひしひしと実感していた。

「洞院、賢たか和かずさん──どこかで見たことあるような気がするんだけど……」

　事前に告げられていたのは、見合い相手の名前と写真だけだ。

　写真といっても、トーインコーポレーションのホームページに掲載されている写真を父から見せられただけだ。

　黒いスーツが似合う、細身の男性──理知的な目元は涼しげだったが、どこか優しそうな印象だった。

　どこかで彼のことを見たことがあるような気もするが、恐らく雑誌かなにかで特集されていたのだろう。勤めている会社で購読しているビジネス雑誌で、表紙を飾っていたのかもしれない。

（モデルみたいな顔立ちだし、似た人を見かけただけかも──誰かのお兄さんとか、取引先とか）

　何人かの友人を思い浮かべたが、そもそも千遥には異性の友人自体がとても少ない。

　中学から大学までは一貫の女子校に通っていたし、今働いている小さな会社は年齢層が高い。交友関係自体がそこまで広くはないので、知り合いに似たような顔がいるということもないだろう。

（結婚はほとんど決定事項だろうけど──優しい人だったらいいな）

　洞院家からこの話が持ちかけられた時点で、父は結婚を快諾した。

　経営状況はそれほどに芳しくはなく、かつお荷物の娘を東京へ嫁がせ、遠ざけることもできる。父にとっても兄にとっても、この話は渡りに船だったはずだ。

　明日の見合いも、両家の顔合わせと最終確認のようなものだ。そこに千遥の意志は存在していない。

　だが、それも仕方がないことだ。時代錯誤な政略結婚だが、大学時代の友人も同じような流れで結婚した人間も多い。

　ほう、と息を吐いて壁掛け時計を見上げると、時刻はもうすぐ十二時──昼過ぎに出発と聞いていたから、準備を急いだ方がいいだろう。

「持っていくものは……えぇと」

　慌ただしく準備をした後で、千遥は玄関前につけられた車に乗り込んだ。

　車の後部座席には父が、助手席には兄が乗っていたが、車内の空気は重苦しい。

「いいか、千遥。前にも言ったが、お前は余計なことを言わなくていい。話しかけられたことには笑って頷きなさい」

「は、はい。わかりました」

　空いていた後部座席に乗り込み、車が発進すると、父はそう釘を刺してきた。

　結婚に関しての話は父と兄が進めるので、千遥は文字通り、人形のようにその場にいるだけでいい。

（お母さんのことを言っちゃいけないっていうのはわかるけど──でも、結婚をする相手に、なにも伝えないでいるのは……）

　白いワンピースを着た千遥は、膝の上に置いた手をぎゅっと握りしめた。

　千遥の実母のことは、名賀瀬家でもタブーとして扱われていた。

　実質的に千遥のことを養育してくれた継母は、五年前に亡くなった。その原因が父にできた愛人の存在と、その娘の千遥にあるのではないか──陰でそんな話がされていることも知っている。

　父も、実母に対して愛情がないわけではないと思いたい。だが、立場がある上に正妻への罪悪感もあってか、年々千遥と顔を合わせるのを嫌がるようになった。

（わたしの実母のことを、お父さんたちが話しているとは思えないし……でも、こんなことを最後まで隠し通せるわけが……）

　恐らく洞院家側も、千遥の身の上についてはある程度調べているだろう。

　父がいくらひた隠しにしようと、周囲にすら千遥の母親が本妻ではないことが知れ渡っているのだ。実母のことが明らかになる日は、恐らくそう遠くない。

（それでも──いいのかな。わたしが愛人の子でも、半分は名賀瀬の血が流れているなら……）

　八歳までともに過ごしていた実母は、どこか儚げな印象のある人だった。

　物心がついた時にはすでに病気がちではあったのだが、今になってみればそれが心労の積み重なったものであることが理解できる。

　一年の半分ほどを病院で過ごし、千遥の幼稚園や学校行事にも顔を出せなかった。

（思えば……お母さんと一緒に写真を撮ったのは、小学校の入学式が最後だっけ）

　病気がちな人ではあったが、それでも十分に愛情を注いでもらったとは思っている。

　そんな母のことを、名賀瀬家で口に出すことはできなかった。奨悟や父はそれを嫌がるし、自分に対して心を砕いてくれた継母を傷つけたくはなかったからだ。

　だが、いざ自分が結婚するとなると、本当にそれでいいのかという考えが頭をもたげてくる。

「千遥、もうすぐ到着だ──到着したら、一度化粧を直しておきなさい」

「……はい、わかりました」

　飛行機嫌いの父のため、高速道路を使い車で東京の料亭へと向かう──到着が近づくと、父はそう千遥に命じてきた。

　さすがに豪奢な訪問着を着て、というわけではないが、格式高い高級料亭での顔合わせはなかなかに緊張する。

（息が苦しい……）

　なんてことないと自分に言い聞かせようとはしていたが、徐々に息を吸うのが辛くなってくる。

　車が料亭の前に到着するまで、千遥は消えない息苦しさを抱えたまま俯いていた。

　すると、苦々しい表情を浮かべた奨悟が助手席から声をかけてくる。

「おい、先方の前でそんな顔をするんじゃないぞ。そもそも、お前のような生まれの女が、あの洞院家に嫁げるだけ幸運だと思え」

「……奨悟」

「本当のことを言ったまでです。本来なら妾腹の娘が、名賀瀬の人間を名乗って嫁ぐだけでも大変な醜聞なのに」

　千遥に対する嫌悪を隠そうともしない兄を父が窘めたが、それ以上何かを言うこともなかった。

　奨悟が千遥に対してこういった物言いをするのは今に始まったことではないので、千遥自身も傷つく段階を過ぎてしまった。

「……とにかく、お前が難しいことを考える必要はない。全ては私と奨悟に任せておきなさい。洞院側が望んできた結婚なのだから、悪いようにはされんはずだ」

　車を降りると、父がそれとなく声をかけてくれた。

　こちらに視線を合わせない父だったが、それとなくフォローをしてくれた──軽く一度頭を下げると、父はどこか複雑な表情を浮かべて奨悟の方を向いた。

「先方は到着しているのか」

「洞院家現当主、洞院夏なつ実み氏と、次期当主の賢和氏はご到着なされているらしい。ご隠居……会長の浩ひろ実み氏は欠席だと聞いた」

「そうか。待たせる形になってしまったな……」

　渋面を浮かべた父に続いて店の中に入ると、すぐに会場となる部屋へと通された。

　部屋の中には既に男性が二人──そのうちの一人は、先んじて写真を見せられていた賢和だ。賢和の隣に座っている壮年の男性が、恐らく彼の父親だろう。

「お待たせして申し訳ございません！　いや、高速が混んでおりまして──」

「いえ、お気になさらず。……そちらが千遥さんですね？」

　父がやや焦ったような口調で声をかけるが、賢和の父──洞院夏実は至極落ち着いていた。銀縁の眼鏡の奥は細められており、とても人がよさそうな印象を受ける。

　低い声は柔らかな響きを感じさせ、どこか人を安心させる。ちらりとこちらに向けられた視線に、千遥はゆっくりと腰を折った。

「名賀瀬千遥と申します」

「これはどうも。急なお話で、千遥さんにもご迷惑をおかけしました」

　人格者然とした口調で千遥の労をねぎらってくれた。

　こう言ってはなんだが、自分の父とは比べ物にならないほどオーラがある。人を動かすのが上手いというか、つい話を聞いてしまうような雰囲気があった。

「賢和、お前からもご挨拶を」

　夏実の様子に圧倒されていると、彼は傍らに立つ息子に声をかけた。

「洞院賢和です。本来でしたらこちらから出向くべきですが、私どもに合わせていただきありがとうございます」

「い、いえ……」

　余計なことは話すなと言われているから、千遥からはなにも言えない。

　深く腰を折って挨拶をしてから、勧められたまま椅子に腰かけた。

　部屋の内装は典型的な和室で、螺鈿細工が施されたテーブルが中央に鎮座している。

　そのテーブルを挟んだ対面に賢和が腰を下ろしたところで、双方の父親同士が話を始めた。

　会社のことや今後のことに、千遥は口出しすることができない。

　出された御膳にもなかなか手を付けられずに、ぼんやりと時間が過ぎていくのを待つ──すると、対面に座っていた賢和がそっと声をかけてくれた。

「千遥さん」

「は、はい……」

「よかったら、中庭で気分転換をしませんか。実は昼飯を食べすぎて、少し腹ごなしをしたいと思っていたんです」

　父親と同じような、柔らかい声音でそう話しかけられる。

　千遥のことを気遣ってくれているのか、彼はちらりと歓談している父兄に視線を向けた。

「外、ですか……わたしは構いませんが……」

　つられて父の方を見ると、彼は日本酒でやや顔を赤くしながらも、こくりと頷いた。

　必要のないことを話すなという兄の視線は感じたものの、賢和がそうしたいと言っている以上は反対する気もないらしい。

「親父、俺と千遥さんは外の空気を吸ってくる」

「あぁ、わかった。外はもう暗くなってきているから、千遥さんに怪我だけはさせないようにな」

　一度窓の外に視線を向けた夏実が、息子に向けてそう念を押す。

　賢和はそれに頷くと、立ち上がって千遥に左手を差し出した。

「……ありがとう、ございます」

　頭を下げながらその手を取り、縁側から中庭に降りた。

　この店は庭園も売りにしているらしく、点在する灯篭にはそれぞれ火が灯っている。

「巻き込んで悪かったね。なんだか、あの場所にいると息が詰まって」

　中庭はそれなりに広さがあり、二人で少し歩くことができた。

　賢和の後ろをついて歩いていた千遥は、振り向いて頭を下げてくる彼にやんわりと首を振る。

「いえ……その、ありがとうございます。わたしも緊張してしまって……」

「内容が内容だ。無理もない……詳しい話は、お父様から聞いたのかな」

　オレンジ色の光が揺れる灯篭を眺めていると、賢和が優しく尋ねてくれる。暗がりの中でも、そのハッとするほどの美貌は損なわれない──むしろ、ぼんやりとした光のおかげでどことなく神秘的にすら思えた。

「それは、結婚のことでしょうか。それとも……家の事業のことでしょうか」

「結婚のことかな。今回のことは洞院側ウチから名賀瀬家に提案した話だから、多分……このままいくと、俺たちは結婚することになる」

「……そうですね。そのように、父から聞いています」

　旧財閥系の大企業との繋がりを得ることができるチャンスを、父がみすみす逃すとは思えない。きっと自分は、彼と結婚することになるのだろう。

　そう覚悟はしていたが、いざ賢和の口から結婚という二文字を聞くと、なんだか更に緊張してしまう。

「千遥さんはそれでいいのか？　会社勤めをして、自立しているんだろう」

「今は実家で暮らしていますし……会社のことは、お調べになったんですか？」

「いや、個人的に知っている。君が勤めている津つ島しま商事は、俺が経営している会社でコンサルティングを請け負っている」

　コンサルティング──トーインコーポレーションはそんなところまで業務を広げているのかと思ったが、話を聞くと賢和個人が小規模なコンサルティングファームを経営しているらしい。

「え、っと……もしかして、弊社にいらっしゃったことが……？」

「何度か。社長とお話をさせていただくことが多くて、社員の方とはあまり接点はなかったが──君の写真を見た時、すぐにわかったよ」

　そう言って、彼は懐から名刺を一枚取り出した。

　差し出されたそれに視線を移すと、そこには『株式会社エスティーコンサルティング代表取締役』の文字が躍っている。

「申し訳ありません……以前お会いしていたのに……」

　ブラックブラウンにシルバーの箔押しがされた名刺を受け取った千遥は、申し訳なさに頭を下げた。彼に感じた既視感は、恐らく社内で見かけたことがあったからだろう。

「いや、千遥さんはなにも悪くない。ただ、俺がたまたま覚えていたというだけだ」

　軽く首を傾げた賢和が、柔和な笑顔を浮かべた。

（男の人って、こんな風に笑うんだ……）

　そもそも、千遥は異性の笑顔というものを見たことがない。父も兄も、千遥の前ではいつも苦々しい表情を浮かべている。

「えっと……賢和さんは、今はトーインコーポレーションで働いていらっしゃるんですよね？　コンサルタントのお仕事もなさって、とてもお忙しいんじゃ……」

「ありがたいことに、やりたい仕事を目一杯させてもらってる。コンサルタントの仕事も、そろそろ他のメンバーに引き継いで経営の方に回ろうと思っているんだが──これが、どうにも楽しくて」

　元々アメリカでコンサルタントをしていた賢和は、その仕事にやりがいを見出し日本で会社を設立したのだという。

　当初は周囲からの反対もあったが、最終的には賢和の父が彼の希望を後押ししてくれたらしい。

「経営者の悩みに対して解決策を提案するっていう意味で、コンサルタントはかなり経営の核心を見ることができる……この経験が、将来的な糧になるって思ったんだろう」

　そもそも彼の父は、息子に対してあらゆる挑戦を許してきたという。

　大企業の御曹司として生まれながら、アメリカへの留学と就職を許してくれたのも父だった。

「ほら、ウチって名前の威力だけはあるっていうか……自分で言うのもなんだけど、スーパー行ってもコンビニ行っても、洞院の名前は目につくだろう？」

「あ……飲み物とか、ですよね？　トーインビバレッジ……」

　数あるトーインコーポレーションの関連企業の中でも特に有名なのは、トーインビバレッジという飲料会社だ。そこから出ている商品は、千遥だって何度も飲んだことがある。

　有名なモデルや人気女優などを起用したコマーシャルは、国内主要広告賞を取って話題になっていた。

「そう──そういう環境から抜け出して、自分の腕一本で食っていけって言われて留学を許可してもらったんだ。古い家だけど、そういう理解はあるところだから」

　その言葉を聞いて、千遥は彼の父を思い浮かべた。

　血の歴史にこだわる名賀瀬家とは、なにもかもが違う──家の格というのがあるのなら、きっとこの辺りに違いが出るのだろう。

「そういう状況で仕事をしてきたし、それは多分これからも変わらない。俺は、結婚したら苦労するタイプの男かもしれないな」

　冗談めかした口調の賢和だったが、千遥はそうは思わない。

　彼と顔を合わせてからそれほど時間は経っていないが、彼の気遣いや優しさはところどころで感じることができた。

「それでも、俺は君と結婚したいと思ってる。親父たちにはそれぞれ思惑があるのかもしれないが──それでもいいのなら」

　なにより、この質問こそが彼の優しさだ。一方的な利害関係の押し付けではなく、千遥本人の意思を問うてくれている。

「もとより、お断りするつもりはありません」

　だから、千遥ははっきりとそう伝えた。

　いくら洞院家側から提示された結婚であったとしても、この人の優しさを感じて自分の意志としてこの話を受けたいと思った。

　愛人の娘だと蔑まれて生きてきた千遥にとって、名賀瀬家の人間としての最初で最後の選択だ。

「それに……賢和さんが、とても優しい方だとわかったので」

「優しい……そうかな。君に対してはそうありたいと思っているが」

　そう言ってまた賢和が笑ってくれたので、千遥はひどく安堵した。これまで漠然と抱いていた男性への苦手意識が、その笑顔に触れてほんの少しだけ緩んだ気がする。

「……外に長くいて、風邪でも引いたら大変だ。そろそろ戻ろうか」

「え、えぇ──」

　そっと手を差し出してくる動作は、あまりにも自然だ。

　おずおずとその手を取ると、賢和が軽く手を引いてくれた。たったそれだけのことなのに、なぜだかそれがとても頼もしく思える。

　ほんの少しだけ跳ねる鼓動を押さえながら部屋に戻ると、既に両家での話し合いは決したようだった。

　賢和の父が、二人の姿を認めるなり相好を崩す。

「二人ともおかえり。千遥さん、寒くはないかね？」

「はい、大丈夫です……お気遣い頂き、ありがとうございます」

　ギラギラとして、若干血走っている父のものとはまるで違う、余裕のある表情だ。賢和にしてもそうだが、洞院家の人々はどこかゆったりとしていて、他人に接する態度も非常に丁寧だ。

「こちらも、大方の話は終わったところだ。……あとは千遥さんの意志を聞くだけだが──」

「はい……わたしも、賢和さんとお話ができて……今回のお話は、ぜひお受けしたく」

　深く頭を下げると、誰かがふ、と息を吐いた。それが自分の家族なのか、賢和たちなのかはわからない。

　結局その日は、見合いと親同士の話し合いで場はお開きとなり──後日、正式に賢和との結婚が決まった。

　結婚といっても、古い歴史がある二家の場合親族がとても多い。

　披露宴を行うにしてもかなり大規模なものになってしまい、準備には時間を要する。また、賢和自身の多忙もあって結婚式自体は先延ばしされることになったのだ。

「二週間で身の回りの準備をしろ。会社には私から話を伝えておくから、その後は上京して賢和氏と暮らすんだ」

　見合いが無事終了した後、父はやや興奮した口調でそう千遥に伝えてきた。

　どうやら、結婚式が先延ばしになる代わりに、先に婚姻届けさえ出してしまえば洞院家からの援助を早急に受けることができるらしい。

「いいか、千遥。お前の振る舞いで名賀瀬家の命運が決まる。……くれぐれも、ボロは出さないように」

　──その『ボロ』というのは、母親のことだろうか。

　一瞬目の前が真っ暗になったが、千遥はぎゅっと唇を引き結んだ。どうせ今の父になにを言っても無駄だ。

　せめてもの抵抗として、返事はしないでおいた。

　無言を肯定と受け取ったのか、父も兄もそれ以上何も言ってくることはなかった。

　そうして二週間後、千遥は予定通り単身で上京し、賢和の住むマンションに住むことになったのだった。
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　約束の二週間後、千遥は駅まで迎えに来てくれた賢和とともに、婚姻届けを提出した。

　役所の窓口担当から笑顔で「おめでとうございます」と声をかけられて、柄にもなく心が弾んだ──政略結婚であろうと、手放しに祝福されるのに嫌な気はしない。

　無事に婚姻届けが受理された後で、二人は賢和の住んでいるマンションからほど近いカフェバーで食事をとることにした。

　賢和行きつけだというその店は、カウンターの壁一面にウィスキーの棚が並ぶモダンな雰囲気の店だ。夜は酒の提供がメインだが、昼間は多国籍料理を提供しているらしい。

「慌ただしかったけど、これで少しゆっくりできる──千遥さんも、今日は大変だっただろう？　朝、早かったんじゃないか？」

「えっと……昨日は早めに休んだので、朝も大丈夫でした。それに、こっちに着いてからは賢和さんが一緒に行動してくれたので」

　東京はとにかく人が多い。

　千遥も友人と何度か訪れたことがあったが、土地勘もないため一人では迷ってしまっていただろう。落ち着いた雰囲気の店で食事をとることができて、やっと一息つくことができた。

　こうした店一つを選ぶのにも、賢和の気遣いを感じることができる。

「そうだ、あの……これから、賢和さんのお宅に向かうんですよね？」

「あぁ。本家の方でしばらく暮らせって爺さんが言ってたけど……あそこは人の出入りが多い。無駄に広いし、環境がコロコロ変わるのは千遥さんだって気疲れするだろう？」

　賢和の祖父──洞院浩実翁は、日本経済界を長年牛耳っていたと言われる豪傑だ。

　まだ洞院本家には顔を出していないが、齢八十八にしてなおも強健であるという浩実翁は、一線を退いた今であっても強い影響力を誇る。

「もう少し落ち着いたら顔を出すって言ったら、爺さんも納得してくれたよ。親父が説得してくれたっていうのもあるんだろうけど」

「それは──お義父様にご迷惑がかかったんじゃ……」

　浩実翁の話は、千遥も父から聞いた以上のことは知らない。政財界に強いパイプを持つ賢和の祖父は、なんとなく聡明で頑固なイメージがあった。

　だが、賢和は小さく笑うとゆっくりと首を振った。

「頭が固いジジイにだけはなりたくないって、できるだけ人の話は聞くようにしてるみたい。昔は割とワンマンっぽかったけど、最近は年を取って、親父や俺に判断を任せることも増えてきたし──まぁ、未だに会社のことで言い合いするけどね」

　そば粉のガレットを口に運んだ賢和は、それを飲み込んでからコーヒーで口直しをした。その所作一つとっても、無駄がなく洗練されている。

　フォークを口に運ぶ繊細な動きと、少し角ばったその手元の男性らしさに、思わず胸の奥がトクンと跳ねた。

「それに、千遥さんはもうウチの一員だし……迷惑とか、そういうことを考える必要はないよ。爺さんも、多分千遥さんに会いたくて仕方がないんだと思う。ウチ、孫世代は男ばっかりだから」

　冗談めかした口調で笑う賢和に、千遥も思わず表情を崩す。

　なんというか、彼と一緒にいると肩の力が抜けていくのだ。誰かの目を気にすることなく、自然体でいられる環境は千遥にとって新鮮なものだった。

「でも、そのうち顔を出してやりたいとは思ってる。俺の時間がある時、ってことにはなるけど……」

「はい、それはもちろん──お見合いの席では、ご挨拶もできませんでしたし」

　今日から、千遥は『名賀瀬千遥』ではなく『洞院千遥』になる。

　その挨拶も含めて、いずれ本家には顔を出したい。賢和の話を聞くに、思っていたよりも怖い場所ではなさそうだ。

「そうだ、千遥さん。仕事の方は大丈夫？　かなり急な話だったから、手続きとか大変じゃなかった？」

「それは──元々、父の知り合いの会社で働いていたんです。だから、先に話を通していただいたみたいで」

　大学を出てからは、いわゆるコネ入社という形で今の仕事に就いた。

　父に何かしてもらったのはそれが最後だったが、恐らくはこういう時のために、自分が融通を利かせることができる会社に入れたかったのかもしれない。

（引き継ぐような仕事も、そんなに多かったわけじゃないし──）

　仕事は辞めて、部屋の中の私物もほとんど処分した。

　継母が用意してくれた部屋を出る時、気持ちが少し軽くなったのは、恐らく気のせいではないだろう。

「荷物も先にお送りしたものだけですし──なんというか、こざっぱりしたというか……」

　生活必需品は多少のものを宅急便で送ってある。

　それも、気に入って使っていた加湿器や数着の服くらいで、歯ブラシなどの小物はこちらで揃える予定だった。

「そう？　送られてきた荷物が小さかったから、心配だったんだけど……あっ、中身は見ていないから安心してくれ」

「大丈夫です。見られて困るようなものも入っていませんから」

　慌てて両手を振る賢和に笑いかけて、千遥も食事を終える。

　アイスコーヒーで喉を潤した後に店を出て、近くの駐車場に停めてある賢和の車に乗り込んだ。助手席のシートベルトをしっかりとしめると、彼はエンジンをかけてからちらりと千遥に視線を向ける。

「ドラッグストアに寄ってから家に帰ろうか。洗濯洗剤とか、こだわりはある？」

「こだわり……いえ、特にないです。肌が弱いというわけでもないですし……あの、家でなにを使っていたのかも……」

　実家では、家事は全てお手伝いさんがしてくれていた。

　継母も資産家の娘で家事はほとんどしたことがなく、千遥も最低限の花嫁修業として料理教室に通わされただけだ。

　なので、実家で使っていた洗剤がどんな種類のものかも知らない──申し訳なさそうに眉尻を下げる千遥だったが、賢和はそれを叱責したりはしなかった。

「そうか。じゃあ、とりあえず俺と同じものでいいかな。シャンプーとかのこだわりは？」

「それも、ないです……用意されたものを使っていたので……ごめんなさい」

　せっかく賢和が気を配って聞いてくれているのに、まともに答えられない自分が嫌になる。自己嫌悪で肩を落としながら、千遥はびくびくと賢和の言葉を待った。

「謝ることじゃないさ。その辺りの環境を変えるとストレスを覚える人もいるから、念のために聞いただけだ。そんな風に、泣きそうな顔をしないでくれ」

「な、泣きそうじゃ……」

　用意されたものを、何の疑問もなく使用してきた。

　そこに自分の主体性のなさを感じてしまって、情けなくなってしまった。

（きっと、これがいいって言えば用意はしてもらえたんだろうけど……）

　兄からは目の敵のような扱いを受けてきたが、家の中で虐げられていたというわけではない。

　与えられるものはしっかりとしたものだったし、衣食住で困ったことは一度もなかった。そこに千遥の意志が反映されているかどうかは別問題だったが、恐らくこうしてほしいという話をすれば受け入れられる環境だったはずだ。

「わたし、本当に──世間知らずというか、賢和さんにご迷惑ばかりかけて……」

「迷惑？　まさか。千遥さんにはたまたまそういう機会がなかっただけだろう？　足るを知る──与えられたもので満足できるっていうのは素晴らしいことだ」

　ぎゅっと、胸がしめ付けられるようだ。

　賢和が言うように、その状況に満足していたと言われれば疑問が残る。

　ただ自分は、なにも考えたくなかっただけではないのか──父の迷惑にならないように、兄に叱られないように、自分の居場所がなくならないようにと息をひそめて、選択するという行為を拒み続けてきた。

（わたしは、賢和さんが思っているような人じゃない……）

　彼はいいように解釈をしてくれているようだったが、千遥には主体性が欠落しているというだけだ。

　ドラッグストアで必要な物を買いそろえてから車に戻っても、千遥の胸の中は靄がかかったようだった。

　自分でもなんとかして直したいと思っている部分ではあるが、長年染みついた性質はすぐに正せるものではない。

「なぁ、千遥さん。少し思ったんだが」

　助手席で表情を曇らせる千遥に、賢和が声をかけてきたのはその時だった。

「はい……なんでしょうか？」

「世間知らずだと自分で思うなら、俺と一緒に知っていけばいい。これまでそういう環境になかっただけかもしれないし……自分で言うのもなんだが、これでもなかなか忙しい暮らしをしている。君に選択を強いることは、これからたくさんあるだろう」

　コホン、と咳払いをした賢和は、まっすぐに千遥のことを見つめると何度か目を瞬かせた。

　見つめてくる視線は真摯なもので、優し気な視線はまっすぐと千遥のことを射貫いてくる。決して威圧的なものではないが、どこか顔を背けることを許されないような、そんな気配があった。

「だから、今すぐ変わろうとする必要はないと思う。君が今、これまでの自分を振り返って変化を望むなら──少しずつでいいんだ。焦る必要なんてない」

　賢和の大きな手が、そっと千遥の手を掴んだ。ほんのりと温かい彼の体温と穏やかな声が、染み入るように頑なな心をほぐしていく。

（今まで、こんな風に言ってくれる人なんていなかった……）

　千遥が変わりたいと願っても、今までは環境がそれを許してはくれなかった。

　優しく手を差し伸べてくれる賢和の言葉がどうしようもなく嬉しくて、同時に頼もしさも感じる。

　いつの間にか千遥は、彼の手を自分から握り返していた。

　後ろ向きな自分の言葉に呆れることもなく、背中を押してもらえることがこれほどに心強いものだとは思わなかった。

「はい──ありがとう、ございます」

　唇からこぼれ落ちた声が少しだけ震えていたが、賢和はなにも言わずに微笑んでくれた。

　そのまま動き出した車がマンションの駐車場に到着するまで会話はなかったが、それでも千遥の胸の奥はじんわりと火が灯るような温かさを抱き始めたのだった。

　四十階建てタワーマンションの三十六階部分全てが、賢和が今住んでいる部屋であるという。

「送られてきた荷物は寝室に置いてある。クローゼットも寝室に備え付けてあるけど、俺のスーツとかも一緒だから……気になるなら、もう一つの部屋のものを使っていい」

「は、はい。わかりました──クローゼットは一緒でお願いします。そんなに衣装持ちでもないので」

　千遥自身、あれこれ自分を飾り立てるのがあまり好きではなかった。服は時々自分で買いに行くが、父がお手伝いさんに頼んで用意をさせた服を着ることも多かったのだ。

　ハイブランドの服が必ずしも趣味に合っているわけではなかったが、ファストファッションブランドの服を着ていたら「みすぼらしい格好をするな」と叱責されたことがある。

　なにを好んで着るのかは個人の自由だと思うが、父はとにかく高級品や誰もが知っているブランドで身を固めたがった。それだけならまだしも、娘や息子にもそれを強要するのだ。

（普段は関わりたがらないのに、そういう時だけは口出ししてくるんだから……）

　もうしばらく会うことはないであろう父の横顔を思い出しながら、千遥は案内されるままに賢和の後ろをついて歩いた。

　コンシェルジュが常駐するフロントを抜け、エレベーターホールに向かう。

　共用部分であるラウンジの奥にはジムも併設されているらしかったが、平日の昼間と言うこともあって人影はまばらだ。

「一応応接室とか、コワーキングスペースみたいなところもある。使いたかったらフロントに声をかけるといい」

「は、はぁ……」

　タワーマンションというのは、千遥にとって未知の領域だ。

　名賀瀬邸は高級住宅街の一角に広大な敷地を有している二階建ての日本家屋──趣深いと言えば聞こえはいいが、実際建物はかなり古い。改築を繰り返してもどうにもならない部分があるのが現状だ。

　庭には二棟の土蔵があって子どもの頃は怖かったし、ギシギシと古めかしい音を立てる廊下は冬になるとひどく冷えた。

　もちろん周囲は静かで治安もよかったが、最新鋭のセキュリティや付属施設を備えるタワーマンションは千遥にかなりのカルチャーショックをもたらした。

　だが、高層階用のエレベーターに乗り込んで三十六階に降りた千遥は、そこでもまた自分が身を置いていた環境との違いを実感することになった。

「ここが俺の部屋。廊下を進んだらリビングで、廊下の右側がベッドルームだから」

「はい……お邪魔します……」

　どことなく体を縮こまらせながら部屋に足を踏み入れる千遥を見て、賢和は苦笑気味に目を細めた。

「ただいま、でいいんだよ。今日からはここが君の家だ」

「あ──そう、でした。じゃあ……ただいま」

　賢和の言葉に、頬がじわじわと熱くなる。

　ただいま、ともう一度だけ口の中で呟いた千遥は、まず廊下をまっすぐに進んでリビングへと向かった。

「わ……」

　リビング全体はナチュラルテイストで統一されており、黒いアンティークのソファが部屋の中央を陣取っている。アンティークとはいってもデザインはシンプルで、モノトーンのクッションたちが古さの中に洗練された雰囲気を醸し出していた。

　その造形があまりにも千遥の好みに当てはまり、先程の実感のなさとは打って変わって思わず声が漏れる。

　すると、荷物を置いた賢和が小さく首を傾げた。

「座って。お茶でも入れようか」

「お、お気遣いなく！　その、キッチンを見てみてもいいですか？」

「もちろん。これから君も使うことになるだろうし──コーヒーとか茶葉とかは、まとめてこっちのバントリーにしまってある」

　そうして、一つ一つ賢和から部屋の設備について説明を受けた。

　さすがに洗濯機の使い方や掃除機の使用方法を知らないほど世間知らずではない。

　だが、実家にはなかった新しい家電たちは千遥の興味を大いにそそった。

「この、カーテンレールについてるのはなんですか？」

「あぁ、朝の決まった時間になったら自動で開くんだよ。夜も設定した時間に勝手に閉じてくれる。寝室のカーテンも同じように設定してあるんだ」

　その言葉を聞いた瞬間に、千遥はこれまた衝撃を受けた。

　カーテンが自動で開閉するだなんて、今まで聞いたこともなかった──元々家電製品に明るくはなかったが、こうして最新家電を目の当たりにするとなかなか面白い。

「カーテンって……勝手に開く時代になったんですね……」

「設定さえすればね。朝の六時と夜の六時に設定してある」

　部屋の隅で充電されているロボット掃除機も、スマートフォンで操作できる洗濯機も知らなかった千遥は、部屋の様子が気になってあれこれ見て回ってしまう。

　実際に触って動作を確認したものもあったが、これまでの暮らしとの違いにただただ感銘を受ける。

「す、すごいんですね……実家だと、こういうものが全然なくて」

「俺が好きで色々買ってるだけで、ウチの実家にも全然ないよ。本社に家電系の関連会社はないけど、俺がやってる会社は近い業界で仕事してるものがあって」

「賢和さんが経営してる会社──コンサルタントの方ですか？」

「いや、別の会社。大学時代の友達が家電ライターやってるんだけど、そいつと共同経営してるんだ。トーインビバレッジでやってるメディア運営もその会社で請け負ってる」

　青年実業家として複数の会社を経営している賢和は、自身が代表を務めているコンサルティング会社の他にもメディアの運営を行っている会社があるのだという。

　コンサルタントからメディア運営、そして大企業の役員職まで──賢和の行う仕事があまりにも多岐にわたるので、千遥はぽかんと口を開けてその話を聞いているしかなかった。

「……賢和さん、お休みとかあるんですか……？」

「あるよ。休息はしっかりとるようにしてる──むしろ、そのためにこういう家電に頼ってるって感じだな」

　なるほど、と呟いた千遥だったが、それにしたって働きすぎのような気もする──とはいえ、賢和がそれでいいと思っているのならば口出しはできないだろう。

　その後もあれこれと家の中を案内された千遥は、住環境の変化に戸惑いながらも新たな生活に胸を躍らせることとなった。

　一日中慌ただしくしていたため、夕食はデリバリーにした。

　これも賢和おすすめのタイカレー専門店のもので、賢和はグリーンカレー、千遥はココナッツミルクを入れたレッドカレーを注文した。ややスパイシーだがココナッツミルクのまろやかさもある一品は、移動や手続きで疲れた体に染み渡ってくる。

（そういえば、家で誰かとご飯を食べるのも久しぶりだった……）

　兄は千遥の側には近づきたがらないし、父も多忙を理由に食事の時間が合わなかった。

　食事そのものは作ってもらえるのだが、それを食べるのはいつも一人──子どもの頃から、千遥の食卓は一人きりの寂しいものだった。

　お腹がいっぱいになって気持ちが落ち着くと、ふとそんなことを思い出す。

（誰かと一緒にご飯を食べるのって、こんなに温かくて──食事の味も、いつもより美味しい気がする）

　政略結婚という形ではあるが、こうして誰かと食卓を囲むのは悪くない。千遥はこの空間に、確かな心地よさを覚えていた。

　すると、食器を片付けてくれていた賢和が千遥に向かって笑いかけてきた。

「千遥さん、先にお風呂どうぞ」

「は、はい。ありがとうございます……」

　お言葉に甘えて、先に風呂に入らせてもらおう──そう思って立ち上がった千遥だったが、そんな彼女の元に賢和がするすると近づいてきた。

「賢和さん？」

「千遥さん。今日から一緒に寝ることになるけど──大丈夫？」

　──と、最初はその言葉の意味が理解できなかった千遥だったが、きょとんとした表情を浮かべること数秒、やっと彼が言っていることを理解してしまった。

（それってつまり、その……そういうこと、だよね？）

　昼間に籍を入れたことで、今日二人は夫婦になった。寝室が一緒なのはもとより、結婚初日には初夜というものがあるだろう。

「……大丈夫です」

　気付けば、千遥はそう答えていた。

　頭の中が真っ白にはなっていたが、この先のことはなんとなく想像がつく──元々この結婚は、二つの家の利害関係の一致によるものだ。

　結婚だけでなく、最終的に子どももできれば家同士の繋がりはより強固なものになるだろう。

　無論、それを是が非でも拒否したいとは思わない。

　賢和のことは嫌いではないし、身を委ねるにしても他人よりは彼の方がずっといい。

「それじゃ、お先にお風呂頂きますね」

　少しだけ震えた声で答えてから、千遥は下着やタオルを持ってバスルームへと向かったのだった。

　

「──ダメだ、緊張する……！」

　入浴を終えた後、千遥は寝室で一人悶々としながら時間が過ぎるのを待っていた。

　今は賢和がシャワーを浴びているが、それが終われば彼はこの部屋にやってくるだろう。

（どういうことをするとか、話だけは聞いてたけど……）

　ともあれ、彼と自分は結婚した。結婚したのだから、そういう行為はあってしかるべきだろう──頭ではわかっているのだが、今まで一度も男女交際を経験したことがない千遥は、キスから先のことが想像できない。

　賢和のことを待っている時間だけでも、心臓が爆発しそうなくらい強く脈打っている。

　身じろぎ一つするのも憚られる気がしてベッドの上で縮こまっていると、やがて賢和が部屋のドアを開けた。

「どうした、千遥さん」

「ひぁっ!?」

　思わず調子はずれな声を上げてしまった千遥に、賢和が小さく噴き出す。

「悪い、驚かせた？」

「い、いえ……あの、少し考え事を──」

　初夜のことについて考えていました、とは言えずに小さくなる千遥の隣に、賢和がゆっくりと腰かける。

　驚いたのは、彼がスウェットだけを履いた上半身裸の状態だったことだ。

「ひ、あの、た、賢和さん……？」

「そんなに緊張しなくても大丈夫。……あー、色々考えてたんだろう？」

　こういうこと、と言いながら、彼はそっと千遥の唇に指を押しつけた。

　なにか言いたげなその様子に口を開こうとするも、その唇自体を彼によって塞がれてしまう。

「んっ……」

　柔らかく触れた唇が、ちゅっと音を立てて離れていく。

　しっとりとした感覚が名残惜しげに遠ざかっていき、千遥は思わず身震いした。

「怖いか？」

「……少しだけ。でも、大丈夫です」

　怖いか怖くないかと聞かれたら、多分怖い。

　だけどそれは、これから待ち受けているであろう未知の行為に対するものだ。

「た、賢和さんが怖いわけじゃ、ありません」

　誤解がないようにと必死でそう伝えると、彼は目を細めてクスクスと笑う。

「よかった。怖がられてたかと思った」

「ひゃ、ぁっ……」

　柔く耳元で囁かれて、くすぐったさに体が震えた。

　かと思うと、彼の大きな手は千遥が着ていたパジャマのボタンを外し始める。

　プチプチと小さな音がした直後に感じたのは、背筋に指が這う妙なもどかしさだ。

「ぁ、ぅっ……あん、っ」

「千遥さん。……千遥さん、息を吐いて。体から一度力を抜くんだ」

「そん、なっ──んぅっ」

　言われた通りに息を吐こうとしても、くすぐったくてなかなか力が抜けない──そうこうしているうちに、賢和は千遥の素肌をすっかりと暴いてしまった。

　胸元に感じる妙な解放感に、千遥の体が震えた。

「ふ、ぁっ……あ、た、賢和さん……？」

　火照り始めた肌をなぞる指先は、誘うような動きで千遥を翻弄する。

　これまで知り得なかった感覚に身を震わせる千遥を、賢和の手が軽く肩を押した。

「焦らされる方が恥ずかしいだろう？」

　そう言うや否や、下半身を守っていたパジャマも脱がされてしまう。

　ショーツ一枚で心許ない姿にされた千遥は、思わず両腕で胸を押さえる。

「あぁ──」

　感じ入ったような声の後で、賢和は深く息を吐く。

「綺麗だ。想像していたよりもずっと……無垢でなめらかで、無理矢理にでも暴いてしまいたくなる」

　あらわになった肌に触れながら感想を口にし出した賢和に、千遥は真っ赤になって首を振った。

「その、……恥ずかしい、です。それに、電気も……」

「暗がりの中じゃ、君がよく見えない」

　どことなく嬉しそうにそう言いながら、賢和は千遥の手を取って指先にくちづけた。

　ちゅ、ちゅ、と寝室に響く小さな音が、次第に水音交じりのものに変わっていく。

「ん、ふっ……ぁ、あっ」

　触れているだけだった唇からは赤い舌が顔を出し、ゆっくりと指先を舐っていく。

　ザラついた舌の感触に身震いする千遥は、あっという間に体から力が抜けてしまった。腰が砕けて体勢を崩したところを、そのまま賢和に支えられる。

「あの、あ、賢和さん──」

　ここから何をどうすればいいのだろう。

　不安げな表情を浮かべる新妻に、賢和は何度か目を瞬かせるとにっこりと微笑んだ。ただ、先ほどまでの笑顔と違うのは──その目にじんわりと、欲望の熾火が灯っていることだ。

「大丈夫。全部俺に任せて……千遥さんは、俺に身を委ねてくれればそれでいい」

　耳元で囁かれる言葉も、どこか熱っぽい。

　体を小さく震わせた千遥がそっと口を開くと、再び熱い舌が潜り込んできて咥内を愛撫をしていった。

「ん、ふっ……ふぁ、ァっ……」

　柔らかな舌先で口蓋をなぞられながら、彼の大きな手が千遥の下腹部に触れた。

　まるで肌の感触を確かめるように撫でてくる手の動きに、触れられている場所の奥がじわじわと熱を宿しだす。

「胸も、隠さないで。俺は千遥さんの全部を知りたいんだ」

「ンぁ、で、でも──」

　唇が離れた隙に吹き込まれる言葉は、媚薬のように千遥の頭の中を蕩かしていく。

　彼に言われたことはなんでも言うことを聞いてしまいそう──なんとか唇を食いしめるも、軽く腹部を押されると胸元に置いた手をどけてしまった。

「そう、それでいい。……俺たちは夫婦だ。なにも恥ずかしいことなんてない。そうだろう？」

　そう言うと、一度上体を起こした賢和は、自らも着ていたシャツを脱ぎ捨てた。

　部屋のライトに照らされる、均整がとれた美しい裸体──彫刻のような美しさを備えた筋肉に、思わず千遥はほう、と息を吐いた。

「き、綺麗……ですね」

「ありがとう。ある程度見た目は気にしてるんだ──第一印象って、後からひっくり返すのは難しいだろう？」

　意図せずこぼれ落ちた言葉にも、賢和は気分を害した様子もなく頷いてくれた。

　下腹部に触れていた指先が太腿を這うと、覚えのない感覚に肌がぞくりと粟立つ。

「んっ……」

「だが、千遥さんはもっと綺麗だ」

　ちゅっ……と鎖骨の辺りに吸い付かれて、チリッとした痛みが走る。

　痛いと言っても、不快感を覚えるものではない──刻まれた朱赤の痕は千遥から見えない位置にあったが、不思議と心の内側が満たされるような感覚があった。

「ぁ、ッん……」

　震えた息を吐き出す千遥の様子を見つめながら、賢和はするりと彼女の脚からショーツを引き抜いた。

　体を守るものがなくなってしまった千遥は身をよじるものの、賢和はそれを許さない。

「隠すな。全部見せて」

「で、でも……あの、わたし──」

　男女の交際経験も、誰かと肌を重ねたこともない。

　これから先どんな風に振舞えば、自分は『名賀瀬家の娘』として恥ずかしくない態度が取れるのだろう。

　そんな考えに表情を曇らせる千遥は、所在なさげに視線を移して黙り込んだ。少しして唇を開くと、声が情けなくしぼんでいる。

「どう、振舞えばいいのか……」

「そんなこと、考えなくてもいいんだよ。俺と君は夫婦──家族なんだから。家族の前で、どう振舞えばいいかなんていちいち考える必要はない」

　少しだけ乾いた指先が、むに、と太腿を掴んだ。皮が薄く柔らかなその場所は、他の場所よりもダイレクトに賢和の熱を伝えてくる。

「んく、っ」

「どうしても何か考えてしまうなら──俺のことを考えて。今君を抱いている男のことを」

　そう言うなり、賢和は柔らかい曲線を描く千遥の乳房に顔を寄せた。

　新雪の白さの中にうっすらと混じる朱赤の肌を唇でなぞり、舌を伸ばしてその先端を舐り始める。

「ひぁ、ァっ……！　ぁ、たか、っ……！」

　生温い唾液が小さな蕾にまぶされる感覚──今まで感じたことがないそれに体を震わせる千遥だったが、賢和はなおも彼女のことを追い詰めようとしてくる。

　右乳房を唇と舌で愛撫しながら、彼の手はむっちりとした千遥の太腿を撫で、その奥に秘された淫裂へと伸びていった。

「ふ、ぅうっ……や、ぁあっ」

　ちろちろと、まるで飴玉を舐めるように乳首を刺激されて、その度にお腹の奥がじんわりと熱を帯びる。

　心臓はぎゅっと鷲掴みにされたように苦しいのに、その向こう側には微かな快感が感じ取れるようだった。

　そろそろと割れ目をなぞる指先の動きも、またもどかしい。蜜口に指が入るか入らないかのギリギリで触れられると、下腹部の疼きがより強くなる。

「ん、んんぅっ……ぁ、あっ」

　とろりとした熱い蜜が奥の方から溢れてくる感覚に、千遥は思わず身悶えした。

　彼が体に触れるたびに、にじみ出るような熱が思考をぼかしてくるようだ。

　軽く乳首を吸われるだけでもその熱はどんどん大きくなり、やがて全身が火照り出す。

「ぁ、やっ……やだ、賢和さ、んっ……」

「大丈夫。怖くない──もう少しだけ、ナカを触って慣れさせよう」

　痛かったら教えて、と前置きをして、長い指先が淫裂のあわいに沈む。

　ぬぷ……ととろみがかった愛液を纏って沈んだ指先は、膣内の浅い場所をゆっくりとなぞり上げた。

「あ、ぁあっ……！」

　下腹部にわだかまっていた熱が、賢和の手によってかき混ぜられる──痛みはないが、その長い指で蜜壺を攪拌されると違和感がひどい。

「く、んんっ……ぁ、あっ……」

　けれどそれは、決して不快なものではなかった。

　自分の深い部分を暴かれて、快楽に浸される。千遥自身が知り得なかった快感を与えられるのは、なぜか途方もなく心地好かった。

　潤み始めた秘裂は次第ににゅぷにゅぷと卑猥な音を立て、鼓膜を犯してくる。そんな音を自分の体が立てていると思うと、千遥は羞恥でどうにかなってしまいそうだった。

「やだ、ぁっ、あっ──ン、ぁあっ……！」

　唇からは絶え間なく甘い吐息と声が漏れ、視界は溢れ出してきた涙で歪み始める。

　それでも、賢和は千遥を愛でる動きを止めなかった。ちゅっ、と乳房の先端をついばみ、指の先を軽く折り曲げては蜜壺の中を掻きまわす。

「声も、我慢しなくていい。いっぱい聞かせて……」

「で、もぉっ……こんな、ぁっ……」

　上ずって、ひっくり返って、お世辞にも美しいとは言いにくい声だ。

　こんな情けない喘ぎ声を聞かされて、賢和は自分のことが嫌になってしまわないのだろうか。

　頭をもたげてきたそんな不安は、一際きつく乳首に吸い付かれたことで綺麗に霧散した。

「ひぁ、ァっ……！」

「可愛いよ、千遥さん──普段はあんなに大人しいのに、俺がこんな風に鳴かせてるんだって思ったら……すごく興奮する」

　胸に埋めていた顔を上げた賢和が、ちろりと舌なめずりをする。

　そんな仕草にすら雄の色気を感じてしまって、千遥ははふ、と息を漏らした。

「可愛い……そんな風に見つめられたら、もっと色々なことをしたくなるな──」

　賢和はそう呟くと、一度指先を蜜壺から引き抜いた。

　千遥にしてみればかなり奥の方まで触れられていたような心地だったが、その実は第一関節ほどしか埋められていなかったらしい。

「くふ、ぅっ……」

　膣壺を犯していた異物感が引くと、千遥ははふはふと荒い呼吸を繰り返した。息を吐くたびに蜜がとぷとぷとこぼれてくるのを、下腹部に力を入れてなんとかせき止めようとする。

「ナカ、少しだけ触ったけど──気持ちよさそうだったね。痛くなかった？」

「い、痛くは……ないです」

　実際に痛みはなかったので、その問いかけにはこくりと頷いた。

　すると賢和は、濡れそぼった指先を唇に運び──まるで見せつけるように指先を舐った。ちろちろと舌の先端が愛蜜を絡める動きに、つい視線が釘付けになってしまう。

　あまり見つめていても不躾かと思ったが、淫靡な舌の動きはつい淫らな想像を呼び起こした。無意識に足をすり合わせ始めた千遥の様子に、賢和が笑みをこぼす。

「よかった。これくらいなら大丈夫そうだな……じゃあ、よく見て」

「え──ゃ、あぁぅ……！」

　口元から離れた賢和の指先を、千遥は言われた通りじっと見つめていた。

　濡れた人差し指がするりと千遥の下腹部に伸び、蜜を滴らせる蜜口のすぐ上をきゅっと押し潰した。

「あ、ぁあっ……！　や、ぁあ、ァっ……」

　にちにちと淫芽を押し潰す様子をじかに見ることはできなかったが、生み出される鮮烈な快感が彼の行為を如実に伝えてくる。

　ぽっちりと勃ち上がっていた花芽を指先で転がした賢和は、あえかな声を上げる千遥の唇を柔らかく奪っていった。

「ッく、ぅうっ～～っ……！」

　軽くした唇を食まれながら、敏感な場所をくにくにと指で押し込まれる。

　その度に目の前がチカチカと明滅して、ゆらゆらと腰が動いてしまった。愛撫を請うような淫らな動きを止めたくても、千遥の体は言うことを聞いてはくれない。

「ん、ふぅ……ぁ、あんっ」

「声は我慢しないで──大丈夫だよ。怖くない、怖くない」

　激しく体を苛む快感とは裏腹に、鼓膜を揺らす声はとても優しかった。

　千遥がふるふると首を振って快楽を逃そうとしても、淫芯をいたぶる動きは止まらない。

　しこりつつあるそれを押し潰していた指の動きが止まったかと思いきや、今度はまるで扱くようにして指でそれを擦り上げてくる。

「あんっ、ぁ、も──だめ、ぇっ……！」

　体を震わせるほどの快楽を何度も与えられて、いつの間にか千遥は上ずった悲鳴を上げ続けることしかできなくなっていた。

　恥も外聞もなく、ひたすら甘く喘ぎ続ける──腰を艶めかしく揺らしながら囀り続けると、触れられてもいない蜜口からはとぷりと熱い蜜がこぼれ落ちる。

「んぁ、ァっ……や、めぇっ──お腹、ふわふわするっ……」

「それが快楽だ。それを認めたらきっと楽になる」

　言ってごらん、と優しく促された千遥は、もうそれが正しいのかどうかの判断もつかなくなっていた。

　体の中心を苛む疼きに堪えられなくなった千遥は、命じられるがままにぽってりとした唇を開いた。

「き……気持ちい、気持ちいいですっ……」

　そう口に出した瞬間に、体がぞくぞくっ……と大きく震えだした。

　与えられているこの感覚が快楽であると認めてしまうと、あとはもうされるがままにそれを受け止めるしかできない。

「あんっ、ぁ、きもち、ぃっ……ひ、ぁあっ！」

　くちゅっ、ぬちっ、と淫らな音を響かせながら淫芽を刺激されて、千遥は甲高い悲鳴を上げる。愛撫が繰り返されるたびに鋭敏になっていく感覚は、千遥から理性を奪ってぐずぐずに蕩かしていった。

「認めたら、もっと気持ちいいだろう？　……いいよ、このままイって、もっと気持ちよくなろうか」

　低く情欲を滲ませた声が、鼓膜に吹き込まれて頭の中を揺らす。

　溶けたチョコレートのような声で囁いた賢和は、爪の先で淫芯の側面をぎゅっと摘まみ上げた。

「ッひ、ぁ、あぁっ……や、だめ──だめ、だ、ぇ、あぁっ……！」

　その瞬間、千遥の頭の中が真っ白に爆ぜた──急激に押し寄せてきた途方もない快感に、前後左右がわからなくなる。

　空中に放り出されたのではないかと思えるほどの浮遊感と、直後に襲い掛かってくる愉悦に、千遥はガクガクと腰を揺らして忘我の極致へと達した。

「ッは、ぁ……ッん、ふーっ……」

　カチカチと奥歯を鳴らしながら、絶頂を極めた千遥は足先でシーツを蹴った。

　白い体をほの赤く染めた新妻は、やがて深く息を吐きだして体を弛緩させる──その瞬間に、どぷっ……と淫蜜が溢れてきてシーツを汚した。

「ぁ、あぅっ……は──」

「上手にイけたな……今の感覚がわかるか？」

　イく、という言葉と、あのとてつもない気持ちよさが頭の中で合致した。

　こくん、と小さく頷いた千遥は荒い呼吸を繰り返しながら、やがてぐったりと四肢を弛緩させた。

　──正直に言えば、もう体のどこにも力が入らない。好きなだけ賢和に翻弄されて、シーツの上で指を動かすのすらも億劫だった。

「ぁふ、ぅっ……」

　じわじわと額に汗が浮かんできても、それを拭うことすらできなかった。

　千遥はぐったりとしながら呼吸を整えるが、これで行為が終わったわけではない。

「……もう少し、頑張れそうか？」

「え──あ、ぁっ……」

　軽く息を吐いた千遥の内腿に、熱いものが押し当てられたのはその時だった。

　着ていたものを全て取り払った、美しい賢和の裸体。思わず息を飲んでしまいそうなほど均整が取れたその肢体の中心を、千遥は直視することができなかった。

「千遥さんに、俺のことを受け入れてほしい」

　大きな手のひらが下腹部を軽く押すと、甘美な痺れがその場所から駆け上ってくる。

　達したばかりで敏感なままの秘処からはまた生温かい蜜がこぼれ落ち、体の準備が整ったことを教えてくれる。

（わかってる──けど、でも……！）

　ごく、と喉が鳴り、おずおずと視線を下げる。

　屹立した雄杭の形を視界がとらえた瞬間に、血の気が引いていくような心地を覚えた。

　──無理だ。アレを、これから自分の中に迎え入れるのは、質量的に無理があるんじゃないか。

「……そ、それ、あの──入るんですか……？」

「まぁ……頑張れば。きっと大丈夫。最初は少し苦しいかもしれないけど」

　無論誰かと比較できるものでもないのだけれど、賢和のそれは恐らく大きい。

　涼しげな彼の顔立ちとは正反対の位置にある雄々しいシルエットを認めた千遥は、その質量と大きさにごくりと唾を飲んだ。

　先端が先走りで濡れ光るのも、赤黒く膨張したその形も、なにもかもが千遥にとっては未知のものだ。

「大丈夫、って言ってあげたいけど……すまない。やっぱり最初は、少し苦しいと思う」

「い、いえ──できるだけ、頑張ります……！」

　破瓜の瞬間に痛みがあることは、千遥とて知っている。

　だが、ここで彼を拒むことはできない。……自分が何を望まれているのかは、結婚の話が出た時からしっかりと理解していた。

「──ごめん」

　決意を秘めて頷いた千遥の額に、賢和が柔らかく唇を落とす。

　くすぐったさに軽く身をよじると、彼はその間にぐっと腰を進めてきた。

「ッく……」

　円い先端が、ぬぷ……とゆっくり蜜壺に突き立てられる。

　先ほど甘く刺激されていた浅い部分は、思ったよりもスムーズにその先端を受け入れた。

「は、ぅっ……ん、ふぅっ……」

　だが、問題はそこからだった。

　より奥まった場所をずぷずぷと肉杭が押し広げるが、狭い蜜路はなかなかそれを許してはくれない。

　切なげに眉を寄せた賢和が腰を進めるたびに、内臓を押し上げるるような圧迫感が千遥を襲った。

「あ、ぁうっ──ンっ」

「ッ……千遥、さん」

　思っていたような強い痛みはなかったが、異物感と圧迫感で眩暈がする。

　そんな千遥の様子をうかがいながら、賢和は何度かその唇をついばみ、労わるように背を撫でてくれた。

「苦しいな……すまない。本当に──もう少しだけ、っ……」

「だ、大丈夫です。わたしは……ッあぁっ……！」

　力が抜けた一瞬を狙って、肉杭が一気に奥へと突き立てられる。

　けれど、その瞬間に千遥が感じたのは痛苦ではなかった。

　甘く鮮烈な痺れ──先ほど達した時のような、逃れがたく甘美な刺激が電流のように体を駆け巡っていった。

「んぁ、ぁっ……」

　ぐぷぐぷ、と淫蜜を掻きわけて奥まで貫いてくる雄杭を、潤んだ蜜路は喜んで受け入れてしまう。相変わらず圧迫感は強かったが、先ほどまでのじれったい快楽がより強く鮮明になったような気がして、千遥はふるりと体を震わせた。

「ッ、狭いな……だが、少しずつ──感じてきているんだろう？」

「く、ぅっ──ぁ、き、もちぃ……気持ちいい、ですっ、あっ」

　自分は、なにかがおかしいんじゃないだろうか。

　最初のうちはとても痛くて、苦しいものだと聞いていた。

　なのに千遥の体は痛みを置き去りにし、あろうことか愉悦を感じ始めている。

（どう、しよう──変に思われたら……いやらしいって、思われたら……）

　賢和に嫌われたくない。

　頭の中ではそう思うのに、体は快楽に対してひどく従順だった。

　膣壁はきゅうきゅうと蠕動し、艶めかしく賢和のことをしめあげる。小さな快楽を生み出すその場所を擦り上げられると、つい甘ったるい声がこぼれ落ちてしまうのだ。

「よかった。じゃあ、少し動いても大丈夫かな？」

「え、ぁっ……！　あ、ぁっ……んぅっ」

　だが、賢和は幻滅したような素振りも見せず、もう一度千遥にキスをするとゆるゆると律動を刻み始めた。

　ゆっくりと、まるで彼自身の形を教え込むようなゆるやかな動きは、蜜を湛えて蕩け始めた淫襞に的確な愉悦を与えてくる。

「ッひ、ぁ、──あんっ！　や、ぁあっ」

　ぐぷ、と音を立てて淫蜜を攪拌しながら、賢和は緩慢な律動を刻み続ける。

　その律動から生み出される快楽は、千遥の理性を蕩かすのには十分な強さを持っていた。体が知らずの間に彼をほっし、きゅうきゅうとしめ上げる──名残惜しげなそれを引きはがし、押し込むような動きを繰り返されるたびに、目の前がチカチカと明滅した。

　粘性がある、どこか重たげな水音を響かせながら、なお賢和は律動を止めない。

「んぅ、や──たか、ぁっ……」

「千遥」

　掠れた声で名前を呼ばれて、きゅうぅっ……と膣内が収縮した。

　彼の言葉と動きに呼応するようにして感度を増す体は、二度目の限界を迎えようとしていた。

　白い下腹部がわななき、上ずった声が断続的に上がっては喜悦を伝える。

「ひぁ、ぁ……ッん、ぁ、もっ……」

　もうだめ、と首を横に振りながら、喜悦に喉を反らす──ひぐ、と小さく息を吸った瞬間に、千遥の中でなにかが焼けるような、鮮烈な感覚が込みあがってきた。

　先ほど淫芽で達した時よりもなお強い愉悦に、ガクガクと腰が震える。

「ぁ、っ……千遥、っ」

　震える声で名を呼んだ賢和の熱が、膣奥で爆ぜたのもほとんど同時だった。

　勢いのある飛沫がどくどくと流し込まれ、火傷してしまいそうなくらいの熱を子宮が飲み下す。

「ふ、ぅっ……ぁ、あうっ──」

　吐精を受け止めるその感覚ですら甘く、千遥のことを苛んでいるようだ。

　余韻に浸りながら四肢を投げ出し、呼吸すらままならないままで賢和のことを感じ続ける。

「ぁ、あっ……」

　身中を快楽に──いや、賢和に支配されることに対して、全身で幸福を感じている。

　家のための婚姻、時代錯誤な政略結婚であるにも関わらず、彼は最大限に自分のことを尊重してくれた。

　逞しい腕がきつく体を抱きしめてくれるのを感じて、千遥は相好を崩した。

「無理をさせたな。俺も、柄にもなく焦った」

「無理、は……してないです。苦しいのも、最初だけだったので」

　耳元で囁かれる声の優しさに、泣きたくなってしまう。

　今まで自分は、一度もこんな優しさに触れたことがなかった。どう振舞えばいいのかと戸惑う千遥に、賢和は腕の力を強めてくれる。

「そう、か──あぁ、そうか」

　噛みしめるようにそう繰り返した夫の背中を抱きしめ返すと、その分二人の距離が近づいて心地好い。

（だめ……眠って、しまいそう）

　疲労感でそろりと下がってくる目蓋をなんとかして開こうとするが、引っ越しの疲れもあって睡魔には抗いがたい。

　そうしているうちに、とろんとした賢和の声が耳朶を打った。

「このまま眠ってしまおう……きっといい夢が見れる」

　その言葉に背を押されて、千遥はそっと目を伏せた。

　彼の体温に包まれて目蓋を落とすと、あっという間に意識が遠のいていく。

　──そしてこの日、千遥は久しぶりに夢を見ることなく眠りについた。柔らかな彼のぬくもりは、朝まで千遥のことをしっかりと包み込んでいてくれたのだった。






第二章　突きつけられる現実








　賢和と暮らし始めてから数日──寝室のカーテンが開く前に目を覚ますと千遥は、そろそろとベッドから抜け出してリビングへと向かった。

（昨日は賢和さん、ちゃんと帰ってきたんだ……）

　その際に、隣ですやすやと寝息を立てている賢和に視線を向ける。

　最近は仕事が忙しく、彼の帰宅は深夜を回ることが多かった。

　起きて彼の帰りを待っていたいのだが、賢和本人から夜は休んでいいと言われてしまったため、こうして朝に夫の帰宅を知ることも多い。

「本家にも顔を出してるって言ってたけど……あんまり眠れてないんじゃ……」

　顔を洗い、身支度を整えてからキッチンに立つ。

　その間も、千遥の頭の中には賢和に対する心配が靄のようにわだかまっていた。

　賢和が目を覚ますのは、寝室のカーテンが開く朝の六時。だが、昨日彼が帰ってきたのはきっと深夜を回ってからだろう。それを数日繰り返しているので、睡眠不足になっていないかが心配だ。

（今が大切な時期だろうし、仕方がないのかな）

　トーインコーポレーションのＣＥＯに就任──それは恐らく、千遥が考えているよりもずっと大変なことなのだろう。

　とはいえ、これが続けばいくら賢和とて体を壊してしまうのではないだろうか。

　トースターでパンを焼き、コーヒーを入れながら、千遥はほう、と息を吐いた。

　──賢和と暮らす生活は、千遥にとって快適そのものだった。

　彼の多忙もあって新婚夫婦らしいことはあまりできていないが、誰の目も気にすることなく暮らせるだけでも気持ちが軽やかになる。

　一緒に食事をとることができない日が多いため、彼のために弁当を作るようにもなった。誰かに料理を作った経験はなかったが、賢和はいつもきれいにそれを平らげてくれて嬉しい。

「えっと……今日はキャロットラペと卵焼き──」

　実際に朝作るのは、卵焼きやウィンナーなどの簡単に調理ができるものだ。

　あとは作り置きにしてある副菜を詰めたり、ふりかけをまぶしたおにぎりを作ったりして弁当箱に詰める。

「あっ！　まずい──卵焦がしちゃう！」

　朝食を作りながら弁当を作るのには慣れておらず、慌ただしく奮闘する日々だったが、それでも実家にいた頃よりはずっと気分が楽だった。

「おはよう──早起きだね、千遥さん」

「あ、っ……おはようございます、賢和さん」

　朝食の準備ができあがり、弁当の中身を詰め終える頃になると、賢和が寝室からリビングへとやってくる。

　寝ぐせでところどころ跳ねた場所を整えた彼は、洗面所からの帰りにキッチンを覗き込んだ。

「昨日の弁当も美味しかったよ。部下に『愛妻弁当ですか』なんて聞かれて、そうだって自慢してきたんだ」

「あ、愛妻……！　自慢したんですか……？」

「ずっと外で食べてたし、ここで自慢しないでどこでするんだって思ったから。それに、千遥さんが作ってくれる弁当はうまいし可愛い」

　上機嫌にそう微笑んだ賢和は、トーストが乗った皿をリビングのテーブルに運んでくれた。

「可愛い、ですか……？」

「うん。ほら、ちくわの中にオクラ入れたやつとか、ころっとして可愛いし……あの赤かぶみたいなやつも彩りが綺麗だった。こういう弁当の見た目とか、今まで気にしてこなかったんだけど……いいものだなぁって」

　そういえば、酢漬けにしたビーツを昨日の弁当に入れておいた。

　見た目もいいし、さっぱりとして口直しにちょうどいいと思っていたのだが、気に入ってもらえたみたいだ。

「レシピが載ってるサイトを見て、ちょこちょこ作っては見てるんですが──まだレパートリーがそれほどなくて」

「そんなことないよ。作ってくれるだけでありがたいし、おいしいことに変わりはないから。朝飯も、今まではコーヒーだけで過ごしてたけど……千遥さんと暮らすようになってから、食生活がかなり充実してきた」

　サラダとコーヒーをリビングに持っていき、食卓に着く。

　夜はほとんど一緒に食事をとることができなかったが、朝食だけは必ず二人で摂るようにしていた。そうじゃないと会話の時間が持てないからと、賢和から千遥に提案してきたのだ。

（賢和さんとゆっくりお話ができるのはこの時間だけだし──仕方がないってわかってるけど、ちょっと寂しいな……）

　そんな考えが頭をよぎって、千遥はふるふると頭を振った。

　賢和は仕事で忙しいのに、こんなことを考えるなんて罰が当たってしまう。朝のわずかな時間だけでも彼と過ごせることが、今の千遥にはかけがえのない幸せだった。

「そうだ、千遥さん。この前爺さんから連絡があったんだが」

　バターを乗せたトーストを嚥下し、賢和がふとそんなことを言い出した。

「お爺様……えぇと、本家のですよね？」

「あぁ。そろそろ向こうにも顔出ししてくれって。どうしても千遥さんに会いたいって言って、昨日何度も電話をかけてきたんだ」

　浩実翁の話は賢和から何度か聞いていたが、実際に顔を合わせたことはない。

　新しい環境に慣れきっていない千遥を気遣って、賢和が洞院邸への顔出しを先延ばしにしてくれていた。

「急な話だから、もう少し千遥さんがこっちに慣れてからでもいいんじゃないかって思ったんだけど──どうにもしつこくて」

　うんざりしたようにため息をつく賢和だったが、その表情はさほど険しいものではない。

　洞院家の家庭環境は千遥が思っていた以上に良好らしく、祖父である浩実翁に対しての賢和の態度はかなりフランクなものだった。

「今度休みを取るから、一緒に顔出ししてもらってもいいかな？」

「はい、それはもちろん──ずっとご挨拶ができていなかったですし……」

　相手は財界の重鎮だ。嫁が本家に顔を出さないという不精を叱責されても仕方がない。

　お腹の辺りに力を込めて、千遥はゆっくりと頷いた。

「そんな真剣に考えなくても大丈夫だよ。俺が自分の都合で顔出ししてなかっただけだし、ちょっと強面だけどむやみやたらに怒ったりする人じゃないから」

　そんな千遥の不安をくみ取ってくれたのか、賢和は冗談めかしてそんなことを言ってくれる。

　食事を終えた賢和は自分の食器を食洗器の中に入れると、ソファの上に置いてあった鞄を手に取って出社の準備を始めた。

「ごちそうさま。じゃあ俺は出るけど……すまない、夜は何時になるか……」

　申し訳なさそうに口ごもる賢和に、千遥はにっこりと笑ってみせた。

　寂しいのは寂しいが、仕事なのだから仕方がない。そう自分に言い聞かせて、笑顔で夫のことを見送ることにしている。

「大丈夫です。お夕飯をどうするかだけ、後で連絡をください」

「わかった。それじゃ、行ってきます」

「いってらっしゃい、賢和さん」

　玄関で賢和のことを見送った後で、千遥はふと息を吐いた。

　ここから夜まで、千遥はこの広い家に一人きりだ。仕事も辞めてしまったので、昼間の時間は家事をして過ごすことが多い。

（まずは洗濯と、バスルームの掃除をしないと）

　普段リビングの掃除はロボット掃除機が引き受けてくれるので、千遥が掃除をするのは主に水回りだ。

　最初は驚いてばかりだった家電の使い方も、自分で使用しているうちにどんどん覚えてきた。新しい生活は千遥にとって驚きと発見の連続で、気付けば今日までひた走っていたように思う。

　だが、最近は少しばかり自由な時間ができた。

　掃除や洗濯は家電の力を借りるとそれなりに早く終わるし、食事は自分一人の分ならばあっという間に用意ができてしまう。

　いくら家事に慣れていない千遥でも、毎日それを繰り返していれば多少は手慣れてくるものだ。

（お父さんも、あれからなにも言ってこない──資金援助、あったんだろうなぁ）

　父の会社のことは何一つ聞いていないが、何もなければ千遥の元に連絡が入るはずだ。

　それがないということは、つつがなく援助が行われたのだろう。

「……お母さんのことも、ずっと隠し通さないといけないのかな」

　千遥の唇から、ぽろりと小さな声がこぼれ落ちた。

　長らく自分は名賀瀬家の本妻の娘として育てられてきた。いくら周囲が自分の出自を知っていても、それを口に出すのはタブー──いわゆる暗黙の了解として、あの家で育てられてきた。

　そんな自分に対して、兄が面白くない顔をするのは十分に理解できた。

　年の離れた兄は、恐らく母の心労を間近で見ていたのだろう。

　だが、だからといって自分から本来の出自を明かすことはできなかった。父には「余計なことを言わないように」と言明されているし、万が一自分が父と本妻の間にできた子ではないと知れたら、最悪離婚という結末が待っている。

（もし、賢和さんと離婚したら……あの家に帰ることになるの……？）

　一体、洞院家は自分の身の上をどこまで調べているのだろう。

　飲み込んだ唾の音が、やけに大きく頭の中で響いた。

　名賀瀬家は、千遥にとって針の筵だった。

　一挙手一投足を監視され、なにかあれば父に言いつけられる。千遥はあの家でただの道具であり、自分の意見を言うのは許されていなかった。

（これまでは、それも仕方がないって思ってたけど……きっともう、我慢はできない）

　賢和との暮らしは、あまりに穏やかで幸せだ。

　ビクビクと怯えながら暮らしていた毎日がおぼろげになるほどに心地好い日々を過ごしている。

　だが、もし自分の一言でそれが失われてしまったら。

「……いや」

　震える声でそう呟いた千遥は、そんなことが口に出せる自分にほとほと嫌気がさした。

　自分を生み、命がけで育ててくれた母の存在をひた隠しにする──そのことで、自分は今の生活を守ろうとしている。

　なんて自分勝手で、なんて恩知らずなんだろう。

　ぎゅっと唇を噛みしめた千遥は、混みあがってくる自己嫌悪を必死でこらえた。

　それでもまとわりつくような恐怖と嫌悪感は消えてはくれない。

　結局その日は、どうやって過ごしたのかの記憶がほとんどない一日となった。

　絶え間ない自己嫌悪はそれからも数日続き、賢和に心配されることもあったが、このことで彼に相談することはできない。

　鬱々とした気持ちを抱えながら数日を過ごした後、千遥は賢和が休みを取ったその日に洞院邸へと向かうこととなった。
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「なぁ、千遥さん。本当に大丈夫なのか？」

　よく晴れた、日曜の朝。

　いつものように朝食をとりながら、賢和が心配そうにそう尋ねてきた。

「体調がすぐれないなら、日程をずらしてもいい。なにがあったのかはわからないが、体調が悪いなら病院にも──」

「大丈夫です。あの……少し、疲れが出てしまったみたいで」

　今日は洞院邸へ向かうことが決まっているのだが、賢和の言う通り、千遥の体調はここ数日優れなかった。

　新婚ということで浮ついていた気持ちが、現実を目の当たりにして一気に地に落ちたようだ。

（家を出られたからって、子どもみたいにはしゃいで……結局大切なことは、なにも賢和さんに伝えられてない）

　鬱々とした気分ではあったが、多忙な賢和と浩実翁がそれぞれ時間を作ってくれたのだ。それを自分の都合で、行けませんとは言えなかった。

　それに、もしも浩実翁の心証が悪ければ──その時は、実家への支援そのものが打ち切りになる可能性がある。

「やっぱり別日にした方が……」

「へ、平気です！　せっかく今日、お爺様にご挨拶できると思って……楽しみにしていたので」

　笑みを作ってみせても、それが引きつっていることは自覚していた。

　賢和はなにか言いたげに口を開いたが、やがて小さく息を吐くと千遥に向かって笑いかけてくれる。

「そう？　なにかあったらすぐに教えてくれ。……じゃあ、朝食を摂ったら出かけようか」

　賢和の気遣いはありがたいが、今はなにをしても心が痛むだけだ。

　自分の振る舞い一つ一つが、何か重大な間違いを犯しているんじゃないか。

　そんな気持ちになって、食事の味もわからない。とりあえず食べているパンをコーヒーで流し込むようにして食事を終えた後は、二人で駐車場に向かい賢和の車に乗り込んだ。

　助手席に乗り込んだ千遥は、エンジンをかける賢和の横顔をじっと見つめてみた。

　多忙を極める賢和は、今朝がた関西から戻ってきたばかりだ。コンサルの方の仕事を別の社員に引き継いでいるらしいが、その中でどうしても自分が対応しなければならない仕事があったのだという。

「うん？　どうかしたか？」

「……賢和さん、ほとんど寝てらっしゃらないですよね？　大丈夫ですか……？」

「家に帰ってきて少し眠ったし、向こうでも休める時は休んでおいた。大丈夫だよ」

　彼から心配されている自分が言えることではないが、ほとんど休んでいない彼の体調も心配だ。

　だが、彼は少ない休息であっても体調は万全だという。

　実際賢和の顔色は悪くない。むしろ千遥よりも溌剌としているようにも見えた。

「どうして──そんなに頑張ることができるんですか？」

　そんな疑問はまっすぐに口をついて出てきてしまった。

　失礼なことを聞いてしまったかと慌てて口を押さえたが、それで発した言葉が戻ってくるわけではない。

「あ……す、すみません。余計なことを」

「俺のことを心配してくれているんだろう？　謝るようなことじゃない」

　車を発進させた賢和は、少し考えるそぶりを見せてから口を開いた。

　その表情は穏やかだがはっきりとして意志が滲んでいる──なにかを成し遂げようとする人間の、ひどく前向きな表情だ。

「ただ、そうだな……自分のやりたいことに全力でありたいんだ。家を継ぐにしても会社を興すにしても、これ以上はできないっていうくらい全身全霊で立ち向かいたい」

　賢和の言葉は、重い。

　生まれながらにして洞院家という大きな名前を背負い、歩むべき人生の道筋を厳密に示されていたであろう彼は、その言葉通り全身全霊で自分のなすべきことをしている。

「やりたいことはたくさんあって、それができるだけのチャンスが舞い込んできたとしたら──きっと俺は迷わずそれを掴みにいくと思う。千遥さんとの結婚が決まった時もそうだったし」

「え……わ、わたしですか？」

　その問いかけに返ってきたのは、言葉ではなく静かな笑みだけだった。

　頭の上に疑問符を浮かべる千遥だったが、結局賢和から明確な答えは得られないまま、車は住宅街の中に入っていく。

「もう少ししたら見えてくるかな。家自体は俺が子どもの頃に建て直してるけど、門が古いからすぐにわかる」

　洞院邸が建っているのは、都内にある高級住宅街──タワーマンションが立ち並ぶ都心とは違い、静かでゆったりとした時間が流れているようだった。

　一軒家の豪邸が立ち並ぶ住宅街をそのまま進んでいくと、賢和が言っていたように古い門構えが見えてくる。

　門の前に車を止めると、すぐに一人の男性が車へ近づいてきた。すると、賢和は車の窓を開けてその男性に声をかける。

「西にし織おりさん、爺さんって今家にいる？」

「はい、ご在宅ですよ。坊ちゃんたちがいらっしゃるのを、首を長くしてお待ちです。車は私の方でお預かりしますので、お二人は大旦那様にお顔を見せてあげてください」

　人のよさそうな笑顔を浮かべる西織に、賢和も朗らかな口調で会話を繰り返す。

　一方で千遥は、現れた洞院邸の風格にすっかり怖気づいてしまっていた。

（古い家っていうのは、ウチも変わらないけど──なんだか全然、雰囲気が違う……）

　西織に促されて車を降りた千遥は、土塀に囲まれた建物を見上げてごくりと唾を飲んだ。名賀瀬邸も土壁に覆われた日本家屋で、古い家という点では造りも似通っている。

　だが、家の前に立った時の威圧感というか、とにかく佇まいが別格なのだ。

「どうした？　中に入らないのか？」

「あ、いえ……ちょっと気圧されてしまったというか」

「あー……門は古いけど、中は普通の家だよ。鉄筋コンクリート造の二階建て」

　苦笑した賢和に手を引かれるも、元々の緊張も相まって足が上手く動かない。

　とはいえ、浩実翁が待っているのにいつまでも家の前でまごついているわけにもいかない──自分の体を叱咤した千遥は、どこかぎこちない動きで一歩一歩足を踏み出した。

　彼は「普通の家」と言ったが、家屋の中に足を踏み入れてもなかなか緊張がほぐれない。家の中自体がやけに静かなことにも耐えきれずに、千遥はとりとめのないことを彼に質問することにした。

「あの、賢和さん。さっきの……西織さんっていう方は、どういった方なんですか？　お爺様の秘書の方、とか？」

「家のことを管理してくれてる人なんだ。爺さんが俺より信頼してる人だよ」

「お手伝いさん、ではないんですよね……？」

　浩実翁が高齢ということ、更に賢和や彼の父が多忙ということもあり、普段は先ほどの西織という男性が身の回りの世話をしてくれているらしい。

「俺の母親も、一年の半分以上海外にいるからさ。基本的に家に人がいないんだよ」

　そういえば、賢和の母とは一度も会ったことがない。

　自分の家に父しかいないということもあり、あまり不思議には思わなかったが──

「……お義母様にも、まだご挨拶してないですよね……」

「あぁ、うん。ウチの母親、海外のＮＧＯ法人で活動してて──多分結婚式には出てくれると思うんだけど、本当に一年の半分くらい国外にいるから」

　聞けば、賢和の母は人道支援を行っているＮＧＯ法人の理事であり、彼が十代の頃からあまり家には帰ってこない生活を送っているのだという。

　その話を聞いて、千遥は賢和の行動力について少しだけ合点がいったような気がした。

　大企業を継ぐ立場にありながらも自分の好きな事業をいくつも設立、運営してきたのは、理念を持って世界を飛び回る母親の姿を見ていたからなのかもしれない。

「俺の結婚式には出てくれるっていうから、そのうち会えるよ。……っと、あの部屋が爺さんの部屋。ちょっと様子見てくるね」

　賢和が足を止めたのは、家の奥にある部屋の前だった。

　モダン調の家の中で、唯一和風らしい障子が張られた一角──ここにあの洞院浩実翁がいると思うと、千遥も緊張で胃の辺りが重くなってくる。先に様子を見に行った賢和が戻ってくるまでの時間が、永遠のように長く感じられた。

「千遥さん、大丈夫だよ。おいで」

「は、はい……！」

　ややあって賢和が声をかけてきたので、千遥は重たい足を懸命に動かして浩実翁が待つ部屋の前に立った。

「……失礼します」

　上ずった声でそう告げて部屋の中に足を踏み入れる。すると、そこには賢和以外に二つの影があった。

「おぉ！　あんたが千遥さんか。いやいや、忙しいのによう来てくださった！」

　まず耳に飛び込んできたのは、快活な老人の声だ。

　ややしわがれてはいるが、非常に聞き取りやすい声──その声が浩実翁のものだと理解するのに、そう時間はかからなかった。

「ぁ──にゅ、入籍後ご挨拶にもうかがわず、申し訳ございません。お時間を戴き、こちらこそありがとうございます」

「礼を言うのはこっちの方だ。暇な老人の我儘に付き合ってもらったんだからな。ささ、座りなさい」

　明るい笑顔を浮かべている禿とく頭とうの老人──賢和の祖父である浩実翁は、礼儀正しく頭を下げた千遥を見て相好を崩した。

　勧められて座布団に腰を下ろした千遥だったが、それから浩実翁の隣に座る男性──賢和の父である夏実にも頭を下げる。

「お義父様にも、不精をして申し訳ありません」

「あぁ、いいんだよ。引っ越したばかりで、なにかと慌ただしかっただろう？　賢和が迷惑をかけてなければいいんだけど」

　そう言いながらくしゃりと笑う夏実の姿は、賢和によく似ている。

　浩実翁は矍鑠とした雰囲気の老人だが、夏実は温和でどこか大人しい印象を受ける。この二人が親子というのがまた不思議だと思ったが、もしかして賢和の亡くなった祖母が柔らかい人柄をしていたのかもしれない。

「しかし、賢和が結婚なぁ。お前の世代じゃ一番早いんじゃないか？」

「あー……満みつるが婚約中だけど、結婚したのは俺が最初かな。今回は結構急な話だったし」

　まさか夏実がここにいるとは思わなかったが、結果として千遥は洞院家三代の男性陣に囲まれることになった。

　浩実翁に会うというだけでもかなり緊張していたが、夏実までいると何をしゃべっていいのかがわからなくなる。

　もし何か口にしたら、そのままいらないことまでしゃべってしまいそうだ──そう思って、差し出された緑茶にも手を付けることができなかった。

「……それで、千遥さんや。賢和がなんぞ迷惑はかけておらんかね？　この通り我儘な青二才で、兎にも角にも落ち着きがないだろう」

「爺さん、いくらなんでも言い過ぎじゃないか？　忙しいだけで、そんな落ち着きがないわけじゃ……」

「阿呆。新婚の嫁さん放り出してあちこち飛び回るなんぞ、そういうところが落ち着きがないと言っとるんだ。このジジイがくたばる前に、とっとと曾孫の顔でも見せんか」

　孫の反論を真正面から叩き潰す浩実翁に、賢和も何も言えなくなってしまったらしい。

　口をつぐむ孫に向けてフンと鼻を鳴らした浩実翁は、腕を組んでうんと唸ると、次は千遥に向き直った。

「まぁこの通り、孫は自分の好きに生きておる。だが、私も息子もそれを制限するようなつもりは毛頭なくてな」

　そう語る浩実翁の表情は、どこまでも晴れやかだった。

「無論、賢和はトーインコーポレーションにとって必要不可欠な存在だ。やがて息子の後を継いで、これが社を引っ張っていくだろう。だが──私はな、孫がそれ以外の生き方を選んでも、それはそれでいいと思っとる」

　これほど大きな会社の跡取りなのだから、賢和が今行っている事業をすべて譲渡するなり売却するなどして、自社の経営に専念しろと言いたい気持ちもあるのかもしれない。

　だが、彼の父も祖父も、そこまでして賢和の人生を狭めたくはないと考えているのだろう。浩実翁は薄く笑みを浮かべながらも、次の瞬間には頼もしく自分の胸を叩いた。

「まぁ、それで本社の経営を疎かにしようものなら、もう一回私が孫の尻を叩く必要があると思っておるがね」

「爺さんだったらやりかねないな……。親父ですら一線退くって言ってるんだから、もうちゃんと隠居してほしいんだけど」

　うんざりしたように肩を竦めた賢和だったが、浩実翁はガハハと豪快に笑うだけだ。

　一方で彼の父は、お茶を飲みながらそんな二人の様子をじっと眺めている。

「まぁね、私はもうやれるだけのことはやったし──妻と一緒にね、海外を回ろうかとも思ってるんだよ。家には西織さんがいてくれるし、会社のことは賢和に任せられる」

「海外、ですか？」

「ずっとスイスで暮らしてみたいと思っていたんだが、やっぱり少し難しくてね。でも、やっぱり体が満足に動くうちに夢を叶えてみたいと思ったんだ」

　お茶をすすりながら、夏実はゆったりとした口調で自分の夢を話してくれた。

　日本中で絶大な影響を誇っているトーインコーポレーションの現社長がスイスでゆっくりと余生を楽しみたいという願いを持っていたなんて、今まで聞いたこともなかった。だが、憧れを語る彼はうっとりと目を細め、それは楽しそうな様子で言葉を続ける。

「若い頃からスキーが趣味でね。妻ともよく出かけたものさ。それに、今妻もスイスにいるんだよ。久しぶりに、夫婦二人でのんびりするのもいいかと思って」

「す、素敵ですね……！　お義母様と一緒になんて──」

　あまりに幸せそうにそのような話をするものだから、千遥は思わずぐっと身を乗り出してしまった。

　現役を退いて夫婦水入らずで過ごしたいという彼の夢は、その幸せそうな表情も相まって非常に魅力的なように思えたのだ。

「あ……す、すみません。大きな声を出してしまって……」

　だが、次の瞬間に千遥は体を小さく縮こまらせた。

　自分でも思いのほか大声を上げてしまったことを恥じた千遥は慌てて謝罪したが、夏実は片手を振るとにこにこと嬉しそうに微笑んだ。

「いや、嬉しいよ。賢和のＣＥＯ就任までは、なかなか人に話せないことだし──やっぱり、家族から賛同をもらえるのは嬉しいものだね」

「家族……」

　何気ないその言葉が、頭の奥の方で響く。

（わたし──この人たちに、隠し事をしてるのに。こんなことを言ってもらえていいはずがない……）

「失礼します」

　一瞬言葉を失った千遥だったが、部屋の外から西にし織おりの声が聞こえてきた。

　その声で我に返った千遥は、ハッとして賢和に視線を向ける。

「その、大旦那様……満様がどうしても大旦那様と旦那様にお話があると──」

「満くんが？」

　その言葉に反応したのは、浩実翁ではなく夏実の方だった。

　対して賢和は眉を寄せながら、なんとも言い難い表情で腕を組んでいる。

「またちょうど悪いタイミングで来たなぁ……」

「なんだ、まだなんぞ文句があるのか──賢和、千遥さんを連れて別の部屋にいるといい。お前はともかく、千遥さんが気の毒だ」

　満という名前は、先ほど浩実翁との会話の中で出てきた名前だ。

　だが、当の浩実翁は、深くため息をついてから千遥に向き直り、申し訳ないと頭を下げた。

「せっかく顔を見せに来てくれたのに、慌ただしくてすまんね。満というのは、賢和のはとこでな……会社のことで、少しばかり私に文句があるようなんだ」

「そ、そうなんですか……」

「うるさいことになる前に避難した方がいいな。千遥さん、申し訳ないんだけど……二階の俺の部屋で少し待っていよう」

　ぽかんとしたまま一連の流れを見ているしかできなかった千遥は、言われるがままに立ち上がった。

　歓迎されざる雰囲気が室内に漂っているが、どうして満がそこまで敬遠されているのか──会社や浩実翁の方針に意見があるだけなら、恐らくはここまでの反応はされないはずだ。

「行こう、千遥さん──」

　そう言って、賢和が千遥の手を取った瞬間、パンッ、と勢いよく障子が開いた。

　部屋の中には一瞬の静寂が流れ、何が起きたのかの理解が追い付かない。

「なんだ賢和、お前も来てたのか」

「……満、まだ入室の許可が出てないだろう」

　思い切り障子を開けた、痩身の男──洞院満は、つり目がちのどこか冷酷そうな雰囲気を持った男性だった。

　賢和よりも背が高く、隙なくスーツを着込んでいるせいもあってか、どこか兄にも似た威圧感を覚える。

「いつまで経っても許可が出ないんだ。俺の時間だって無限じゃない」

「来客がいるって、西織さんから聞いていなかったのか？」

「そんなものは知らんな」

　賢和と満──いかにも険悪な二人のやり取りに、千遥はそれとなく息をひそめた。

　初対面の人物を見た目だけで判断するのはいかがなものかとも思うが、自分はあまりこの人が得意ではないような気がする。

「大体賢和、お前……知らない間に結婚していたそうだな」

「お前に知らせていなかっただけで、家の中では話もまとまってた。それに、連絡しても俺からの電話になんて出ないだろう？」

　棘のある言葉で攻撃してくる満に、ため息交じりの賢和が応戦する。

　どちらかと言えば賢和の方が余裕のある物言いをしているが、それによって満の方のボルテージがどんどん上がっているようにも見えた。

「メールなりなんなりで連絡はできただろう！　……まったく、洞院家を継ぐはずの男がこれじゃ、先が思いやられるな」

「だから自分の方が跡継ぎに最適だと？　もう少し第一営業部の業績を見直してから物を言った方がいいんじゃないか？」

　侃かん々かん諤がく々がくというわけではなかったが、明らかに両者の間で火花が散り始めたその時、浩実翁が膝を打った。

「賢和、満！　その辺にせんか、馬鹿者ども」

　呆れかえった様子で二人を叱責した浩実翁は、賢和と満にそれぞれ視線を向けてから深いため息を吐いた。

　そこで賢和はぐっと唇を引き結んだが、満の方は恨み節が止まらない。

「そうは言いましてもね、会長。この男は自分のなすべきこともせず、やりたいことばかりを優先している。もう少し、本社次期ＣＥＯとしての立場をわきまえてもらいたいものだ──コンサルタントだかなんだか知らないが、木っ端のような会社に時間をかけている暇があったら、少しはウチの実になるようなことをしてほしいものです」

　嫌悪感に顔を歪ませながら、満は舌打ちせんばかりの勢いで更にまくしたてる。

　その剣幕にはさしもの浩実翁も口を挟むことができない。それをいいことに、満の舌鋒は鋭さを増していく。

「賢和、お前がやってるのはただの道楽か？　それとも洞院家が積み上げてきたキャリアや営業手段を他に流出でもしているのか──どちらにせよ、いかがわしい事業であることに変わりはないな」

「それは──さ、流石に、言いすぎだと思います……！」

　ため息交じりに繰り出された言葉に、いつしか千遥は声を張り上げていた。

　賢和が、どれだけ真剣に自分の仕事と向き合っているのか──自分が立ち上げた会社と、いずれ受け継ぐことになる会社、その二つをいかに大切に思っているのかを少しでも知っていれば、そんな言葉は出てこないはずだ。

「……君は」

「賢和さんの、妻です」

　目を細めた満に、千遥は震える声でそう返した。

　男性に向き合うのは怖い。冷たい視線は父や兄のそれを思い起こさせ、千遥の心を凍てつかせていく。

　けれど、そこまで賢和の思いを踏みにじられて黙っていることはできなかった。

「賢和さんがしている仕事は、適当でも、いかがわしいものでもありません。……彼は自分がやるべきことを、誠意をもってやっています」

「──君、確か名賀瀬のお嬢さんだろう。ウチからの支援ほしさに……金のために嫁いできた人間が、洞院の事情に口出しをするな」

　パキ、と、自分の中で薄い氷が割れたような、そんな音が聞こえた。

　冷たい声と視線、突き放すような言葉に貫かれた千遥は、一瞬発作のように胸が苦しくなり、言葉を発することができなくなる。

「満！　お前──千遥さんになんてことを……！」

　その瞬間、賢和が満の胸倉を掴んだ。普段優しい笑みを浮かべている賢和が、怒りをあらわにして食って掛かる。

　けれど、今度は満の方が冷静だった。心底疎ましそうに二人を一瞥した彼は、チッと低く舌打ちをして賢和の手を払いのける。

「話にならん。……どうしてお前のような男が、洞院家の跡取りなんだ──そもそもお前には、その資格すらないくせに」

　吐き捨てるようにそう言った満は、最後に浩実翁の方を向くともう一度深く息を吐いた。

「会長、やはり考え直した方がいいと思いますよ。トーインコーポレーションを継ぐのに、彼はふさわしくない」

　そう言い残して部屋を出ていってしまった満を、西織が追いかける──その足音は聞こえてくるのだが、千遥は呆然自失のままその場に立ちすくんでいた。

「賢和、今日はもう千遥さんを連れて帰りなさい。せっかく来てくれたのに、こんなことになるとは……」

「ありがとう、親父──千遥さん、大丈夫か？」

　二人の声が、どこか遠い。

　かろうじて足を動かすことができたが、車に乗り込むまで千遥はほとんど言葉を発することができなかった。

　頭の中が真っ白になって、ようやく我に返った時には、車は自宅へと向かっていた。

「……すみません。お爺様とお義父様に、ご挨拶もできなくて」

「千遥さんが謝るようなことじゃない。むしろ、俺の方が申し訳なかったと思ってる──アイツ、千遥さんにあんなことを言うなんて」

　苦々しく顔をゆがめた賢和だったが、千遥は満に言われた言葉で傷ついたわけではない。

　なんなら、彼が言っていたのは事実そのものだとも思っている。現に千遥が賢和に嫁いだのは、洞院家から名賀瀬家への支援が目的の政略結婚だ。

（あの人──奨悟さんみたいだった……）

　蔑むような冷たい視線は、兄の奨悟を嫌でも思い起こさせる。彼には彼の事情があると思っていても、植え付けられた苦手意識があの瞬間一気に芽吹いたような気がした。

「満は昔からあぁいう人間なんだ。俺のやることなすことが気に入らない……千遥さんが俺のこと庇ってくれて、すごく嬉しかったけど──アイツに言われたことを、気にする必要はない」

「でも……賢和さんは、これだけお仕事を頑張っているのに」

　満が彼の仕事を「いかがわしい」と言った瞬間に、千遥の中でなにかが大きく動いたような気がした。

　確かに自分は、彼の仕事について詳しいことはなにもわからない。門外漢が口を出していい問題ではないとわかっていたが、それでも我慢ができなかった。

「……千遥さんにそう言ってもらえただけで十分だ」

　賢和はそう言って微笑むが、千遥の胸の中に鬱積したものはなかなか消えてはくれなかった。






第三章　真実を告げて








　洞院邸に出向いてから数日──千遥は鬱々とした気分で日々を過ごしていた。

　賢和は気にすることはないと言ってくれたが、ふとした時に満の言葉を思い出す。自分がなんのためにここにいるのかを思い知らされるかのようなその言葉は、時間をかけてゆっくりと千遥の心を抉っていった。

「千遥さん、今日って昼出かけるんだっけ？」

「はい──大学時代の友達が、結婚のお祝いをしてくれるって」

　そんな折、東京に住んでいる大学時代の友人から連絡があったのだ。

　栂つが谷や芙ふ美みというその友人の実家も会社を経営しており、大学卒業とともに八歳年上の実業家と結婚した。

　今回は彼女の方から連絡があり、結婚したなら祝わせてくれと食事に誘ってくれたのだった。

「そっか、じゃあゆっくりしてくるといい」

「ありがとうございます。……その、今日はどれくらいに帰れるか、わかりますか？」

「多少仕事が片付いてきたから、日付は越えないと思う。帰れそうになったら一度連絡を入れるよ」

　賢和が経営している会社の方は、順調に仕事の引継ぎが進んでいるらしい。

　今までは自身も現場に出ることが多かった彼が経営側に回り、他の社員やスタッフで現場を回す──賢和の元には優秀なスタッフが集っているらしく、彼が経営に注力で切るような体勢は整いつつあるという。

（片付いた、って言っても……そうそう早くは帰ってこれないんだけど）

　賢和のことを見送ってから、千遥は小さく息を吐いた。

　彼は止まっていると死んでしまう回遊魚のようで、休みの日もよく事業計画を立てたり、新しい施策を打てないかと考えていることが多かった。

　本人がそれを楽しんでいる様子なので口出しはしないが、あれではいつか体を壊してしまうのではないかと不安になる時もある。

「あ──まずい。そろそろ準備しないと……！」

　そこまで考えて、千遥はハッと部屋の時計に視線を向けた。

　約束の時間は十一時。十一時三十分にランチの予約を取っているので、時間に遅れることはできない。

　静かに降り積もるような悩みにいったん蓋をして、千遥は慌てて準備を始めた。

　そうして集合場所の駅に到着すると、既に芙美は待ち合わせ場所に到着して千遥のことを待っていてくれた。

「千遥～！　久しぶり！」

　駅の改札を出ると、芙美がパッと表情を明るくして手を振ってくれる。

　それを見ると千遥も足取りが軽くなって、小走りで彼女の元へと向かった。

「久しぶり……本当に、三年くらい会ってないよね」

「私の結婚式が最後じゃない？　私たち、その後しばらくシンガポールに住んでたし」

　髪の毛をライトブラウンに染め、きっちりとメイクをした芙美は、昔から社交的で千遥のことを引っ張っていってくれる存在だった。

　三年前に結婚してからは夫とともに東南アジアに住んでおり、数か月前に日本に帰国したばかりらしい。

「旦那さん、お仕事忙しかったんだね」

「まぁね。一応向こうでの基盤はできたから、一度日本に戻ろうってことになって。……でも、その間に千遥が結婚してるなんて知らなかったなぁ」

　連絡くれたらお祝いに行ったのに、と口を尖らせる芙美に、千遥は曖昧な笑顔を浮かべる。

「その──恋愛結婚ってわけでもないし」

「そんなの、私たちからしてみたら仕方がないことだって。ね、結婚式はやった？」

「ううん。彼……賢和さんの仕事が忙しくて、落ち着くまでは延期してるの」

　芙美が予約してくれたレストランに向かいながら、千遥は今の自分の状況を彼女に説明した。

「トーインコーポレーションの御曹司って聞いたけど、おじさまも思い切ったことしたのね」

「お話自体は、向こうからあったみたいだけど──でも、今更ウチに頼らなくても……」

　考えてみれば、賢和が千遥と結婚して、洞院家にどれだけのメリットがあるのだろう。

　これまでは父に言われた通り、彼と結婚し一緒に暮らすことが全ての正解だと思っていた。だが、いざ実家を離れてみると不思議に思えることがいくつかある。

　お店に到着した二人は奥の予約席へと通され、そこでゆっくりと話を続ける。

「あのね、芙美。こんなこと言っていいのかわからないけど……」

「大丈夫。私、こう見えて口堅いのは知ってるでしょ？　誰にも言わないから安心して」

　そう言って頼もしく笑った親友に、千遥は意を決して現状を話しはじめた。

「多分、お父さんの会社は──それほどうまくいってないと思うの。それで、洞院家が支援してくれるっていう形になったんだけど」

「なるほど、それで千遥が結婚するっていう話になったのね？」

「うん。……でも、それじゃ賢和さんには──洞院家の方には、メリットがないんじゃないかと思って」

　むしろ、少なくはない金銭的な負担をしているのだからデメリットの方が多いのではないだろうか。

　いくら中部地方における経営基盤をほしがっていたとしても、洞院家ならばやり方はいくらでもある。既に全国区の知名度を誇っているトーインコーポレーションが、わざわざ地方の古い家に支援を申し込む理由がわからなかった。

「ねぇ、千遥。あなたの旦那さんってどんな人？　千遥のお父様とか、お兄さんに似てる感じ？」

　黙り込んで顔を真っ青にする千遥に、芙美がそんなことを尋ねてくる。

「ぜ、全然違うよ！　賢和さんは──いつも優しいし、わたしの話をしっかり聞いてくれる人だし……お父さんたちとは、何もかも違う……」

　賢和に出会うまで、千遥にとって男性は恐ろしいものだった。

　母の存在を蔑ろにし、自分を見下し、冷たい言葉ばかりをかけてくる家族──名賀瀬家で生きていく限り、自分は父や兄の恐怖から逃れられないのだと、本気でそう思っていた。

「賢和さんが初めてなの。ちゃんと、わたしの意見を尊重してくれたのは……」

「ふぅん。じゃあ、夫婦仲はうまくいってるわけね？　毎日、行ってらっしゃいのキスとかする？」

「キス!?　そ、そんなこと頻繁には……」

　冗談めかした口調の芙美が、白ワインを傾けながら面白そうに笑い声をあげる。

　恐らく、千遥の表情が曇ったことで話題を変えてくれたのだろう。彼女のこうした心遣いに、千遥は何度も救われてきた。

「あら、ウチは毎日してるけど」

「……芙美が幸せそうでなによりだよ」

　なんだかんだで彼女も幸せそうだ。思わず頬を綻ばせた千遥も、彼女に続けてワインで喉を潤す。

　トマトの冷製パスタを口に運ぶと、芙美が心配そうな顔で尋ねてきた。

「そうだ、千遥……お母さんのこと、どうなったの？　旦那さんにちゃんと話した？」

「それが──まだ、賢和さんに言えてないんだ。なんて言っていいのかもわからなくて」

　未だに、母のことを賢和に告げられていない。

　いずれしっかりと話さなければならないことだというのはわかっているが、どうしてもその勇気が持てなかった。

「いつまでも隠していられることじゃないと思うけど……きっと、千遥の身の上だって調べられてるだろうし」

「そう、なんだけど……」

　父の言葉と賢和の優しさが、何度決意してもそれを鈍らせる。

「怖いの。……最初はそんなこと思ってなかったけど、結果として賢和さんには嘘をついてたことになるし……」

　自分が父に叱責されるだけなら、それでいい。

　それで離縁されて、家に連れ戻されることは恐ろしいが、それでもまだ耐えられるだろう。

　だが、賢和は自分に失望するだろうか──それを考えるとひどく恐ろしくなって、大切なことを彼に切り出せずにいたのだ。

「でも、聞いた限りでは旦那さん、相当いい人そうだけど」

「いい人だから、余計に……」

　きっと、賢和は丁寧に自分の話を聞いてくれるだろう。

　その上で自分の考えを述べる人だし、頭ごなしに千遥のことを叱り飛ばしたりするような人ではないのはわかっている。

　けれど、その上で彼が自分を不要だと判断したら？

　体が小さく震えだして、千遥はテーブルの上を見つめながら小さく縮こまった。

　すると、考え事をするように顎に手を当てた芙美が首をかしげて千遥のことを見つめてきた。

「そんなに心配する必要はないと思うな。だって、千遥の言葉を聞いて、その意見を尊重してくれる人なんでしょう？　どうせおじさまのことだから、余計なこと言うなとか言って口止めしてるんだろうけど」

　芙美の両親は、父とも交友がある。

　それゆえ、父がなにを言いそうなのかも彼女はよく理解していた。時々娘の千遥よりも父の言動に詳しいこともある。

「千遥が思ってるより、人って優しいものだよ。あなたの旦那さんもそう──だって、お母さんのことは千遥にはどうしようもないことじゃない？」

「そ、それはそうだけど……」

「だったらきっと理解してくれる。それに、愛人とか浮気って、どうしてもこの界隈じゃ切り離せないような話だし」

　しっかりと千遥の目を見て、芙美はそう言葉を続ける。

　そこで、ようやく理解した──賢和も芙美と同じだ。自分のことを心配して、こうして心を砕いてくれる親友と同じように、彼もきっと千遥の身の上を親身になって聞いてくれるだろう。

「もっと自分の旦那さんを信じてあげなよ。ね？」

「う、うん……話せるように頑張ってみる。芙美が言う通り、いつまでも隠せるようなことじゃないしね」

　友人に背中を押されたおかげで、長らく心を苛んでいたものが少しだけ軽くなったような気がする。

　その後、食事を終えて家に帰った千遥は、決意を胸に賢和の帰りを待った。

（芙美が言う通り……わたしが賢和さんを信じないでどうするの）

　その日、賢和から帰宅時間の連絡が入ったのは午後七時過ぎ──八時ごろには帰ることができるという。

　この時間だと食事はすでに摂っていることが多いので、夕飯の準備はしなくていいだろう。

　千遥自身も軽く食事を済ませ、リビングで夫の帰りを待つ──部屋の静寂が耐えられなくてテレビをつけてみたものの、その内容はあまり頭の中に入ってこなかった。

「ただいま──今日は少し早く帰ってこれたよ」

「お、お帰りなさい！　そうですね、この時間は珍しいかも……」

　時計の針が八時を越えると、ややあって賢和が帰宅する。

　家のドアを開ける音がした瞬間、千遥はリビングを飛び出して玄関にいる賢和の元へと向かった。

「今日はどうだった？　友達と会ってきたんだろう」

「はい。三年ほどシンガポールで暮らしていた友達で、最近こっちに帰ってきたらしくて。久しぶりにお話ができて、とっても楽しかったです」

「そうか……表情が明るいな。少しは気分転換になったか？」

　賢和の問いに、笑みを返す。気分転換どころか、芙美は千遥に大きな決心をさせてくれた。

　上着を脱いだ賢和とともにリビングに戻り、千遥はちょこんとソファに腰かけた。

　いつ切り出そうかと考えているだけでも、心臓が破裂しそうだ。

「炭酸水飲むけど、千遥さんはなにか飲む？」

「いえ──わたしはお茶があるので……」

　自分の飲み物を手にソファに腰かける賢和を見つめながら、心の中で何度も彼に声をかける練習をする。

（大丈夫……芙美だって言ってくれたじゃない。もっと、賢和さんを信じて）

　炭酸水の蓋を開ける、小さな破裂音が部屋の中に響いた。

　テレビの中ではお笑い芸人が軽快なトークで場を盛り上げており、それにつられて賢和も笑みを見せていた。

「──た、賢和さん」

「うん？」

　震える声で名前を呼ぶと、賢和はすぐに千遥の方を振り向いた。

　真剣な面持ちの妻に、彼は少し不思議そうな表情を浮かべている。

　パチ、と炭酸が弾ける音を聞いてから、千遥は口の中に溜まっていた唾液を飲み込んで話しはじめた。

「実は──賢和さんに、言わなくちゃいけないことがあって。ずっとお話したいって、思ってたんですけど」

「……なにかな」

　決意を秘めたその言葉に、賢和も襟を正した。

　まっすぐに射貫いてくる彼の視線が、大きく脈打つ心臓をさらに圧迫してくるようだ。

「わたしの母のことです。その、父から既に聞いていると思いますが……」

「あぁ──五年前に亡くなったんだったか？　結婚の報告ができなくて残念だと思っていたんだ」

　痛ましげな表情を浮かべた賢和だったが、彼が言っているのは千遥のことを育ててくれた継母のことだ。

　やはり、父から実母のことは聞いていないのだろう。わかっていたこととはいえ、事実を突きつけられてチクリと胸が痛んだ。

「いいえ……わたしには、母がもう一人いるんです。名賀瀬の家でわたしのことを育ててくれた母ではなく、生みの母が……」

　体中の血管が、ドクドクと脈を打っているように思えた。

　頭のすぐ横で視界が揺れるほどの脈動が聞こえ、テレビの音も遠くなっていく。

　賢和は表情を変えることなく、まっすぐに千遥のことを見つめて次の言葉を待っているようだった。

「わたしは、父が愛人との間に作った子どもなんです。本来だったら、兄のように名賀瀬の名前を名乗ることもできないような……そのことを、ずっとあなたに隠していました」

　震えながら事実を告げた瞬間、千遥の脳裏に浮かんだのは兄の顔だった。

　半分しか血の繫がらない妹を蔑むような、あの冷たい視線──満にも向けられたあの侮蔑の視線を、賢和に向けられたら。

　首を引っ込め、体を小さく丸めて賢和の反応を待つ──だが、叱責はいつまで経っても飛んではこなかった。

「言いにくいことを、話してくれてありがとう」

「え……」

　その代わり、千遥が感じたのはほのかな温もりだった。

　優しく、けれど振りほどけないほどの力強さで、賢和が自分のことを抱きしめてくれているのだ。

（なんで──失望されるって、思ってたのに……）

　驚愕で頭の中が真っ白になった千遥は、ぽかんとした表情を浮かべて賢和の腕の中に収まっているしかできない。

　てっきりひどく軽蔑され、叱責されるものだと思っていた──それなのに彼は、どうしてこんなことをしてくるのだろう。

「千遥さんの口から、そのことを聞けてよかった。……知ってたよ、君のお母さんのことは」

「……わたしのこと、やっぱり調べていたんですね」

「結婚相手のことは、どうしても一通り調べておかなくちゃいけない。息苦しいけど、結婚してから問題があったんじゃ色々なことが手遅れになる」

　千遥のことをぎゅっと抱きしめたまま、賢和はうんざりしたように息を吐いた。

　だが、彼の言っていることは十分に理解できた。資産家の家では交際相手の身の上を調べることはさほど珍しいことではないし、それが洞院家ともなればなおさらだろう。

「それに、君のお母さんのことは……最初から噂で聞いていたから。それでもいいからって、俺が無理を通した」

「賢和さんが……？」

　どうして、わざわざ彼がそんな無理を通す必要があったのだろう。

　いくら実家がそれなりに古い家だからといって、選択肢が全くないわけではない。千遥よりもバックボーンがしっかりとした良家の子女を妻に迎えることができたはずだ。

　そっと体を離した千遥が首をかしげると、彼は小さく笑って頭を掻いた。

「千遥さんがいいって、最初から考えてたから。──それに、俺だってそこまで大層な身の上じゃないし」

　コホン、と咳払いをした賢和が、膝の上に置いてあった千遥の手を握った。

　大きな手に包み込まれる感触は頼もしく温かかったが、次の瞬間に彼の唇からこぼれた言葉は千遥の想像よりずっと衝撃的なものだった。

「俺、爺さんの直系じゃないんだ」

「……え、ど、どういうことですか？　お爺様の直系じゃない……？」

「正確には、親父の時点で直系じゃない。爺さんと婆さんの間には子どもができなくてね、どうしても跡取りが必要で、自分の甥を養子にしたんだ」

　おもむろに語られる事実に、千遥は頭の中で家系図を組み上げようとした。

（えっと、お義父様がお爺様の甥で、じゃあ賢和さんは……）

　複雑な様相を呈してきた脳内家系図に、千遥はたちまち混乱してしまう。

　だが、賢和は更に複雑な家族模様を話してくれた。

「それも、親父は非嫡出子でね。立場は千遥さんと同じ……それで昔から、随分居心地が悪い思いをしたみたいだ」

　今度こそ、千遥は言葉が発せなくなった。

　先日洞院邸に顔を出した時に覚えた直感は間違っていなかった──賢和と父はよく似ているが、少しだけ浩実翁とは違うような印象を受けていた。

「それ、って……」

「正式な養子縁組をしてるし、社外の人間でそれをわざわざ口に出す人はいないけど──これで親父が嫡出だったら口うるさく言われることもなかったんだろうが」

　諦めたように苦笑する賢和は、恐らく洞院家で父がどのような扱いを受けてきたのかを知っているのだろう。

　千遥も覚えがある──嫡出ではない、愛人の子というだけで向けられる視線の冷たさは、家業を相続することのない自分であっても辛いものだった。

（ましてや、お義父様はトーインコーポレーションの代表取締役……わたしなんかよりずっと辛い目に遭ってきたんじゃ……）

　古くからある家は、血筋に対してかなり潔癖な一面がある。

　賢和が言うように、彼の父が嫡出であれば文句は出なかっただろう。跡継ぎがいない当時の浩実翁が、優秀な弟の子どもを養子に迎え入れたとするなら、それは正当な判断と言われていたかもしれない。

「もしかして、満さんがあれこれとお爺様に意見するのって──その、お義父様のことがあるからじゃ……」

「ご名答。満の祖父と親父の父親、それと爺さんが兄弟でね。非嫡出の血が混じってる俺よりは自分の方がずっと後継者にふさわしいって、いつまでも爺さんに直談判してる」

　頭の中で、あらゆるピースがはまっていく感覚があった。

　満がほとんど賢和の父に声をかけなかったのも、やけに賢和に突っかかってくるのも、そういった背景があったからこそだろう。

「向こうからしてみれば、俺も洞院の名を名乗るにはふさわしくないみたいだ。別に俺は、今すぐ家から出ていけと言われても問題はないが」

　賢和の父は、洞院本家でかなり肩身の狭い思いをしたようだ。

　今も親族が多く集まる場所には顔を出さず、親戚付き合いはあくまで仕事の延長線上と考えているらしい。

「だから、君のお母さんのことを知っても特に驚かなかった。王族や貴族でもないのに、血の尊さを説くなんて馬鹿げてると思っていたからな」

「でも──お義父様とわたしじゃ、立場が……」

「親に振り回されているっていう点では同じだ。そもそも、千遥さんはなにも悪いことなんてしないじゃないか。幼くして母親を亡くしたなら、血の繫がった父が面倒を見るのは当然だと思うし──自分がやったことを棚に上げて君のことを道具のように扱っていたのには、腹立たしさを覚えるが」

　──父に対して、そんなことを言った人は今まで誰もいなかった。

　芙美でさえ、資産家の家庭に生まれたしがらみをある程度理解していたし、自分の周囲には父に意見を言える人は皆無だったのだ。

「わたし……最悪、離婚を切り出されると思って……」

「離婚？　せっかく君と結婚できたのに、そんなことするわけがないだろう。もし爺さんや親父がそんなことを言うなら、俺は千遥さんのことを抱えてどこかに逃げる」

　賢和が割と真剣そうにそんなこと言うものだから、千遥は思わず小さく噴き出してしまった。

　最悪離婚の可能性もある決死の告白だったが、自分を抱えて逃げるという彼の言葉に少しだけ元気が出た。

「そういう環境で生きてきたから、俺は千遥さんの生まれをとやかく言うようなことはない。……でも、俺から君の家族のことに触れるのもどうかと思っていたんだ。不安にさせたなら、本当に悪かった」

「い、いえ……聞かれていても、うまく答えられなかったかもしれません。父には、実母のことは言うなと厳命されていましたから」

　母の存在は名門と呼ばれている名賀瀬家にとってスキャンダルそのものだった。

　だが、女性として父のことを愛した母が愚かだったとは、どうしても思えない。

「母が、父のことを好きになってしまったのは──いけないことだと思います。でも、それでも母は……」

　きっと母は、父のことを愛していたのだろう。

　子を孕み、その愛が遠ざかっていったとしても、父を愛していたから自分を産み育てた──幼い頃のおぼろげな記憶は、千遥にそんな考えを抱かせた。

「今となっては、母の真意もわかりません。でも、どうしてもわたしには……自分を産んでくれた母を、なかったことにはできなくて」

「それでいいんだ。千遥さんは間違ってない」

　力強い言葉とともに、もう一度体を強く抱きしめられた。

　今まで否定され続けてきた自分の根幹が、ようやく誰かに認めてもらえた──そんな気がして、千遥は賢和の腕の中で涙をこぼした。

　これまで抑え込んでいた気持ちが一気に溢れ出て、あとからあとから嗚咽がせりあがってくる。

「肉親を悪し様に言われて、蔑まれ続けるのは──辛かっただろう」

「た、かかずさ……っ」

　胸の内に秘めていた、自分の柔らかく弱い部分──それを賢和が言葉にしてくれたことで、千遥はようやく救われたような気持ちになった。

「す、すみません……泣くつもりじゃ、なかったんですけど」

　しばらく彼の腕の中に閉じ込められたまましゃくりあげていた千遥だったが、少し経って落ち着きを取り戻すとズッと鼻をすすった。

　泣きはらした目元はヒリヒリと痛かったが、妻が泣き止んだのを見た賢和はすぐに冷凍庫から保冷剤を出してくれる。

「それだけ色々なものを心に溜めてたんだろう──ほら、これで冷やして」

「ありがとうございます……」

　ひんやりと冷たい保冷剤を受け取り、目の下に押し当てる。

　そうするとかなり気分も落ち着いて、張り詰めていた糸が切れたかのように体に力が入らなくなってしまった。

　そんな千遥の横に再び腰を下ろした賢和は、心配そうに妻の様子を眺めてくる。

「賢和さんも、ずっと──辛い思いをされてきたんですね」

「俺はまだ自由にさせてもらってたよ。家を出て、自分の力で生きていけるような教育も受けられたし……それこそ、最初はトーインコーポレーションを継ぐつもりなんてなかったから」

　洞院家で肩身の狭い思いをしていた彼の父は、息子に人生の選択肢を数多く与えてくれたのだという。

　それは留学であったり、就職であったり──洞院の名前が及ばないところで研鑽を積み上げられたのは、事実賢和にとって大きな力になった。

「親父には自由がなかった。爺さんの養子になった時点で、なにを言われても会社を継ぐ必要があったから……だからこそ、俺には自由に生きていけるようにチャンスを与えてくれた」

　もしも賢和がそれを望んだ時、洞院家の名が届かない場所でも不自由なく暮らしていけるように。

　それは紛れもない、父から彼に対しての愛情だった。

「爺さんも、うまく親父を守ってやれなかったことに負い目があるみたいだし……本来だったら、満に継がせても問題はないと思うんだけど」

「じゃあ、満さんが会社を継いだらいいのでは……？　その、賢和さんの出自が不服で、なおかつ自分が会社を継ぎたいって思っているんですよね？」

　賢和は当初、祖父や父の跡を継ぐつもりはないと言っていた。

　それならば最初から満に本社を任せ、彼は関連会社の役員などを務めながら自分の会社を運営していけばよかったのではないだろうか。

　率直に思ったことを口にすると、賢和はなんとも言えない表情を浮かべて首を横に振った。

「千遥さんも見たと思うが、アレは人の上に立つ人間の素養がない。……満は、トーインコーポレーション第一営業部の部長でね」

　容赦なく満のことを切り捨てた賢和は、すっかり温くなってしまった炭酸水に口をつけた。

「個人としての能力は高いけど、それを他人に押し付けるきらいがある。人には得手不得手があるっていうのを、恐らくあんまり理解してないんだろうな。おかげで俺の方に苦情が来ることも多くて──そういうのもあるから、爺さんは俺を後継にする考えらしい」

　創業者一族というだけでも、世間から新ＣＥＯへの期待は高い。

　ここでパワハラ騒動などを起こされると会社そのもののイメージダウンだけではなく、順調に高水準で推移している株価にも大きな影響があるだろう。

　そう考えた祖父は、夏実の退任の話が出たタイミングで賢和にＣＥＯ就任の話を持ちかけたのだという。

「親父が海外で暮らしたがってるのは知ってたから、俺が継いでもいいよって話をしたんだ。そうしたら満が、俺のことを目の敵にし始めた。親父のことで色々思うところもあったんだろうけど」

　満にも、彼なりの事情や矜持があるのかもしれない。

　だが、現状を判断して浩実翁は賢和に会社を預けることに決めたのだ。そこに異議を唱え、今でも時折洞院本家に来ては考えを改めるようにと浩実翁を説得しに来るのだという。

「でも、この前のアイツの様子を見て、いよいよ爺さんも愛想を尽かしたんじゃないかな。俺たちだけならまだしも、千遥さんにも失礼なことを言ったんだ」

「わたしは──驚きはしましたけど、実際満さんが言っていたことは間違いではないので……」

　千遥が父への援助のため、いわば金のために嫁いできたというのは事実ではある。

　兄を彷彿とさせる視線に驚きはしたものの、それ自体は自分でも納得ができていた。

　だが、賢和はそうではないらしい。

「だとしても、だ。それを本人に言っていい理由にはならない。コンサルタントとしてたくさんの経営者に出会ってきたけど、あぁいう傲慢な人間は人を率いるのに向いてないんだよ」

　軽く首を横に振る賢和の言動から、彼が満のことをどう思っているのが想像できる。やはり、この二人は根本的に合わないのだろう。

「あ、そ、そうだ……！　わたしのことを調べたって言ってましたけど、お義父様たちもご存じなんですよね？」

　これ以上満の話題を続けても、賢和がどんどん不機嫌になっていくだけだ。

　そう判断した千遥は、話題を自分の身の上に戻した。

　洞院家側で千遥のバックボーンを調べたのならば、浩実翁や夏実も母のことは知っているはずだ。

「あぁ、もちろん。いくら君の父親が隠そうとしても、こういう話はすぐに知れ渡ることだ。爺さんも親父も、それを承知のうえで君を俺と結婚させたんだよ」

　やっぱり、二人も知っていたのか。

　先日の訪問では一切そんな様子を見せなかったが、それは最初から自分の身の上について理解をしてくれたからなのだろう。

「そのうえで、俺の意思を尊重してくれたんだ。取引先の会社に好きな人がいるって言ったら、すぐにでも嫁に取れってせっつかれたよ」

「……は、そ、それって……」

　そもそも、血の繋がりを求めるのならば地方の名士より、もっといい家があるはずだ。

　友人には旧華族の家柄だとか、代々国会議員を輩出している家柄の人間もいる。それなのにどうして、わざわざ洞院家は──賢和は、千遥との結婚を望んだのか。

　その答えに行きついた千遥は、顔を真っ赤にしてなにも言えなくなってしまった。

「社員の名前は、社長に聞けばわかるだろう？　コンサルティングをしているうちに社員の名簿に目を通す機会もあったし……そこで、君が名賀瀬家のお嬢さんだっていうのはわかっていた」

　千遥は、コンサルタントとしての賢和を認識してはいなかった。

　社長が信頼している「コンサルタントの先生」が若い男性というのは知っていたが、業務に直接かかわりがあるわけではない。

　せいぜいお茶くみの際に挨拶をしたくらいだろうか。それなのに、賢和は自分のことを見初めて身の上を調べていたのだ。

「あの──な、なんでわたしだったんですか？　賢和さんと、社内でお話したことってありましたっけ」

「長々と話したことはないかな。いつも、フロントから社長室まで案内してくれるくらいで……でも、その短い時間で、やけに気になったというか」

　いつも余裕がある彼にしては珍しく、照れくさそうな表情で頭を掻いた賢和は、それから右手で目元を覆った。

「所作が美しいとか、笑顔が可愛いとか、そういう些細なことで……多分、一目惚れだと思う」

「ひ、とめ……」

　絶句とは、まさにこのことだろう。

　これまで、千遥には見た目の自信もほとんどなかった。

　髪を染めたり、パーマをかけたりするのは父に許されなかった。艶やかな黒髪は背中まで伸ばし、体は細く着物がよく似合う体系をしている。

　顔立ちは清楚で大人しげだが、可愛らしく笑うようなこともできなかった。

　そんな自分に、賢和は一目ぼれしたのだという。

（なにかの間違いじゃ……）

　自分に自信がない千遥は思わずそう口にしようとしたが、その前に賢和が右手で妻の言葉を制した。

「先に言うけど、勘違いとか、なにかの間違いとかではない」

　ぐっと手を握られて、腕を引かれる。

　簡単に賢和の胸に閉じ込められた千遥は、耳に押し当てられた彼の鼓動を強く感じていた。

「最初に出会った時から──千遥さんのことが頭から離れなかった。どうしたら君の側にいられるのかって、気付いたらそんなことをずっと考えていたんだ」

　どく、と、一度強く鼓動が響いた気がする。

　それが彼のものだったのか、はたまた自分のものだったか──数秒の沈黙が流れた後で、千遥は浅く息を吐きだした。

「……知りませんでした」

「言っていなかっただろう。それで、君のことをもっと不安にさせたかもしれない」

「いえ──ただ、ずっと不思議だったんです。どうしてウチなのかな、どうしてわたしなのかなって」

　自分になにか、一つでも秀でたものがあれば──あるいは彼が、それを見初めてくれたのだと思えていたかもしれない。

　時間をかけて押しつぶされ、抑圧されてきた自己肯定感が、この結婚は完全な政略結婚だと──そう判断していたのだ。

「一応、親父たちには多少考えもあったみたいだ。名賀瀬家は地元の名家だし、ウチは中部方面まだまだ弱いから」

「そん──ふ、ぅっ……」

　あれだけ有名な会社なのに、まだ弱いというのか──疑問を口にしようと開いた唇は、賢和のそれで塞がれてしまう。

「んぅ、っ……ん、ん」

　柔らかく唇を食まれ、大きな手が千遥の腰に回る。

　腰骨からお尻までの柔らかい曲線をなぞる手のひらの感触で、千遥の体はゾクゾクと小さく震えあがった。

「ぁ、ん……ん、ふぅ……」

　熱い賢和の舌先が、懇願するように唇を舐る。その動きにつられて口を開くと、割り入ってきた柔らかい感触が歯列をなぞった。

「ん、ふ──ふぁ、ぁ……た、賢和さんっ……」

　濡れて熱い息を吐きだしただけで、体がじわじわと熱を持つのがわかる。

　こんな風に体の中心が熱くなったのは、初めてこの家に来た日──二人が結婚した、最初の夜以来だ。

「顔、真っ赤になってる」

　腰をなぞっていた手が離れて、そっと千遥の頬に触れた。

　確かに、自分でもわかるほどに顔が熱い。ひんやりとした彼の手に触れられると、その温度差で余計に皮膚の上が敏感になる。

　賢和はそれを見抜いているかのように、千遥の首筋や鎖骨に次々と唇を落としていった。柔らかい感触とリップ音が、ほろほろと砂糖菓子のように理性を崩していく。

「ぁ、あ……」

「このまま、動かないで」

「え──ぁっ……！」

　小さく声を漏らし、快感に打ち震える千遥のことを抱え上げて、賢和はそのままリビングを出てしまう。

　まっすぐベッドルームに向かった彼は、寝台の上にそっと千遥の体を下ろした。

「……く、ぅ」

　冷たいシーツの感触が、火照った体に心地好い。

　思わず肌を擦りつけると、その感覚で小さく声がこぼれた。

「ぁ、の──賢和、さん」

　千遥のことを見下ろす賢和の視線は、いつものように優しく穏やかなものだ。

　だが、その芯には熱っぽさが宿り、なにかを我慢するような表情からは凄絶なまでの色気がにじみ出ている。

（触ってほしい……この人に、わたしの全部を）

　唾を飲み込むと、なぜか余計に喉が渇いたような気がした。

　心も体も全て賢和に曝け出して、彼の手で触れられたい──自分のすべてを彼に奪われたいと、本能が叫んでいる。

「忙しくて、ずっと触れられてなかったから──まずい、かもしれない」

「ま、まずいって……？」

　熱っぽく囁いた賢和が、シャツのボタンを外して覆いかぶさってくる。

　もう一度首筋に吸い付いてくる賢和に、不安そうな表情を浮かべた千遥が尋ねる──一体、なにがまずいのだろう。

「我慢、できないかもしれない」

「ひぁ、あっ……！」

　大きな彼の手のひらが、そっと乳房に伸びてくる。

　下着の上から柔い胸を刺激されて、千遥は自分の体が溶けてしまいそうなほどに熱くなるのを感じていた。

「ん──ぁ、や……」

「ずっと、帰ってくるのも遅かっただろう？　だから──我慢していたんだが」

　結婚してからの賢和は、日付をまたいで帰ってくることも多いほど多忙だった。

　その多忙さと強靭な理性で抑え込んでいたという劣情が、今の彼の表情からはありありと見て取れた。

　薄い唇をちろりと舐める舌の動きは艶めかしく、視線を背けることができなくなってしまう。

「今日はちゃんと、千遥さんのことを愛したい」

「ぁあっ……！」

　ぢぅ、ときつく肌を吸われて、腰の奥がじんわりと熱を灯す。

　──千遥だって、ずっと賢和に触れられたいと思っていた。

　とはいえ、多忙な彼にそれをねだることは難しく、更に自分からそんなことを言うのはいけないことのような気がしていた。

　するすると千遥の着衣を紐解いた賢和は、下着だけの姿になった新妻の腹部に手を這わせ、優しく唇を落とす。

　白く薄いその場所にキスが落とされるたび、下腹部がジンと痺れるような感覚が巻き起こった。

「千遥さん」

　絶え間ない快楽に震える千遥の耳に、そっと賢和の声が吹き込まれる。

　耳朶に息を絡めるようなそれは、鼓膜から摂取する媚薬のように千遥の体を震わせた。

「気持ちいい時は、そうだと言ってくれ。前にも言ったが、快楽に対して素直になるといい」

「そ、そんな……や、あぁっ」

　腹部から腿にかけてを手のひらでなぞっていた賢和が、そっと太腿に触れる。

　皮膚が薄い場所を爪の先でひっかかれて、わずかな刺激だけでも腰が揺れてしまった。

「千遥さんは、あまり自分の気持ちを口に出してくれない。それだと、少し寂しいな──せめて悦胃かどうかくらいは、言葉にして俺に教えてくれ」

　長い中指が、下着のクロッチ部分を擦り上げたのはその時だった。

　知らずのうちに溢れていた淫蜜が、指先で押し込められた布地をじわじわと湿らせていく。

「っ、く──」

　にちにちといやらしい音を立てて、賢和の指が下着の上から淫裂をなぞる。

　久しぶりに触れられたその場所は、初めて教え込まれた時の快楽を忘れてはいなかった。

「んぁ、あっ……」

「キスと愛撫だけでも、こんなに濡れてる。ショーツも、もうこんなにぐちょぐちょだ」

「い、やっ──そんな、い、言わないでっ……」

　泣きそうになりながら懇願するが、事実を言われているだけに余計に羞恥心が高まっていく。

　まるで伺いを立てるかのように指先で嬲られた布地は、割れ目の部分だけくっきりと色を変えていた。

「俺は事実を伝えているだけだ。……あぁ、直接触れてほしいって言うことだったら──」

　その言葉と同時に、指先がショーツと肌の間から粘膜に触れてくる。

　熱く蜜を滴らせるそこに直接触れられた感触は、下着越しとは比べ物にならないくらいに鮮烈だった。

「ひぁ、ぁっ……！　や、ぁ、ぁんっ」

　ぐちゅ、と粘着質な音を響かせながら、賢和の指先が淫靡な音を奏でる。

　中指の第一関節までを蜜口に埋めた賢和は、もう片方の手を千遥の胸元に伸ばしてくる。

「だ、だめ……これ──」

「どうして？　見る限り、痛いわけじゃないだろう？」

　質問されながら蜜壺を嬲る動きは、千遥からそれに答えるだけの知性と理性を奪っていく。

　久しぶりに味わう快楽は自身が思っていたよりも甘美で、命じられたままに答えてしまう。

「き、気持ちいい、から──変な声、が……」

　彼の指先一つで、聞いたこともないような自分の声が鼓膜を打つ。

　その羞恥に耐えかねた千遥は目元を涙ぐませるが、当の賢和は口元に妖艶な笑みを浮かべるだけだった。

「変じゃない。俺で感じてくれているっていうのがわかる、可愛らしい声だ」

「ひ、ぁあっ！」

　くぷっ、と挿入された指先を曲げられて、千遥は大きく目を見開いた。

　蜜を湛えてぬかるんだ入口の辺りを執拗に捏ねまわしながら、賢和は千遥の胸元を戒めていたブラジャーも取り払ってしまう。

　外気に触れた胸の先端は、触れてもらうことを期待しているかのようにツンと尖り、淫らな朱赤に染まっていた。

「ンぁっ、や、ぁ──」

「ナカがうねって、指先に絡みついてくる……君の体が、従順に俺を受け入れようとしているんだ。わかるか？」

　教え諭すような口調で囁かれ、指先を動かされると、膣内がきゅうきゅうと収斂した。

　賢和が言う通り、既に自分の体が彼を求めている──そう自覚した途端、とぷりと蜜が溢れてきた。

「あ、ぅ……ンぁ、ッ」

「もうお互い、隠していることもない。本当に──今日から、ちゃんとした夫婦になれた気分だ」

　ぐっと体をかがめた賢和が、艶あでやかに色づいた乳房の先端に舌を這わせた。

　生温い唾液を纏った舌先が感度を上げつつある朱蕾をなぞりあげると、膣内を刺激されるのとはまた違った刺激が頭をもたげてくる。

「ッん、ぁ──ぁうっ、ぁ、あっ……」

　勃ち上がった乳首を丹念に舐られながら、膣内の浅い場所を執拗に刺激される。

　決定打にならないもどかしい快感が、次第に千遥の細い腰を揺らし始めた。

「あふ、っ……！　あ、ぁっ……そこ、ぉっ……」

　もっと奥の、もっと感じるところ──そこに彼の指を誘い込みたくて、腰が卑猥に蠢いてしまう。

　しかし賢和はその誘いには乗らず、変わらずに入り口付近をほぐし続けるだけだ。

「や、た、賢和さんっ、そこばっかりっ……」

「言っただろう？　言わなくちゃわからないんだから、千遥さんの言葉で聞かせてほしいと」

　普段は言葉にせずとも千遥が言いたいことを理解してくれているのに、こういう時の彼はとても意地悪だ。

　だが、揶揄うような口ぶりに翻弄されるのは、なぜだか嫌な気分はならなかった。

　熱に浮かされた思考と、愛しげに触れてくるその指先に心を乱され、千遥は小さく口を開いた。

「ぁ──も、もっと……奥の、方……っ」

「奥？　じゃあ、これくらいか」

　ぐぷ、と蜜を掻きわけて深い場所まで突き立てられた指先に、腹部の圧迫感が強くなる。

　けれどそれは、今の千遥にとっては快感の一種でしかなかった。探るように膣襞をなぞり上げられて、ガクガクと腰が震える。

「ひぅ、うっ──ぁ、もっ……」

　自分の中の、柔らかくて弱い部分。それを夫の前で暴き出されている──そう自覚してしまうと、もうたまらなかった。

　ねだるように甘い声を上げ、二本に増えた指先を喜んで受け入れた千遥は、浅い呼吸を繰り返しながら懇願する。

「も、だめ──がまん、できないっ……」

「指じゃ足りない？」

　艶っぽい声に質問を返されて、何度も頷いた。

　自分のすべてを、彼に愛されたい。これまで押し殺していたはずの気持ちが、まるで堰を切ったように溢れ出す。

「たりない、です……は、はやく──」

「あぁ……もちろん」

　普段は慎ましい新妻の懇願に、賢和が息を飲んだ。

「く、んんっ……」

　深く吐き出された息とともに指先が引き抜かれると、その動きだけでも快楽を感じ取ってしまう。

　やがて、かちゃかちゃとベルトを緩める金属音が響く──ちらりとそちらに目を向けると、既にはち切れんばかりの質量で屹立した彼の雄杭が目に飛び込んできた。

（前も思ったけど……アレが、わたしの中に……）

　太さも長さも、千遥が想像していたそれよりかなり大きい。

　それが自分の内部に収まる瞬間を想像すると、全身がゾクゾクとわなないた。心と体の両方が、彼を強く求めてしまっている。

「千遥さん」

　狂おしく名前を呼ばれて顔を上げると、賢和がじっとこちらを見つめていた。

　ひた、と内腿に押し付けられた肉楔の感触を感じて、千遥は思わず腰を引いてしまう。

「逃げないで」

「ひ、ぁあっ……！　あ、ぁぅっ──」

　本能で後ずさろうとする千遥の腰を捉えた賢和が、とろりとした愛蜜を湛えた媚唇に切っ先を押し当てる。

　そのままぬぷぬぷと隘路を割り入ってくる熱の感覚に、千遥の視界は一瞬真っ白く塗りつぶされた。

　たっぷりと蜜壺を満たしていた淫蜜が、雄の挿入でぢゅぷぢゅぷと卑猥な音を立てる──火傷しそうなほどに熱い肉の感触はこの上なく甘美で、頭の中が歓喜に満たされた。

「ぁ、ふっ……は、あぁ、んっ」

　あれだけ長大な賢和のものを、たっぷりと解された膣道は難なく受け入れてしまう。

　やがて先端が最奥にたどり着くと、賢和は小刻みに腰を動かしてきた。

「あ、あっ──」

「すごいな……ナカがとろとろで、ひっきりなしに絡みついてくる。──わかるか？」

　まるで自分の形を刷り込もうかという緩慢な抽送はややじれったく、より激しい動きを望んで膣壁がきゅうきゅうと収縮して彼を誘っている。

「そん、ぁ、ぁくっ……」

　誘いに乗るようにして動きを強めてくる賢和が、ぐっと千遥の太腿を掴んで抱え上げてきた。

　先端が弱いところを的確に突き上げるたびに、お腹の奥が甘く疼く。

　どこもかしこも、気持ちいいところは全て彼に知られてしまっているようだ。

　円い先端でグリグリと悦い場所を押し上げられて、千遥はあえかな声を漏らした。

「ひぃ、ぅっ……ン、ぁっ──そこ、いい……っ」

「ここ？」

「んぁあっ！」

　たどたどしく自分の意志を伝えると、賢和は丁寧にそれを汲み取って絶大な愉悦を与えてくれる。

　泉のように溢れてくる愛しさを堪えきれずに、千遥は何度も頷いて彼を求めた。

「そこ──です、ぅっ」

「ん……そうか。じゃあ、もっと教えてくれ。どんな風に君を抱いたら、もっと善がってくれるのか──もっとたっぷり君を愛せるのかを」

　ぐ、と一度大きく腰を引いた賢和は、悦い場所めがけて勢いよく楔を打ちつけてくる。

「あく、ぅっ……！　んぁっ、あ、やぁあっ」

　張り出した雁首が肉襞をぞりぞりと刺激し、先端が容赦なく弱点を突き上げる。

　それを繰り返され、千遥は声を上げながら弓なりに背を反らした。

　足を掴まれているため快楽から逃れることもできず、ひたすら打ちつけられる雄杭の甘い刺激を受け止めることしかできない。

「千遥さん、一回だけ抜くけど──ここ、ちゃんと覚えておくから」

「ふ、ぅっ……ぇ、あっ……！」

　だが、ずっと続くかと思われていた抽送は、案外あっさりと止まった。

　それどころか硬く芯を宿したままの肉杭はもったいぶった動きで引き抜かれ、まるで縋るように媚肉が絡みつく。

「ん、ふぅっ……」

　その動きだけでも、鼻にかかったような声が漏れ出るほどに心地好い。

　けれど、それまで千遥の内部を支配していた逞しい熱が消え失せてしまうのは、どうしようもなく心細かった。

「や──な、なんで……」

　きゅ、とシーツを掴みながら、千遥は頭に思い浮かんだ疑問をそのまま口に出した。

　どうして抜いてしまうのか──ぽってりとした唇から、物ほしげな吐息が漏れる。

「もっと深く、千遥さんと繋がりたいから」

「え……、あっ」

　蜜で濡れた雄杭を完全に引き抜いた賢和は、凄艶に目を細めるなり千遥の体を抱え上げた。

「こっちの方が、もっと密着できる。……もっと、千遥さんに触れていられる」

　膝の上に腰を下ろされた千遥を、賢和はより強く抱きしめる。

　引き締まった彼の胸と、柔らかな自分の乳房がぴっとりと重なり合うと、汗ばんだ皮膚の感触も相まって官能的な悦びを生み出した。

「口を開けて」

「ぁ……ん、ふっ……」

　言われるがままに唇を開くと、再び彼の舌が咥内を犯してくる。

　蠢く舌先が自分のそれを絡めとるごとに、頭の中が幸福に痺れていくような気がした。

「ちゅ、むっ……んんっ、ぁ──」

　いつしか千遥は自分から彼の背中に手を回し、甘えるように柔らかい体を押しつけていた。しっとりとした肌と肌が密着し、下腹部に押し当てられる屹立の熱を感じるたびに、体の中心が蕩けていくのがわかる。

「やぁ、ん──もっと……」

　思考がぐずぐずと、まるで砂糖を煮詰めたかのように甘ったるく蕩けている。

　もっと触れられたいという欲求が大きくなっていくのを抑えられず、千遥は柔らかな乳房を彼の胸に何度も押し当てた。

「もっとほしい？」

「……はい」

　掠れて、余裕のない声で呟く。

　自分から彼を求めてしまうなんて、はしたないと思われるだろうか──そんな不安が頭をよぎったが、賢和は艶めかしい手つきで千遥の腰を撫でて微笑む。

「じゃあ、このまま……抱き合ったままで、君のことを抱く」

「このまま……？」

　撫でつけられた腰をおずおずと持ち上げると、そのまま賢和がもう一度千遥の体を抱え上げる。

「ん、ぅっ──」

「このまま、腰を下ろして」

　ぐっと抱えなおされた次の瞬間、千遥の蜜口にはドクドクと強く脈打つ肉茎の先端が押し付けられていた。

「このままって、ぇっ……ぁ、あんっ……」

　千遥が体から力を抜いた瞬間に、脈動する先端がぐぷりと蜜口に押し入ってくる。

　一度蹂躙されたその場所は逆らうことなく雄を受け入れ、あっという間に飲み込んでしまった。

「くふ、ぅっ……ん、ぉっ……」

　もっと密着できると言った賢和の言葉を、千遥はこの時ようやく理解した。

　先ほどよりも深いところまで、切っ先が届いているような気がする──自分の体重が加えられている分、どうやっても膣奥まで彼を受け入れてしまうのだ。

「んぁ、あっ……だめ、動いちゃ……」

「どうして？　自分でこんなにしめ付けて──俺のことを、離したくないって言ってるのがわかるだろう？」

　軽く腰を引かれただけでも、強烈な快楽が千遥の身を苛んでいく。

　細い体を揺らされるたびに腰が跳ねて、敏感な膣窟を刺激する雄茎の質量と感触がありありと伝わってきた。

「あっ、あ──これ、きもち、ぃっ……奥、コツコツってされるの……」

　堪えることができないほどの快感に、次第に千遥は自ら腰を揺らして愉悦を追っていた。

　律動を刻まれるごとに生み出される甘やかな刺激は、確実に千遥を絶頂の階に導いていく。突き上げられて最奥を穿たれると、それだけで頭の芯がビリビリと痺れていった。

「ぁんっ、あ、ぁ……ッあぁっ！　だめっ──これ、ぁ、変に、なっ……」

　突き上げられながらなけなしの理性を振り絞っても、賢和は動きを止めてはくれない。

　それどころかピストンは激しさを増し、ぬぷぬぷと卑猥な音を立てながら千遥を追い詰めていた。

「や、ぁあっ！　あんっ、ぁ、あ──」

　ぎゅうぅっ……と強く賢和の体を抱きしめ、広いその背中に爪を立てる。

　自分のすべてを、今彼に暴かれている。そう思うと信じられないくらいに幸せで、心と体が満たされていくのを感じた。

「す、き──好き、ぁ、賢和さんっ……」

　切なく名前を呼び、背に回した手に力を込めた。

　初めて、自分を受け入れてくれた人。抱えきれないくらいに、たくさんの愛を与えてくれた人──胸を張って世界で一番大切と言える名を、千遥は何度も何度も呼び続けた。

「や、ぁっ……賢和さんっ、あ、ぁっ、んぁあぁっ……！」

　呼応するように動きを強める賢和が、膣内を狂おしく蹂躙する。

　閾値を超えた快楽に身もだえした千遥の膣内が、ひときわ強く収縮した──その瞬間に、視界がチカチカと明滅して四肢が強張る。

「あ、ぁぁッ……！」

　びくんっ、と大きく体を跳ねさせると、ほとんど同時に賢和が唇を噛んだ。食いしばった歯の間から漏れ出す艶やかなうめき声の後、じわじわと腹の奥に熱が広がっていく。

　絶頂の多幸感の中で吐き出された熱を感じながら、千遥は深く息を吐いて体から力を抜いた。

「ッ、ふっ……」

「……大丈夫か？」

　絶頂を極めた後でもなかなか余韻が抜けず、力を抜こうとしただけでも甘い息が漏れる。ぐらつく体をしっかりと抱きしめてくれた賢和が、心配そうに顔を覗き込んできた。

「だ、大丈夫です……か、体に力が入らなくて……」

「それなら、もう少しこうしていたらいい」

　汗が冷え、風邪をひいてしまわないようにと、賢和が手近なシーツを手繰り寄せて体を包み込んでくれた。

　力の入らない体をその逞しい胸に預けていると、やはりどうしようもなく幸せな心地になる。

（幸せすぎて、罰が当たりそう……）

　誰かに抱きしめられる幸せを、千遥は賢和から教えてもらった。

　体いっぱいに彼のぬくもりを感じると、どうしても笑みがこぼれてしまう。

「あの──賢和さん」

　シーツにくるまったまま夫の名前を呼ぶと、彼はぴくんっと肩を跳ねさせた。

「ん？　どうした……あっ、もしかして寒い？　今エアコンの温度上げるから──」

「違いますっ！　賢和さんが抱きしめてくれるから、寒くはなくて……」

　気だるさを感じながらも、もう一度彼の背中を抱きしめる。広くて温かいその背中は、千遥が長年感じていた寂しさや不安を全て受け止めてくれた。

「ただ、幸せなんです。こうしてあなたと抱き合っていることが」

「そんなの──俺だって幸せだ。ずっと憧れていた人を愛することができるんだから」

　幸せをゆっくりと噛みしめるように呟いた千遥の鼻先に、賢和が唇を落とす。

　二人で微笑みあうこの時間がいつまでも続けばいいと、千遥は心の中で何度も祈り続けたのだった。







第四章　確かなものは








　賢和に自分の身の上を話してから、二週間ほどが経った。

　あれから千遥の暮らしは穏やかそのもので、これまで漠然と感じていた不安が嘘のような毎日を過ごしている。

「千遥さん。今日は早く帰れそうだから、夕飯は一緒に食べられると思う」

「本当ですか？　じゃあ、賢和さんが好きなものを作って待ってます。もし遅くなりそうなら連絡してください」

　賢和の仕事も、かなり落ち着きを取り戻しているようだ。

　あと二月ほどで、彼はトーインコーポレーション本社ＣＥＯに就任する。

　賢和が今個人で運営している会社の方は、現場で行っていた仕事の引継ぎがほとんど終わったらしい。

　そのため、最近は夜遅くに帰ってくることも少なくなった。一緒に食事をしたり、夜にゆっくりした時間を過ごすこともできている。

「ありがとう。……じゃあ、行ってくる──なにかあったらすぐに連絡して」

「もう、大丈夫ですよ。いってらっしゃい、賢和さん」

　柔らかい笑みを浮かべた夫を玄関で見送って、千遥はふ、と息を吐いた。

　この家で暮らし始めて、やっと家電の使い方や家事の時間配分を覚えてきた。

　とはいえ、決して手際がいいとは言えない。便利な家電に頼ってはいるものの、未だに洗濯機のコースを間違えたり、食洗器に入れる洗剤を間違えて賢和に泣きついたりもした。

（さすがに、洗剤を間違えることはなくなったけど……あの時はどうしようかと思った……）

　食洗器の中いっぱいに泡が充満した時のことは、今でも忘れられない。

　賢和が中の泡を綺麗に洗い流してくれて復活したものの、あれで壊してしまっていたらしばらく立ち直れなかっただろう。

　そんな小さなハプニングはほとんど毎日のようにあったが、千遥は幸せだった。

　毎日彼のために料理を作り、一緒の時間を過ごすことができる──時折芙美からも連絡があるので、時間がある時はランチに出かけることも増えた。

（でも、今度の土曜は洞院邸に行くんだっけ……まだお義父様たちに、わたしのことを直接話したわけじゃないし……）

　朝食の片づけを終えた千遥は、ふとリビングのテーブルに置いてあるカレンダーに視線を落とした。

　今週末の土曜日、千遥たちはもう一度洞院邸へ顔を出すことになっている。

　浩実翁が仕事の件で賢和を呼び出したのだが、千遥もそれに随伴することを決めていた。

（お義父様やお爺様に、自分の口で言わなくちゃいけないことだし……）

　千遥が愛人の娘だということを、二人は知っている。

　賢和の言葉が正しいとするのなら、千遥の身辺調査はかなり詳しく行われたはずだ。最初からすべてを知っていて自分を受け入れてくれた二人には、千遥自身の口から感謝と謝罪をしたいと思っていた。

「でも……やっぱり緊張する……」

　洞院邸の、あの堂々とした佇まい──門の前に立つだけで圧倒されるような感覚は、これから何度あの家に出向いても慣れないだろう。

　結婚当初、賢和が自宅マンションでの生活を選んでくれてよかった。

　そんなことを考えながら、千遥は洗濯をするために洗面所に向かった。

「賢和さんも、きっと大変だったんだろうな……わたしなんかより、ずっと」

　今でこそ、賢和は大企業の次期ＣＥＯと目され、偉大な経営者だった祖父や父の跡を継ぐ人物だと期待されている。

　だが、家の中ではそれなりに辛い思いもしたはずだ。彼の父が、洞院家を出ても暮らしていけるだけの教育や機会を与えてくれたというのは、そういう背景があったからだろう。

　それを考えるとどうしても胸が痛むが、当の賢和は自分の境遇についてそれほど悲観しているわけでもない。

　彼はどんな状況においても、自分の意志で選択肢を選んできた人だ。

（賢和さんは、強いな）

　名家の跡取りとして生まれたプレッシャーは、千遥には想像もつかない程だっただろう。だが、彼はそれを跳ねのけ、自分の力でチャンスを掴みとってきた。

　コンサルタントをしていた時も、これから会社を継ぐことになったとしても──そんな彼の隣に立っていると、千遥も勇気をもらえる気がする。

 ともあれ、洞院邸への顔出しが決まっているため、土曜日は二人で一日出かける予定になっている。

　結婚当初、彼が言っていた「休息は取っている」という言葉を信じられずにいたのだが、手元の仕事さえ落ち着いてしまえば賢和はしっかりと土日の休みを取り、体をメンテナンスしていた。

「……わたしも、ジムとか通った方がいいのかな。昼間はどうしても時間があるし……」

　独身時代は働いていたこともあり、なかなかそういう場所に通う時間も取れなかった。それに、そもそもジムなど父が許してくれるわけもない。

　だが、いざ賢和と一緒に暮らしていると、ほとんど家から出ることもなく、体を動かす機会も減ったように思う。

（芙美が通ってるジムはちょっと遠いけど、駅前の新しくできたところなら……でも、普通に仕事もしたいような……）

　二人が暮らしているタワーマンションの中にもジムはあるのだが、なかなか本格的な設備なことと、あまりにも人がいないために使うのをためらってしまう。

　女性専用のフィットネスジムが最寄りの駅近くにできたので、そちらに通おうか──そんなことを考えながら、千遥はもくもくと家事をこなしていった。

「仕事かぁ……」

　正直、大学を出てからずっと働いていたため、家事をして一日を過ごす時間はかなり緩やかなものに思えた。

　これで子どもができたらまた変わるのだろうが、二人分の食事を用意し、そこそこ家の中を掃除する──それを繰り返す毎日は、幸せだが刺激が物足りない。

（我ながらぜいたくな悩みだと思うけど……働くのは、嫌っていうわけじゃないし）

　行動力の塊のような賢和を見ていると、自分もなにかやってみたいという気分になる。

　だが、いざそれを考えてみると『自分には何ができるのか』という一点で思考が停止してしまう。

　ずっと働いていた会社は、父のコネで入社したものだ。

　これといって勉学に励んできたわけでもなければ、特筆できるような特技もない。そんな自分が、まったくの新天地で働くことなんてできるのか──そんな不安が頭をもたげてきて、一歩踏み出すことができなくなる。

「……わたしに、できること」

　思えば、賢和の家族は誰もがすさまじい行動力や理念を持っている。

　彼の母は世界中を飛び回って人道支援を行っており、父親もそれを容認している状況だ。

「できることって、なんだろう。ちょっとした事務仕事ならできるけど……」

　コツコツとした作業は嫌いではないし、小さい会社だったので給与計算から日報づくり、お茶出しに社長のスケジュール管理まで様々なことをしていた。

（そういうお仕事も、少しずつできればいいけど）

　以前なら、父や兄に遠慮してそんなことは言えなかった。

　あの家で千遥が自分の意志を貫くのはほとんど無理だったし、声を上げたところで黙殺されるのが目に見えていたからだ。

　だけど、今は違う。

　まだ自分の思っていることを、上手く伝えるのは難しい。だが、賢和ならばしっかりと千遥の話を聞いてくれるのではないか──そう思うと、少しだけ前向きに物事を捉えられるようになってきた。

（賢和さんに、相談してみようかな。コンサルタントをやってたんだし、こういう相談はきっと慣れてるはず……）

　今度、賢和に相談してみようか。

　そう決意した千遥は、いつものように家事をこなしながら、家の中で賢和の帰りを待つのだった

　そしてその日の夜、帰宅した賢和に、千遥は昼間考えていたことを話してみた。

　相談というよりも、あくまで夕飯時のちょっとした雑談──そう思いながら「何か仕事をしたい」と話すと、賢和は簡単に首を縦に振った。

「仕事？　あぁ、いいんじゃないかな。千遥さんがやりたいって言うんなら、俺が反対する理由はないし」

「……えっ、いいんですか？」

「家の中にずっといても、退屈だろう？　もう少し外出て買い物したりとか、すればいいのにって思ってたんだ」

　最初は体を動かすためにジムに通おうと思っていたのだが、もう少し落ち着いたらどこかで働いてみたい──そんな妻の願いを、賢和は素直に認めてくれた。

「あ、でもフルタイムは厳しいかもな……今後、俺の付き添いであちこち出かけることとか、多くなるかもしれない」

　少しだけ表情を曇らせた賢和は、申し訳なさそうに眉を下げる。

　確かに、彼がトーインコーポレーションのＣＥＯに着任した後はまた少し慌ただしくなるだろう。方々への挨拶などで、千遥の同伴が必要になる時もあるかもしれない。

「まぁ、うちの母親もずっと親父とくっついてたわけじゃないし、大丈夫だとは思うけど……そういうことは事前に予定が決まるから、どうしても必要な時だけ空けてもらえれば」

　賢和は千遥の意志を、最大限に尊重してくれる。

　彼の気遣いはありがたいが、確かにそうなるとフルタイムでの勤務は難しいかもしれない──例えば彼とともに海外の仕事に同伴することがあれば、勤めている会社にも迷惑をかけてしまうかもしれない。

（そうなると、やっぱりお仕事は難しいかな……）

　賢和の仕事を直接支えることはできなくても、できるだけ私生活は支えたい。それが妻の役目だと思うし、必要とされている場面があるのならば、その場面では賢和の隣に立っていたかった。

　そうなると、やはり家を出て仕事をするというのは難しいだろうか──半ば諦めたようにそう考えていると、賢和がふと顎を撫でる。

「今は在宅で働ける事務の仕事とかがあるから、そういうのでもいいかもしれないな」

「えっ、在宅で……？」

「トーインの本社でも、子どもが小さい社員が在宅で仕事をしてる。今は女性の比率がどうしても多いけど──それに、オンライン事務っていう仕事があって……」

　設立したてのベンチャー企業などは、その分野への専門的な知識がある人は多くても事務作業に人員を割けないという状況も多々あるらしい。

　そんな中で、問い合わせの対応から資料の作成、請求書の作成に社員の出張手配など、様々な事務作業に対応できる人材が求められているのだという。

「千遥さんは、この辺り得意だろう？　繁忙期だけ手助けしてほしいとか、スポットで入ってほしいっていう依頼も多いみたいだから、割と時間の融通も利くと思うんだ」

「……知りませんでした。在宅勤務も、会社にあるパソコンを持ち帰って……っていうのを想像してたので」

　確かに、今賢和が言った仕事は自分がずっとやってきたことだ。

　会社によって細かい違いはあるだろうが、根幹の部分はそこまで変わらない。受注サイトで仕事を受けて、問い合わせのコアタイムだけ働くといったことも可能だ。

「やりたいことには挑戦してみるといい。それでどうしても難しいとか、辛いって思ったら……それはその時に対処法を考えよう。二人で一緒に考えたら、いい解決策も出てくるかもしれないだろう？」

　賢和の言葉は、千遥の背中を優しく押してくれる。

　あるいは、それは賢和が自分の進む道を決める際に考えていたことだったのかもしれない。

「賢和さん……ありがとうございます。もう少し、色々調べてみますね！」

「あぁ。もし決まったら教えて。キャリアに関する相談は得意だから」

　頼もしく頷いてくれる賢和に、千遥はもう一度頭を下げた。

　──こんな風に、なにかに対して前向きになれたのは初めてだ。いつも実践する前に諦めてばかりで、自分がなにをしたいのかさえも不明瞭なままだった。

「そうだ、千遥さん」

「は、はい……なんでしょう」

　ご飯を咀嚼しながら感慨深い気持ちになっていると、賢和がなにかを思い出したように顔を上げた。

　仕事のことだろうかと疑問符を浮かべる千遥に、賢和は一度息を吐いてからぽつぽつと語り始めた。

「名賀瀬家への支援が、一通り行われたそうだ。君の父親がやっている会社の、いくつかの土地建物をウチの関連会社が買い取った」

「え──それって」

「新しい工場を建設するのに、土地が必要だったんだ。多少立地の問題はあったけど、整備を進めていけば中部地方における大きな製造拠点になる」

　突如湧き上がった実家の話題に、どう反応をしていいのかわからない。

　父が行っている仕事については詳しく聞かされてはいなかったものの、千遥との結婚と引き換えに洞院家が動かした金額はかなり大きいはずだ。

「それは……その」

「このことで、君の方にお義父さんかお義兄さんから連絡があるかもしれない。なにか聞かれたら、全て洞院側で許諾済みだと答えておいてくれ」

　兄が千遥の元に連絡をよこすとは思えないが、とりあえず頷いておいた。

　結婚してから、父とは一度も連絡を取っていない──こちらから連絡するような用事もなかったし、向こうも今更電話をよこされても迷惑ではないかと思っていた。

（同じ家に暮らすより、こうして離れて暮らした方が……お父さんや奨悟さんも、安心できたんじゃないかな）

　一人暮らしを許されず、ずっと家で過ごしてきた千遥だったが、今となってはそんな考えを持つようになってきた。

　千遥は年々、亡くなった母に顔立ちが似てきている。兄はともかく、父はそのことでかなり複雑な気持ちだったはずだ。

　それならばいっそのこと、家を出てしまえば──ここまで親子関係がこじれることもなかったんじゃないかと思う。

　奨悟だって、千遥が家にいなければ多少は気が落ち着いただろう。大学卒業を機に独り立ちをするという選択肢を選ばなかったことが、その後数年にわたって千遥や家族を苦しめてきた。

「……父は、きっと連絡をしてこないと思います。わたしとはあまり顔を合わせたくないみたいだし──きっと、今のままでいるのが一番いいんじゃないかって」

　家にいた頃はあれこれと干渉されたこともあったが、東京にいる限りは父から口うるさくなにかを言われることもないだろう。

　千遥の側に、賢和──ひいては洞院家の人間がいるというのも大きな要因かもしれない。

「距離を取っている方が、お互いに幸せなこともあるんじゃないかって……最近少しだけ、考えるようになったんです」

　もちろん、身寄りのない自分を育ててくれた恩は十分に感じている。

　だが、千遥の方からこれ以上父や兄と積極的に連絡を取り合うことはないだろう──今の状況でも、おそらく父は満足しているはずだ。

「そうか。……まぁ、最低限の連絡さえしていれば問題はないだろう。例えば……そう、子どもができたとか」

「こ、子どもですか……」

「いくらでもあり得るだろう？　まぁ、そうなったら……流石に俺から連絡を入れるよ」

　父のことを思い出して表情を曇らせる千遥に、賢和が茶目っ気たっぷりの笑顔を向ける。

「千遥さんとお義父さんの間のことは、俺が口出しできるようなことではないかもしれない。けど、今君がそう思っているなら、俺はその意思を尊重するよ」

　食事を終えた賢和が、食後のお茶で喉を潤してからそう言ってくれた。

　冷たい娘だと言われても仕方がないと思っていたが、そういう考えもあると千遥のことを肯定してくれるのは素直にありがたかった。

「親子だからって無理矢理仲良くする必要はないと思うし。俺なんて何回爺さんと喧嘩したことか」

「え……お、お義父様じゃなくて、お爺様とですか？」

「親父は基本的に諭してくるタイプだから、仕事のことで意見がぶつかっても話し合いで終わるんだ。でも爺さんは無理」

　渋い表情を浮かべて首を横に振る賢和だが、どう見ても彼が祖父と険悪な雰囲気には見えない。お互いに譲れないところがあって激論を交わす二人の様子を想像すると、思わず吹き出してしまう。

「パワフルなんですね、お爺様は」

「八十もとっくに超えて、三十路の孫と本気で言い争う大人げない人間だよ。しかも、言ってることが的を射てるから厄介だ」

　眉を寄せて口を尖らせる賢和の表情は、それこそ祖父に叱られた孫のそれだ。

　賢和の実の祖父は既に亡い。賢和が生まれる前に亡くなっているため、顔を合わせたこともないはずだ。

　だから、賢和にとっては浩実翁こそが自分の祖父であり、その大きな背中を見て幼少期を過ごしてきた。

　そう思うと、家族の形というのは実に多様なものだと考えさせられる。

（いいんだ──わたしが、無理をしてお父さんたちと仲良くしなくても）

　がんじがらめに心を縛り付けていたものが、まるでリボンのようにほどけていく。

　嬉しいような心細いような、少し不思議な気分になりながら、千遥は賢和に向けて小さく笑みをこぼしたのだった。
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　土曜日。朝から洞院邸へ向かうと、玄関まで浩実翁が出迎えに来てくれた。

「先日はすまなかったね、千遥さん。ろくにおもてなしもせんで──いきなりのことで驚いただろう」

「お、お爺様！　とんでもないです……わざわざお出迎えいただかなくても……」

「そうだぞ、爺さん。なにもないところで転んで足でも折ってみろ、ボケ老人一直線なんだからな」

　先日と同様、車を西織に預けた賢和が冗談めかして笑う。

　あまりに失礼すぎるんじゃないかと肝が冷えたが、浩実翁はニヤッと笑って賢和の脇腹を小突いた。

「やかましい。この洞院浩実、まだお前に心配されるほどボケてはおらんわ」

「それなら満のことも上手く抑え込んでくれよ……毎日バカみたいな量のメールが届いてるんだけど、アイツ仕事中何してるんだ」

　そこまでくるともう嫌がらせの領域だが、まさか賢和の元でそんなことが起きているとは知らなかった。

　彼はあまり、仕事についての詳細を千遥に語らない。無論、細かい話をされても自分には理解できないのだが──業務中ひっきりなしに送られてくるメールというのは、些か常軌を逸している。

「このままじゃ暴走しかねない。適当な会社のトップにつけただけじゃ収まらないだろう？」

「まったく器の小さいことよ……社内からも苦情が届いていると聞いたぞ」

「かなりね。親父から話は聞いてると思うけど、もう潮時だと思う」

　難しい顔を突き合わせている二人を、千遥は背後からぼんやりと眺めていた。

　どうやら満の勤務態度は、本社の中でもあまりいいものではないらしい。満は第一営業部の部長──部署で言えばかなりの花形のはずだ。

　その営業部長の勤務態度に問題があるとなれば、かなりの問題のはず。賢和のＣＥＯ就任という大きなニュースに隠れてはいるが、社員たちの不満は大分溜まっているのではないだろうか。

　詳細はわからないながらもそんなことを考えていると、千遥の視界でなにかがちらちらと動いた。

「千遥さん、こっちこっち」

「ぁ──お、お義父様。ご無沙汰しております」

「いえいえ。こちらこそ、先日は申し訳なかったね」

　ふとそちらに目をやると、賢和の父が千遥に向かって手招きをしていた。

　部屋のドアからひょっこりと顔を出した夏実は温和な笑みを浮かべながら、互いに意見をぶつけている息子と父を眺めている。

「少しいいかな。……賢和たちは、少し込み入った話をするだろうから。お茶でも飲んで、少し私の話を聞いてくれないか」

「はい……もちろん。わたしもお義父様に……お話したいことがあります」

　眼鏡の下でにこにこと笑いながら、夏実は千遥を応接室に通してくれた。

　革張りの重厚なソファとダークブラウンのテーブルが置かれた部屋は、上品で嫌味がない。ここが彼の書斎だと言われても納得できるほどに落ち着いた空間だった。

「コーヒーは飲めるかい？」

「お義父様、わたしが……」

「大丈夫だから。西織さんにも言われるけど、私だってコーヒーくらいは自分で淹れられるさ」

　そう言って、夏実は二人分のコーヒーを淹れてくれた。

　湯気の立つそれを差し出された千遥は、頭を下げてからカップを手に取る。

「ありがとうございます……」

「私が呼びだしたんだから、これくらいのことはね。……さて、千遥さん」

　応接セットの対面に座った夏実は、自分もコーヒーを飲んで一息つくと千遥に向き直った。

　その視線は、賢和のそれと同じくとても穏やかで優しい。だが、だからこそ嘘をつくことを許されないような、浩実翁とはまた違った鋭さを宿しているようだった。

「賢和から、私の父についての話は聞いているかな」

「……それは、お爺様のことですか？　それとも──」

　静かな部屋の中で、コーヒーカップをソーサーに置く音が小さく響いた。

「血の繫がった、私の本当の父についてだ。……その様子を見るに、あの子はちゃんと話していたみたいだね」

「お爺様に跡取りがおらず、お義父様を養子にされたという話は聞き及んでおります。その……大変なご苦労をされたとも」

「苦労というほどのものでもないさ。だが、そこまで聞いているのなら話も早い──私が、本当の意味で洞院の人間でないというのも聞いているんだろう？　元々私は、実父が外に作った子どもでね。今の父に引き取られるまでは、非常に貧しい暮らしをしていた」

　まるで、孫に昔話をするかのような温和さだ。

　うっすらと笑みすら浮かべて過去のことを話す夏実の姿は、悲壮感からは程遠い。

「だが、血の繫がった父が死に、今の父が私を養子に迎えたいと言ってくれたんだ。私は学者になりたかったんだが、その時の家の状況では当然学費など出せるはずもなかった。母も病気がちでね、勉強など続けられる状況じゃなかったんだよ」

　浩実翁は、彼を養子に迎える際に最高の学習環境を用意すると言ってくれたらしい。

　経済学や哲学、化学に数学──学生であるうちは、好きなものを好きなだけ学べる環境を与えられた。

「唯一、学者になる夢だけは諦めざるを得なかった。当然だが、私は父の跡を継ぐべく彼の養子になったんだ」

「それは──」

「無論、父には感謝しているよ。やりたい勉強を、納得がいくまでさせてもらえた。それだけでも幸せなことだと思っている」

　興味があった心理学の分野を、彼は心行くまで学ぶことができたらしい。学問の探求に終わりはないが、大学院で専門分野を学べたことがなによりも嬉しかったのだという。

「その時に学んだことは、長年会社を運営していく中で何度も助けられてきた。これだけの環境を与えられたことは、私にとって幸せとしか言いようがない」

「でも……洞院家の方々は、お義父様のことを……」

　満のように、彼を浩実翁の後継と認めない人間も少なくはないはずだ。

　今のような時代ならばまだしも、彼が浩実翁の養子になったころならばなおさら──そう思うと、どうしようもなく胸が痛くなった。

「私の生まれについては、今何を言っても変えられるものではない。それに、私自身がどうにかできる問題ではないからね。最初は心も痛んだが、会社の経営で実績を上げれば、そういう声も少なくなっていった」

　まったく批判がないわけではないが、夏実の代でトーインコーポレーションは大きく飛躍した。海外にいくつも支社を作り、飲料会社を中心に物流のネットワークを整え、大きな経済圏を作り上げたのも彼だ。

「だが──肩身が狭い思いも、それなりにはしてきた。だから息子には、そんな思いをしてほしくなくてね」

「……賢和さんは、お義父様からたくさんの選択肢をもらったと言っていました。アメリカに留学したのも、向こうで働けたのもそのおかげだって」

　洞院家の跡取りとして生まれた賢和には、選ぶことができる未来があらかじめ定まっていた。

　本来ならば国内の主要大学に通い、有名企業でコネクションと実績を積み上げてからの本社入社を果たす──生まれながらにして決まっていた人生のレールを、夏実は敢えて「選択肢の一つ」として彼に提示していたのだ。

「今のトーインコーポレーションには優秀な人材も多い。私の時のように、是が非でも創業者一族から後継を出さないといけないという状況でもないと思っていてね。まぁ……結局、賢和には会社を継いでもらうことになったんだが」

「でも、それは賢和さんが選んだ結果です。彼も、自分が会社を継がない未来もあったかもしれないって言っていました」

　賢和が様々な会社を興し、運営しているのは、自分の仕事における可能性を一つでも増やしたいからではないだろうか。

　その上で、彼は祖父や父が育ててきた会社を継ぐ決意をした。千遥は彼のその決断を尊重したい。

「……賢和を日本に呼び戻した時、本当は少し不安だったんだ。あの子の将来性を、洞院の名前が潰してしまうんじゃないかとね。けれど、こういうのは親の杞憂というのかね」

　いつもの優しい、けれどどこか嬉しそうな笑みを見せる夏実に、千遥も温かい気持ちになる。

　そして、そんな優しい義父だからこそ、自分の口で真実を伝えなければならない──襟を正した千遥は、まっすぐに夏実の目を見つめた。

「お義父様──わたしも、ずっとお義父様とお爺様に言おうと思っていたことがあるんです」

　決意を胸に発した言葉に対して、彼はなにも言わずに頷くだけだった。

　やはり、千遥の身の上は最初から知っていたようだ。

「お義父様はご存じかもしれませんが……わたしの母は、名賀瀬の人間ではないんです。……父の愛人で、わたしは八歳の時に名賀瀬家に引き取られました」

　千遥の言葉を、夏実は一度もさえぎらなかった。

　ただ、これまで千遥が彼らに隠していたことをすべて聞いた後で、ゆっくりと頷いただけだ。

「君が言う通り、千遥さんの身の上については事前に調べさせてもらっていた。だから、君のお母さんがどんな人かというのも……最初からわかっていたんだ」

　やはり、賢和が言っていたことは間違っていなかった。

　千遥がどのような人生を歩んできたのかを知ったうえで、彼らは賢和と自分の結婚を承諾し、名賀瀬家に支援の手を差し伸べたのだ。

　──全て知らなかったのは自分だけ。そう思うと少し疎外感もあったが、最初からそのことを話されていたら、逆に自分は賢和に対して好意を抱くことができなかったかもしれない。

「そして、その上で私たちは──君を家族として迎えると決めたんだ。賢和がどうしても結婚したい人がいると言って、私たちに直談判しに来たからね。……まさか交際もしていないとは思わなかったが」

「それは──わたしが働いていた会社に賢和さんが来ていらしたことを知らなくて……」

　コンサルタントとしての彼がいなければ、そもそも二人が出会うことすらなかった。

　今となっては、千遥もやや強引だった彼の行動に感謝しているくらいだ。

「過程がどうあれ、今は賢和さんと一緒に過ごせて……わたしはとても幸せです。ただ、このことがどうしても気がかりになっていて」

「でも、身辺調査があったのは知っていたんだろう？　どうして急にこの話をしてくれようと思ったんだい？」

　コーヒーカップを傾けながら尋ねてくる義父に、千遥は微笑みながら首を傾げた。

　実の父親と話す時はいつだって緊張するのに、こうして夏実と話す時間はとても優しいものに思えた。

「賢和さんやお義父様が、わたしのことを『家族』って言ってくれたからです。だから、たとえわかっていたことでも……わたしの口から話さなくちゃいけないと思って」

　それが、自分から彼らにできる誠意の示し方だ。

　むしろ自分にできることはそれしかない──そう思ったから、千遥は今日こうして夏実に話をすると決めていたのだ。

「それに、賢和さんが──」

　空になったコーヒーカップをソーサーの上に置いた千遥が、話を続けようと顔を上げる。

　だが、その瞬間に聞こえてきたのは叫び声──それも、若い男性のものだった。

「……なんだ？」

「た、賢和さんとお爺様がいる部屋からじゃ……」

　訝しげに眉を寄せた夏実と、不安に表情を曇らせた千遥がそれぞれ顔を見合わせる。

　二人は急いで応接室の外に出て、奥にある浩実翁の部屋へと向かった。

「賢和、どうしたんだ」

　確認もそこそこに障子を開けた夏実は、そこでぐっと小さくうめき声を漏らした。

　千遥も後ろから部屋の中を除いてみると、そこにはスーツ姿の満が立っていた。肩で息をするその有様は尋常ならざる気配を孕んでおり、声をかけるのも憚られるような雰囲気を漂わせていた。

「満、お前な──いい加減にしろよ。なんのために爺さんがお前を呼び出したと……」

「うるさい！　もとはと言えば全て……全てお前のせいじゃないか！」

　ヒステリックな叫び声をあげた満を、不快感をあらわにした賢和が制する。

　だが、満の方も既に冷静さを失っている状況であるらしく、賢和に対して威嚇するような声を上げた。

「……人事部からの報告が全てだ。お前、この数か月で第一営業部からどれだけの人材流失があったと思ってる。女性社員からも、お前の言動がパワハラじみてると苦情が上がってきているんだ」

「どこの──どこの誰がそんなことを言った！　お前っ……お前が言わせているんだろう！」

　呼吸を荒くしながら賢和のことを怒鳴りつける剣幕に、思わず千遥の方がビクンと跳ねた。すると、それに気が付いた賢和が千遥に顔を向けた。

「千遥さん……驚かせてすまない。少し、コイツと言い合いになって」

「いえ……あの、だ、大丈夫ですか……？」

　明らかに大丈夫な状況でないことはわかっているが、それ以外にかける言葉が見つからない。

　唖然としたまま満の方を見ると、彼は浩実翁を頑として睨みつけていた。

　激昂する満相手に、浩実翁は表情一つ変えずに咳払いをする。その間、彼は決して満から目線を外さなかった。

「私の考えは変わっておらん。取締役として、お前は来季から洞院産業開発の方に出向だ」

「出向？　田舎のエネルギー事業部に左遷の間違いだろう！　アンタはそうやって、昔から卑しい血筋の孫ばかりを贔屓する！　俺が賢和と同じ機会を与えられていたら、こんな奴よりもずっと業績を伸ばすことができたはずだ！」

　突如現れた満が、これほどまでに怒り狂っている原因はそれだったのか。

　賢和から聞いた話では、彼が率いている第一営業部から満への不満が噴出しているらしい。

　優秀な人間が他の会社へ流出することは、会社そのものに甚大なダメージを与えることになる。

　他の部署でその流出分を補うにしても、営業部という花形部署の影響を埋めるのは容易なことではないだろう。

（だから、出向なんだ……いくらなんでも、洞院家の人間をクビにする訳にはいかないから──）

　一昔前ならばまだしも、今のトーインコーポレーションで創業者一族を過度に優遇することはバッシングの的になりかねない。

　ただでさえ賢和のＣＥＯ就任で世間の注目が集まっている中、満のパワハラ問題が表に出ることは避けたかったのだろう。かといって、彼をクビにすればあらぬ噂が立ちかねない──そのために出向という手段をとったに違いない。

「取締役会で決定したことだ。……お前は、些か洞院の名に固執しすぎている。それさえなければ有能だと思い、第一事業部に配置したが──私や夏実の思い違いだったようだ」

　重く息を吐いた浩実翁の視線や口調には、深い失望を感じることができた。

　なにも言葉を発しなかったが、夏実も残念そうに満から視線を背けるだけだ。

　きっと、彼らがこの結論にたどり着くまでにはかなりの葛藤があったに違いない。

「どいつもこいつも、俺のことを虚仮にしやがって──」

　ギリ、と歯を食いしばる音が聞こえたのはその時だった。

　涼しげな目元に怒りを滲ませた満が、ぐるりと部屋の中を見回す。

　──血走ったその目が、千遥の方を見てぴたりと動きを止めた。

「お前……お前だってそうだ。名賀瀬の女──いや、本来ならその名前を名乗ることすら許されない、汚らわしい妾腹の生まれの癖に……！」

「……どうして、そのことを」

　ひゅ、と小さく喉が鳴る。

　体から一気の血の気が引いていく感覚に、一瞬視界が大きくぐらついた。

（満さんには、そのことは知らされていないはず……）

　千遥の身辺調査をしたのは、あくまで賢和や浩実翁たち本家の人間のはずだ。分家の人間である満にそのことをわざわざ話すとは思えない。

　だが、千遥の表情が大きく揺らいだのを見た満は勝ち誇ったように頬を引きつらせ、嫌な笑顔を浮かべた。

「やっぱりな──お前みたいな女の素性を調べるくらいは容易いんだよ……！　お前の母親は、金に目がくらんで小金持ちの男を誘惑した卑しい女だ」

「やめて……」

「だが結局、その母親も男に捨てられて早死にしたんだったか？　娘まで産んだのに、ろくな金も与えられずに病死──まったく、愉快な話じゃないか！」

　目の前が、真っ赤に染まっていく

　頭の中の血管が、ぎゅっと絞られているかのような感覚が千遥を襲った。

「やめて──お母さんのこと、そんな風に言わないで！」

　気が付いた時には、千遥は自ら満の前に立ち、彼の目をまっすぐに見据えていた。

　冷たく蔑むような視線──常に兄から向けられていたものと同じ、千遥にとって児湯を覚えるような視線に立ち向かい、お腹の辺りに力を込めた。

「愛人の娘風情が、俺に指図するな！」

「い、家の名前なんて……関係ありません。あなたは今、わたしの母を侮辱したんです。……あ、謝ってください……！」

　これほど大きな声を出したことは、今まで一度もなかったかもしれない。

　普段は大人しく笑っている千遥が大声を出したことで、賢和も呆気に取られて動けないようだった。

（でも──ここで引き下がったら、お母さんは……！）

　母は、なんのために自分を産んだのだろう。

　父から存在をなかったことにされて、死んでからも他人に疎まれながら、どうして必死に自分を産み育ててくれたのだろう。

　それは千遥が、母を亡くした頃からずっと考えていたことでもあった。

「母は、命がけでわたしのことを育ててくれました。自分が病を患っても──そんな母のことを、知りもしない人が好き勝手言わないで……！」

　母は、父を愛していたのだろうか。

　今となっては母にそれを確認することもできない。父も、聞いたところで答えてはくれないだろう。

　だが、だからと言ってなにも知らない人間が、母を卑しい愛人だと貶めることだけは耐えられなかった。

「大方、図星だから躍起になっているんだろう……賢和、お前もバカな男だなぁ。大したことのない家の、役にも立たん愛人の娘なんかを娶って──まったく、洞院本家の格も落ちたものだ」

「賢和さんのことまで、そんな……！」

「うるさい！　俺はお前とじゃなく、賢和と話してるんだ──」

　自分のせいで、大切な人までもが悪し様に貶される。

　それに耐えられなくなった千遥が一歩前に出た瞬間、疎ましげに突き出された満の右腕が千遥の体を突き飛ばした。

「あ──」

　恐らくは、彼もそこまで強い力で千遥を突き飛ばそうとしたわけではないだろう。

　子犬を払うように、ほんの少し小突くだけだったのかもしれない。

　だが、存外と軽いその体は男の力で簡単に弾き飛ばされ、一瞬体が宙に舞ったような気がした。

（だめ、だ……）

　思い切り体を床に打ち付ける──そんな痛みが襲ってくるのを、千遥はぎゅっと目をつぶって耐えようとした。

「あ、ぶないっ！」

「ッあ、た……賢和、さん」

　だが、その衝撃が訪れるよりも早く、逞しい腕がしっかりと自分の体を抱きかかえてくれる。

　視界が暗くなり、体をきつく抱きしめられたことで千遥はようやく自分の状況を理解した。──賢和が、床に叩きつけられる前に自分の体をしっかりと受け止めていてくれたのだ。

「満……お前いい加減にしろよ！　俺や爺さんに文句を言いに来るならまだいい。だが、千遥さんを突き飛ばすのは間違ってるだろう！」

　怒りをあらわにした賢和が、そっと千遥を床に座らせてから立ち上がった。

　満の方は、まさか千遥が吹っ飛ぶとは思っていなかったのか、呆然とした表情で立ち尽くしている──そんな彼に大股で詰め寄った賢和が、勢いよくその胸ぐらをつかんだ。

「ち、違う。俺はただ……」

「なにが違うのか言ってみろ。お前よりずっと小さくて、力のない女性を突き飛ばした理由を、俺が納得するまで話して聞かせてもらうぞ」

　煮えたぎるような怒りを言葉の端々に感じさせる賢和は、ビリビリと空気を震わせながら満に詰め寄った。

　一方で呆然としたままの満は、座り込んだ千遥と自分の胸倉をつかむ賢和を交互に見ては、ぱくぱくと口を開閉させているだけだ。

「賢和さんっ……！　だ、大丈夫です。わたし、怪我とかしてませんし、どこも痛くないですから──」

　このままでは、握りしめられた賢和の拳が、いつ満の左頬を捉えるかわからない。

　すっかり腰が抜けてしまっていたが、千遥はなんとか彼の羽織っていたジャケットの裾を引っ張った。

「千遥さん……でも、こいつは君を傷つけようとした。突き飛ばしたのは加減を間違えただけかもしれないが、言葉で君を揶揄したのは意図的なものだ」

　それが許せない、と呟く賢和の横顔は、これまで見たこともないほど冷たいものだった。秀麗な顔立ちだからこそ、余計にその冷たさが浮き彫りになる。

「……許せないのは、わたしも同じです。でも、賢和さんが、そうして怒ってくれただけでいいんです。──賢和さんがこの人のことを殴ったら、取り返しのつかないことになってしまいます」

　自分のために、あの賢和が怒りをあらわにしている。

　そのことに、どこかで千遥は喜びを感じていた。これが決して褒められた感情ではなはいとわかっていながらも、温和な彼が憤怒する様子を見て、ほんの少しだけ心が弾んだのは否定できない。

（でも、それじゃだめ。わたしのために、賢和さんが誰かを傷つけるのは見たくない……）

　ぎゅっと裾を掴んだ千遥は、振り向いた賢和の顔をじっと見つめた。

　自分は大丈夫──そう言い含めるように、その目から視線は逸らさなかった。

「……本当に、大丈夫なのか」

「わたしは平気です。……お母さんのことを悪く言われたのは、許せませんけど」

　けれど、だからと言って彼が他人を殴るところは見たくない。

　もしかすると、満の手によって賢和が行ったことが公に出てしまうことだってあるかもしれない。今の時代、いくら洞院家とはいえその事実を握りつぶすのは難しいだろう。

「でも、わたしのために賢和さんがこんなことをする必要はありません」

　はっきりとした口調でそう伝えると、賢和はようやく満の胸ぐらを掴んでいた手を離した。

「千遥さんがそう言うなら」

　苦々しい表情を浮かべ、満に厳しい視線を向けた賢和だったが、一度深く息を吐くと心配そうに千遥の方を振り返った。

「……怪我をさせたかと」

「大丈夫ですよ。ちゃんと賢和さんが受け止めてくれたし──少し、足が滑っただけです。ほら、ちゃんと立てま……ぁっ……」

　小さく笑った千遥はそっと立ち上がろうとしたが、まだ足がガクガクと震えてしまってうまく力が入らない。

　再びぺたんと座り込んだ千遥に、賢和は痛ましげな表情を見せて膝を折った。

「──満のことは、親父たちに任せてもいいか？　とりあえず、一度千遥さんと病院に行きたい」

「あぁ……もちろんだ。任せなさい」

　気遣わしげな父の言葉を受けて、賢和が頷く。それと同時に、彼は千遥の体をぐっと抱きあげてしまった。

「わ、っ……」

「歩けないと思うから、このまま車まで運ぶ。近くの病院で、一度見てもらおう」

「わたしは大丈夫ですからっ！　あの、どこも痛くはないですし……」

　驚きこそしたものの、賢和が咄嗟に抱き留めてくれたおかげで怪我などはしていない。

　病院に行くのは大げさではないかと訴えたものの、彼は頑として千遥のことを下ろしてはくれなかった。

「今は痛みがなくても、後から出てくるかもしれないだろう？　……本当は、君が満に詰め寄った時に、俺が止めに入ればよかったんだ」

　西織に用意してもらった車に千遥を乗せた賢和は、運転席で何度も千遥に頭を下げてきた。

「本当にすまない──君や、君のお母さんがあれだけ悪し様に貶されていたのを、俺は止められなかった」

「……賢和さんは、なにも悪くありません」

　満も、あれほど狼狽していたところを見ると、最初からそれほど千遥を貶めようというつもりもなかったのかもしれない。

　その発言を簡単に許すつもりはないが、ヒートアップした挙句に自分を突き飛ばし、我に返ったのだろう。

「あなたと出会う前だったら、きっと……お母さんのことでなにを言われても、反論なんてできなかったと思います」

　今思い返すと、自分でも考えなしに動いてしまったとは思う。

　けれど、その行動に後悔はなかった。これまでずっと、胸に抱いてはひた隠しにするだけだった母への想いを、ようやく口に出せたのだ。

「母のことは……もう、ほとんど覚えていないんです。顔は覚えていても、もうどんな声をしていたか、どんな風に抱きしめてもらっていたのかも」

　名賀瀬家にいた頃は、母のことを考えるだけでも叱られるのではないかと思っていたほどだ。

　だが、賢和と結婚し、一緒の時間を過ごしたことで、千遥はある考えに至るようになった。どうして母が、決して報われない愛を抱き続けたのか──今の千遥なら、それが理解できる。

「でも、母はきっと……最期まで父のことを愛していたんだと思っているんです。だから、自分の愛を貫き通した母を、悪く言ってほしくはなくて」

「あぁ──そうだ。誰にだって、そんなことを言う権利はない」

「そう言ってもらえるだけで、わたしは十分です」

　賢和がそうして肯定してくれるのが、何よりも心強かった。なにがあっても、彼だけは自分の味方をしてくれる──そう思えるだけでも、自分は幸せだ。

　病院にたどり着くまでの間、二人の間に会話はなかった。それでも、賢和が自分のことを気遣ってくれているのはわかる。

（本当に……この人と結婚して、よかった）

　噛みしめるように胸の内で呟いた千遥は、そっと賢和の横顔に視線を向けたのだった。

　

　その後、病院で怪我の具合を診察してもらったところ、千遥は左の足首を少しだけ捻ってしまっていたらしい。

　痛みが強くないものの、念のため走ったり飛び跳ねたりはしないように、という医師からの忠告と痛み止めの処方を受け、二人は洞院邸に帰ってきた。

　二人が住んでいるマンションへ帰ることも考えたのだが、今日は人が多い場所にいた方がいいのではないかという賢和の判断で本邸で一泊することが決定したのだった。

「千遥さん。先日といい今日といい、大変な迷惑をかけてしまったな。大きな怪我がなかったのは幸いだが──」

「いいえ。わたしの方こそ、突然あのように叫んだりして……本当に申し訳ありません」

　千遥が洞院邸に戻ると、真っ先に浩実翁が頭を下げてきた。

　既に満は自宅に帰された後らしく、家の中には浩実翁しかいない。

　病院でされた話を再度二人に話すと、浩実翁は安堵したように深く息を吐いた。

「なにかあっても心配だし、今日はこっちに泊まっていくことにするよ」

「あぁ、そうしてくれ。食事は用意してあるから、ゆっくりしていきなさい」

　突然の申し出にも、浩実翁は二つ返事で了承してくれた。

　しかし、ふと見まわしてみても夏実の姿がない。

「あれ、親父は？　部屋にはいなかったみたいだけど」

　それを疑問に思っていたのは、どうやら賢和も同じらしい。首をかしげて尋ねる孫に、浩実翁は憂鬱そうな息を吐いた。

「満の件で、今回ばかりは堪忍袋の緒が切れたようだ。早急にアレの処遇について、役員会で話し合うと言っていたぞ」

　自分のことを悪し様に言われるのは、夏実だっていくらでも我慢ができたかもしれない。だが、これまでの満の素行や社員からの相談──それに加えて、先ほど彼が千遥に対してとった行動が、大きな引き金になったようだ。

「どのみち、大鉈を振るわねばならんことだった。それを、お前のＣＥＯ就任直後にするのか、あるいは自分が社長職にあるうちに片づけておくのか……それを、夏実は最後まで悩んでおったようだが」

　それでも、今日の一件を受けた夏実は、自分が在職のうちに満の更迭を決めたようだ。

　緊急の役員会を開き、彼の処遇についてを話し合っているらしい。

「とりあえず、千遥さんは食事をとってゆっくり休むといい。賢和、お前は彼女の側についているんだぞ」

「わかったよ。……ありがとう、爺さん」

　浩実翁はその後も難しい表情を浮かべていたが、満の件についてはそこから先の会話に上ることはなかった。

　食事中も賢和ですらその話題を避け、無難に仕事のことについての話にとどめている。

（もしかしてお爺様は、賢和さんと同じくらい、満さんにも目をかけていたんじゃ……）

　賢和が会社を継がないという選択をした場合、あるいは彼が浩実翁の期待する成果を出せなかった場合──その時は、満に会社を継がせる用意もしていたのではないだろうか。

　もっと満が他人の声に耳を傾けていたら、ここまでの騒ぎにはならなかったのかもしれない。もしかするとそこには、千遥に計り知れないものがあるのかもしれないが──どちらにせよ、これ以上自分がなにかを言うことは憚られた。

「……千遥さん、足の痛みはない？　風呂とか大丈夫そう？」

　食事が終わった後で、リビングのソファに腰かけていた千遥は賢和から声をかけられた。

　食べた分の後片付けをすると言ったのだが、洞院邸に常駐しているお手伝いさんが頑としてそれを許してくれなかったのだ。

「はい。腫れもないので、後でお湯をいただこうかと」

「そうか──じゃあ、風呂の準備が終わる前に客間に案内するよ」

　洞院邸への宿泊は急なことだったのだが、着替えなどは全て賢和が準備を整えてくれた。このまま一階にある客間で休むという話だったのだが、千遥はふと思い立って彼の手をぎゅっと握ってみた。

「あ、あの……賢和さん。賢和さんのお部屋って、どこにあるんですか？」

「俺の部屋？　二階にあるけど」

　その言葉を聞いて、ほんの少しの好奇心が頭をもたげてくる。

　彼が学生時代を過ごしていた部屋を見てみたい──ちらりと夫の顔を見上げた千遥は、思い切って自分の願いを伝えてみることにした。

「……賢和さんのお部屋で休むことって、できますか」

「え？　あぁ、もちろん──でも足首は大丈夫か？　そんなに急な階段じゃないが」

「大丈夫です。ほら、今は全然痛くないですから」

　賢和としては、千遥が客間で休もうが自室で休もうが、それほど気には留めていなかったらしい。単純に千遥が足首を痛めていないかという心配で、一階にある客間を用意してくれていたようだ。

「俺の部屋って言っても、もう本棚と机くらいしか置いてないけど。ベッドは処分したし──テレビも型が古くて。それでも大丈夫？」

「大丈夫ですっ！　そんなの、全然気になりません」

　むしろ、学生時代の賢和の暮らしを垣間見ることができる。

　自分でも柄にもないことだとは思ったが、不思議と気分は高揚していた。

「そう？　じゃあこっちに──なんか、ちょっと恥ずかしいな」

　二階は賢和の部屋と、夏実の仕事部屋がある。それ以外の部屋は今は空室になっていて、昔は母の書斎も二階にあったという。

「ウチ、昔から本が多くて。親の本だけ集めた部屋があるんだけど、その部屋もとうとう溢れかえったらしくて。親父が仕事を辞めたら、使ってた部屋を潰して書斎にするとか言ってたな……」

「す、すごいんですね……」

　部屋の広さは決して狭くないだろうに、それでも足りないというのだから驚きだ。

「あ、でも──普段は二階で寝起きしている人はいないんですか？」

「そうだね。俺がこっちに帰ってる時くらいしか使ってないかな」

　賢和の両親が使っている寝室も一階にあるというので、二階はほとんど物置や仕事のために使われているらしい。

「それで、ここが俺の部屋。一応、さっき掃除機だけはかけてもらったけど」

「……お邪魔します」

　ドアを開けてくれた賢和に頭を下げて部屋の中に入ると、ほんの少しだけ緊張して声が上ずった。

　彼が言う通り、部屋の中にあるのは本棚と机──そして小さな壁掛けのテレビだけだ。

　広さは八畳ほどだが、ベッドがないのでかなり部屋の中が大きく見える。

　二人で住んでいる部屋はナチュラルトーンで統一されているが、この部屋はグレーが多用されたモノトーンを基調としていた。

「布団をこっちに持ってくるから、千遥さんはお風呂に入っておいで」

「わかりました。ありがとうございます」

　初めて足を踏み入れた賢和の部屋に、緊張と高揚が隠せない。

　千遥はそろそろと階段を下りると、湯気の沸き立つ浴室に向かって深く息を吐いた。

「あれが……賢和さんの部屋……」

　いつも一緒に寝起きしている部屋とは、作りも広さも違う。

　インテリアは学生の頃の彼の趣味だろうか。そんなことを考えると、自分が知らない夫の一面を見ているようで気分が浮ついてしまう。

（今日一日で色んなことがあって、なんだか現実味がないな）

　温かい湯船に体を沈めると、ふわふわとしていた気持ちも徐々に落ち着いてくる。

　今日洞院邸に顔を出すことは決まっていたとはいえ、義父に自分のことを話し、満と対峙し、病院に連れていかれ──思えば随分と濃密な一日だった。

「賢和さんにも、たくさん心配かけちゃったし」

　少し気持ちが落ち着いた千遥は、さっぱりと汗を流してそのまま二階の賢和の部屋へと戻った。どうやら浩実翁がリビングでテレビを見ているらしく、にぎやかな笑い声が漏れ聞こえてくる。

「お風呂頂きました。……なんだか、ちょっとドキドキしちゃって」

「ドキドキ？」

　部屋に戻ると、賢和は来客用の布団を床に敷いていた。経験はないが、例えば友人の家に泊まりに行った時はこんな気持ちなのだろうか──ふと、そんな考えが頭をよぎる。

「あんまり、こうして他のお家に泊まったことがなくて」

「そうか。……お泊り会みたいとか思った？」

「あ、そんな感じです。そういうのは、子どもの頃からあんまり縁がなかったんですけど」

　敷いた布団の上に腰を下ろした賢和は、既にスウェット姿になっていた。

　その隣にぺたんと座った千遥は、妙な初々しさと高揚感を覚えながら小さく笑う。

「ここは俺の実家だけど、千遥さんにも居心地がいいって思ってもらえたら嬉しい。これから泊りに来ることも増えるだろうし、もう少し部屋の中はなんとかしたいな。とりあえず、二人で横になれるベッドは必須だ」

　彼は家を出て、留学してからはほとんど家に戻らなかったらしく、日本に帰ってきてからもマンションを購入してしまったため、部屋の中は殺風景だ。

　確かに二人で泊まることになるなら、ベッドはほしいかもしれない。

「爺さんが君のことをすごく気に入ってるから、きっと折に触れて帰ってこいって言ってくるはずだ」

「そう言ってもらえるのは、素直にうれしいです」

　最初は厳格そうに見えた浩実翁だが、食事の時に幼い頃の賢和の話をしたり、趣味の磯釣りで釣った魚の話をしたりする姿は、思っていたよりもずっと優しそうだった。

「……千遥さんは、俺とお見合いした時のこと覚えてる？」

「え？　もちろん覚えてますよ。あの時はすごく緊張していて──賢和さんが外に連れ出してくれて、気が楽になったんです」

　父に言われるがままに連れていかれた見合い会場で、賢和がかけてくれた言葉はまさしく天の助けだった。

「あの頃から比べたら、君はよく笑うようになった」

「そう、ですか？　そんなに変わってないと思っていたんですけど」

「いいや、変わったよ。君は俺に、たくさんの笑顔を見せてくれるようになった」

　ふわりと微笑んだ賢和が、隣に座っていた千遥の体を抱き寄せ、その唇に自分のそれを押し当てる。

「ん……っ」

「最初はずっと、なにかに怯えてるみたいだった。君の暮らしていた環境を考えたら仕方がないことかもしれないけど──それが、今はこうして笑ってくれる」

　くすぐったいような、触れるだけのくちづけが何度か繰り返された。

　慈しむようなキスであるにもかかわらず、それが何度か繰り返されるとじわじわと体の温度が上がっていくのが分かった。

「や、んんっ……ふ、ぅっ」

　ちゅ、と唇をついばまれて、千遥はふるりと肩を震わせる──徐々に深くなっていくくちづけに、何度も愛された体がほころび始めた。

「待ってくださ、ぁっ……た、賢和さんっ」

「──待てない」

　低い声だ短く告げられて、体がジンッと痺れを覚えた。

　大きな手で肩を掴まれ、熱い舌先が唇をなぞる。ふっと体から力を抜いてその舌先を受け入れてしまうと、にゅぷりと柔らかいものが咥内をたっぷりと舐っていった。

「ぁ、んんっ……ン、ふ……」

　甘いくちづけは、冷静な思考を痺れさせるには十分なだけの威力を持っていた。ここが家とは違う、かつて賢和が暮らしていた部屋だということを自覚してしまうと余計に体の熱が燃え上がる。

「ンっ……た、かかずさん……」

　上ずって掠れた声を上げた千遥が、そっと彼の胸に手を当てた。

　ドクドクと力強い脈動は、彼に暴かれたいという千遥の本能を簡単に引きずり出す。

「好き、だ。君のことを、危ない目に遭わせた男が言う言葉じゃないかもしれないけど──どうしようもないくらい愛してる」

　心そのものを吐き出すような言葉に、千遥はどうしようもなく賢和のことを抱きしめたくなった。

　彼の愛情は、いつだって感じている。

　ふとした時に見せてくれる笑顔も、自分のことを気遣ってくれる言葉も、そのすべてに賢和の優しさと愛が見え隠れしていた。

「少し触れただけで、我慢できなくなるんだ。……だから、もう待てない」

「く、ぅうっ……ン、ぁあっ」

　新品のパジャマの裾から、賢和の長い指先が潜り込んでくる。

　直接肌に触れてくる指先の感触に身悶えした千遥は、繰り返されるくちづけを受け止めながら陶然と目を細めた。

　──触れられただけで我慢ができなくなるのは、自分も同じだ。

　耳元で甘く囁かれ、抱きしめられただけで彼がほしくて仕方がなくなってしまう。

　いつから自分はこんなにほしがりになってしまったのだろう──そんな考えが浮かぶも、すぐに甘い刺激が思考を上塗りしていった。

「あん、んっ……は、好き──わたしも、好きです……」

　唇同士が離れた一瞬、かすかに呼吸を許されたそのひと時で、千遥はそっと彼への愛を口に出した。

「わたしも、直接賢和さんに触れたいです」

　快楽で震える指先で胸元をなぞった千遥は、小さな声で懇願する。

　すると、ゴクッという音とともに賢和の喉仏が上下した。切れ長の目が、凄絶なまでの色気を纏って細められる。

「──じゃあ、触って」

　低く囁いた賢和が、ぐっとスウェットを脱ぎ捨てる。しっかりと筋肉がついたその体は、何度見てもため息が出るほどに美しい。

「……失礼、します」

　そんな裸体が目の前に現れ、なんと声をかけていいのかわからなくなる。

　おずおずと指先を肌に這わせた千遥は、甘えるように彼の唇をついばんだ。

「ん、ぅっ……ふぁ、ぁっ──」

　布越しよりもなお強く、彼の鼓動を感じることができる。

　それだけでも頭の中が蕩けてしまいそうになるが、賢和の愛撫は更に巧みだった。

　裾から侵入してきた指先は、細い腰のラインをなぞり上げて胸の丸みを撫でていく。風呂上がりのぬくもりが残る千遥の体は、そのかすかな刺激をすぐに快楽へと置換しはじめた。

「あ、ぁっ……んぁ、ッ」

　爪の先が、わずかに乳房の先端をひっかいたのはその時だ。

　甘く痺れるような快感に身を震わせた千遥に、賢和は低く笑って乳房を揉みしだき始めた。

「んっ、ァ、あうっ……ひぁっ」

　甘やかな快楽に身を苛まれる度に、下腹部がじんじんと熱く疼く。

　衝動にも似たその感覚に突き動かされ、千遥も賢和の首筋や胸元に唇を這わせた。

（これで──間違ってないと、いいけど）

　普段賢和が自分にするのと同じように、肌に唇を押しつけ、手指で体のラインをなぞっていく。

「く──ッ、千遥さん……ちょっと」

　拙い行為であることは、千遥が一番わかっている。

　それでも懸命に舌を伸ばし、くすぐるように上半身にキスを続けていると、賢和がやや焦ったような声を出す。

「あ……な、なにか間違ってましたか？」

　もしかして、知らないうちにどこかに傷をつけてしまっただろうか。

　不安に駆られながら夫の顔を見上げると、彼は軽く頭を振ってから深く息を吐いた。

「それは大丈夫。君は、なにも間違ってない」

　そう言いながら頬に唇を落とした賢和は、千遥の手をきゅっと軽く握った。そして、その手をゆるゆると自分の下腹部の辺りに這わせていく。

「ただ、千遥さんが大丈夫そうなら──こっちにも触ってほしくて」

　熱に浮かされた声が示すものがなんであるのかを、千遥はすぐに察知できた。

「……大丈夫、です」

　情けないほどに声は震えていたけれど、決して賢和を拒みたいわけではない。むしろ、自分にできることはなんだってしてあげたいとさえ思う。

　咥内に溜まった唾液を飲み下した千遥は、スウェットの中に押し込められていたものに手を伸ばした。熱く熱を宿した漲りは、服の上からでもわかるほどにその質量を増している。

「う、わ……」

　指先が触れるだけで、疼くような熱が全身に広がっていく。

　拙い手つきで下着から取り出した雄杭は、思わず息を飲んでしまうほどに逞しく屹立していた。

「ん、ふっ……あ、すごい……」

　はふ、と息を吐いた千遥は、透明な先走りを滲ませる先端を指先で触れてみた。

　鈴口の周りを、円を描くようにして刺激する──そうすると、賢和が小さく息を漏らすのがわかった。

（感じてくれてる──これで間違ってないんだ……）

　自分が、あの賢和に快感を与えている。

　そう思うとどうしようもなく嬉しくなって、千遥は更に艶めかしく手指を這わせた。

「は、っ……ンンっ、ぁ──」

　彼のなにもかもを愛しいと思う。側にいるだけでも幸せで、触れていると感情が溢れ出してきて止まらない。

　ゆるゆると肉杭を指で扱きあげた千遥は、本能の赴くままに自ら賢和の唇を奪い、柔らかな胸を押しつけた。

「んぁ、ふっ……ん、ちゅっ……」

　普段は自分が先に脱がされているので、賢和の方が着衣を乱しているというのは珍しい。それに、ここが彼の実家だという事実も余計に感情を昂らせた。

　まだ、時間的に浩実翁も起きているだろう。彼の父だってそろそろ帰宅した頃合いかもしれない。そう思うと、自制心とともに妙な背徳感が湧き上がってくる。

「っ──千遥さん、声我慢してない？」

　だが、賢和がそれに気付かないはずもない。あっという間に考えを看破された千遥は、きゅっと唇を噛んで真っ直ぐな視線から顔をそむけた。

「……まだ、お爺様が起きていらっしゃったので」

「気にしなくていいよ。大丈夫、外に声が聞こえるような造りじゃないから──」

　賢和はそう言うが、まるで気にするなという方が無理な話だ。

　部屋の外を気にするようにドアへ視線を向けた千遥だったが、賢和はゆるく首を振って額に唇を押し当ててくる。

「心配はしなくていいよ。ほら、なにか聞こえる？」

「き、聞こえません」

「じゃあ大丈夫だ。……それでも気になるなら、俺の心臓の音でも聞いててくれ」

　そう言うなり、賢和は自身の雄杭に触れる千遥の指を取り、自ら上下に動かし始めた。熱を帯びた鼓動とともに、にちにちといやらしい水音が響きわかる。

「んぁ、あっ……や、んんっ」

　一瞬冷静さを取り戻していた思考が、すぐに蕩けて掻き消える──子宮がジンジンと疼き、指先から媚薬のように甘い痺れが広がっていくのがわかった。

「千遥さんにも、もっと触りたい──全部脱ごうか。俺も、君も」

　耳朶に息が絡み、千遥の背筋がゾクゾクと震える。

　甘く誘うような声に抗うことができずに頷くと、賢和は千遥の指先に触れていた手をぱっと離し、着ていたパジャマをあっけなく脱がせてしまう。

「ひ、っ……」

　肌が外気に触れて、体がふるりと震える。

　けれど、あっという間にそれが気にならなくなってしまうほど、千遥の肌は火照りを覚えていた。

　着衣の戒めを解かれた乳房は、緊張と興奮でかすかに震えている。その先端でいじらしく色づいた蕾を弄うように、賢和の手が伸びてくる。

「あ、んんっ……！　やぁっ、あ、ンっ」

「千遥さん、いつもより興奮してるだろう？　普段とは違う場所だからかな──」

　悪戯っぽく笑った賢和は、くにくにと朱赤の蕾を爪で押し込み、引っ搔いては千遥の官能を煽ってくる。

「そんな──ぁ、ッう……」

　柔らかい乳房に、賢和の指が沈んでいく。

　それと同時に先端をカリカリと引っ掻かれて、千遥は思わず腰を浮かせてあえかな声を上げた。

「ひぅっ、ン──や、ああっ」

　右手で好きなように胸のふくらみを弄びながら、賢和の左手は千遥の下半身へと伸びていく。

　ショーツだけはかろうじて脱がされてはいなかったのだが、それも臀部のラインに手を這わせた賢和によって取り払われてしまった。

「ぁ、あぅっ……」

「もうたっぷり濡れてる。──期待してた？」

　自分の体に起こっている変化を指摘されて、恥ずかしさで目がくらんでしまう。それでも従順に頷いてしまうのは、何度も彼に教え込まれた快感のせいだ。

　しっとりと濡れた割れ目を、まるで確かめるようにして賢和の指が這う。何度も彼を受け入れてきたその場所は、この先に訪れる愉悦を期待してヒクヒクと疼いてしまっていた。

「あぁっ……ン、そこっ……きもち、ぃ……」

「知ってる。千遥さんの感じるところは全部──」

　浅い場所で蜜を掬い上げた指先が、次の瞬間にはぬぷりと深くまで埋められる。

　中指で膣内を掻きまわしながら、賢和は器用に親指で淫核を押し潰してきた。

「あ、ぁっ！　んぁっ、ァ、もっ──」

　ぐりぐりと親指で花芯をいたぶられて、艶めかしく細い腰が揺れた。そうすると、膣内に挿入された指先が更に弱い場所を掠めていく──快楽からの逃げ場がなくなって胸を反らすと、こちらも忘れるなと言わんばかりに乳首を弾かれた。

「ッひ、ぁ……！」

　ビリビリと体の内側を駆け抜けていく、電流のような快楽。

　それに抗うことができないまま、千遥はひたすら甘い声を上げることしかできなかった。

「ん、んんっ……ぁ、くぅっ」

　あまり大きな声は上げられない。賢和は大丈夫だと言っていたが、それでも千遥の中でわずかに残った自制心がそう告げていた。

　だが、次々と与えられる快楽になんとかして声を押し殺そうとするも、涙ぐましい努力は賢和の手で簡単に突き崩されてしまう。

「んぁっ、ぁ、だめっ──」

「声は我慢しなくていい。……気持ちいい時は素直になれって、いつも言っているだろ？」

　妖しく微笑んだ賢和が、ぎゅっ、ぎゅっ、と淫核を押し潰す。その瞬間、堪えきれない歓喜の悲鳴が迸り、目の前が真っ白く塗りつぶされた。

「あ、あぁっ……！　ひ、ぅうっ！」

　びくんっ、と大きく体が跳ね上がり、頭の中で火花が弾けたような甘い感覚に苛まれる。

　絶頂の階きざはしを上り詰めた千遥は、一瞬の硬直の後、荒い息を吐きだして賢和の胸に体を預けた。

「んぁ……やぁっ……」

　不随意に腰が跳ね、きゅうきゅうと蜜窟をしめ付ける動きが止まらない。

　物ほしげに蠢動する蜜壺は、より深い場所への刺激を求めて賢和の指に絡みついていた。

（──もっと、触ってほしい）

　甘く奪われる快楽を、激しく突き穿たれる愉悦を、体はしっかりと求めてしまっている。浅ましいと思われるだろうかという不安が頭をもたげてきたが、千遥はぐっと顔を上げた。

「賢和さん……ここ、苦しいです……」

　痛いほどに疼く下腹部を指して、千遥は艶めいた声で懇願する。すると、うねる媚肉を指先がぐっと押し込んできた。

「ひぁっ、あ、ぁんっ」

　達したばかりで敏感になってしまった蜜路を懇ろに刺激されて、かくかくといやらしく腰が動いてしまう。

　その間にも体の芯に灯った熱はどんどん大きくなり、千遥は目に涙を浮かべて賢和の胸に縋った。

「も、ゃっ……また、イっ……」

「何度イってもいいよ。千遥さんがイくところを見せて──」

　ぐちゅぐちゅと淫らな水音を響かせながら、賢和が更に淫蜜をかき混ぜる。

　けれど、どうしてもそれだけでは足りない──もっと深いところまで、賢和と繋がっていたい。

「やだ、ぁっ……！　指じゃ、やだ……」

　すすり泣くような声でそう呟くと、賢和はようやく動きを止め、ゆっくりと中指を引き抜いてきた。蜜で濡れそぼって指先が、光を跳ね返してやけに淫靡に見える。

　たったそれだけの動きでも感じてしまう千遥は、力の入らない手で賢和の胸をぐっと押した。

「きょ、今日は……あの、わたしが──」

　それだけの動作で彼のことを押し倒せるとは思っていなかったが、賢和の体は存外と簡単に傾いた。恐らく、千遥の意図を察してくれたのだろう。目元を緩めた賢和が、必死になる千遥の頬に手のひらを押し当てた。

「千遥さんが、なにをしてくれるの？」

「……わたしが、上に乗っても……いいですか」

　抱き合ったまま賢和と繋がった時、より深い場所まで彼を感じることができた。

　同じようなことをすれば、もっと強く賢和と繋がることができるのではないだろうか。

　そう考えた千遥の提案に、賢和は一瞬大きく目を見開き──そしてにっこりと口角を吊り上げた。

「もちろん。千遥さんがそうしてくれるなら、是非」

　寝そべった体勢で自分のことを見上げてくる賢和は、まるで誘うように千遥の太腿を撫でてくる。熱っぽい肌に触れられて身を震わせた千遥は、膝立ちになって賢和の腰に跨った。

「んぁッ、あ──」

　へたり込むように腰を下ろすと、臀部に熱い杭の感触が伝わってくる。

「や、んんっ……」

　すり、と腰を動かすと、お尻の割れ目に屹立が擦れて力が抜けてしまう。

　苦労してなんとか腰を持ち上げた千遥は、呼吸を荒くしながらも蜜口にその先端を押しつけた。

「っく──ン、はっ……」

　待ち焦がれていた充足感が訪れたのは、その一瞬後だった。

　逆らうことなくずぶずぶと雄茎を受け入れた蜜壺が、歓喜にわななきながら淫らにうねる。

「あ、ぁっ……！　ンぁっ、あ──ッくぁっ……！」

　どちゅ、と一気に最奥までを貫かれ、白い体が弓なりに反る。

　挿入だけでも軽く達してしまった千遥は、しばらくの間身体を強張らせてその余韻に浸っていた。

「んぁ、あっ」

「千遥さん。──千遥さん、起きて。……俺を見て」

「ッあ、あんっ、あ、あっ──」

　快楽の極点で愉悦に浸っていた千遥を、賢和が呼び起こす。

　容赦のない突き上げが下から襲い掛かり、途方もない逸楽が体を駆け抜けていった。

「ッあ、あ、たかっ──ん、ぅっ」

　自分で腰を動かす間もなく、賢和が最奥に肉杭を打ちつけてくる。

　激しい抽送で、丸い乳房が餅のように跳ねた。視界が揺れ、肉襞をひっかく傘の部分が堪えきれないほどの刺激を与える──それほど彼にも余裕がないのだと思うと、どうしようもないくらいに嬉しかった。

「そこ、ぁっ……！　あんっ、ぁ、もっと、いっぱい……」

「──ここ？」

「ひぁぁっ！」

　彼から教え込まれた通り、快楽に従順になって悦い場所を伝える。

　すると、一度大きく腰を引いた賢和が、思い切りその場所を突き上げた。

「んぁ……ッ、ぉっ……」

「いつもと違う体勢だから──たくさん、千遥さんのことを感じられる。ナカがずっとうねって、絡みついてくる……」

　ずっ、ずっ、と小刻みに腰を動かされるだけでも、背筋を駆け抜けるような快感が千遥の身を苛んだ。

　突き立てられた楔の熱さで、彼の形がわかってしまうほど──そして、それを喜んで受け入れている自分自身の貪欲さに眩暈がする。

「ぁ、き、きもちいい、のっ……賢和さんと、こうやって──」

　こうやって、彼と抱き合っている時が一番幸せだ。

　なんの隔たりもなく、ひたすらに互いを求めあっている。くちづけを交わす度に幸福を感じ、肌に触れるだけで愛しさが増していく。

「……嬉しいよ。そんな風に、君から真っ直ぐな言葉が聞けて」

　愛しげに触れてくる賢和の手が、そっと千遥の腰を掴んだ。

　激しいピストンから一転して、刻み込むように緩やかな動きを繰り返され、千遥も徐自ら腰を揺する。

「んっ、あぁっ……！」

　下から突き上げる賢和の動きよりはずっと弱くはあるが、軽く腰を前後に揺するだけでも凄絶な快感が積みあがっていく。

「すき、好き──ぁっ、賢和、さ……」

　万感を込めて囁いたその言葉は、やがて甘い嬌声へと変わる。しっかりと千遥の腰を掴んだ賢和は、先ほどよりもなお強く膣壁を突き上げてきた。

　目の前の男が──誰よりも愛しいと思っている人が、こんなにも自分を求めてくれている。そう思うと、涙が溢れてしまいそうだ。

　不安ばかりで俯いていた自分を愛してくれる人。その愛に報いたいと、収斂した蜜癖が甘く肉楔をしめあげる。

「ッは──千遥……」

　掠れて熱っぽい声が、余裕をなくして名前を呼ぶ──身を震わせるのと同時に、世界が反転するような感覚を覚えた。

「く、ぅっ……！」

　一拍遅れて、体の内側で熱が弾ける。幸福な絶頂とともに体から力が抜けた千遥は、軽く腕を広げた賢和の胸へと飛び込んだのだった。






エピローグ








「ただいま」

　ある日の夕方、仕事を終えた千遥がぐっと背伸びをすると、早めに帰宅した賢和がリビングに顔を出した。

　今日はてっきり遅くなると思っていたが、どうやら彼からの連絡を見逃していたらしい。

「た、賢和さん!?　すみません、まだ夕飯の準備が……」

　リビングでパソコンを広げていた千遥が慌てて立ち上がると、彼は小さく笑ってそれを制した。どうやら、彼のスケジュールが急に変更になったらしい。

「夜に入ってた予定が、相手の都合でキャンセルになったんだ。それで、そのまま直帰したんだ」

「そうだったんですか……あっ、じゃあ今から夕飯の準備しますね！」

「あぁ、大丈夫。早く帰ってきたし、俺も手伝うよ。それに、千遥さん今まで仕事してたんだろう？」

　腕まくりをする賢和に、小さく微笑む。

　千遥はつい先日から、在宅での事務仕事を行っていた。専門の会社にできることを登録し、仕事を請け負う──今は、新進気鋭のベンチャー企業で経理を担当していた。

　週に三日ほどの稼働ではあるが、自分の得意な分野で誰かの助けになっているというのは非常にやりがいがあるものだ。

　賢和の予定に付き合うことになっても、かなり時間の融通を聞かせてくれるのもありがたい。

「千遥さん──今、楽しい？」

「はい。とっても……あっ、今度常駐で経理の方が入られるので、わたしはそのサポートって形になるんですけど。でも、やっぱり楽しいです」

　時折芙美や、東京に越してきた他の友人とも出かけるようになり、千遥は毎日を慌ただしくも楽しく過ごしていた。

「それならよかった。……そういえば、お義父さんから招待状の返信が来てたよ。見る？」

「……父から、ですか」

　夕飯用のパスタを茹でながら、賢和がふとそんなことを尋ねてきた。

　二人の結婚式は、三か月後に予定されている。賢和が無事にトーインコーポレーションＣＥＯに就任し、やっと結婚式を挙げるだけの準備が整った。結局、全ての準備が終わったのは入籍してから一年近い時間が経った頃だった。

　満の地方出向と夏実の退任、そして賢和のＣＥＯ就任──忙しない日々ではあるが、ようやく結婚式の段取りがついた。

　その中で、千遥は実家に結婚式の招待状を送っていた。新婦の父である以上出席はすると思っていたのだが、いざそれが返ってくるとどうしても緊張してしまう。

「……見てもいいですか」

「もちろん。テーブルの上に置いてあるよ」

　にこやかに微笑む賢和に頭を下げて、千遥はテーブルの上に置いてあった一枚のはがきを手に取った。

　万年筆の黒々としたインクと、角ばった文字はいかにも父らしい。案の定出席の欄に丸が付けられており、千遥は思わずほぅと息を吐いた。

「あ……」

　だが、千遥が目を止めたのは出欠欄ではない。

　その傍らに記されたメッセージ欄から目が離せなくなってしまった。

「──お父さん、結婚式には来てくれるみたいです。……奨悟さんも」

　武骨で、決して温かみがあるような文字ではない。

　娘の結婚を祝う言葉は紋切り型のそれだったが、その後ろにはやや小さい文字がしたためられている。

「二人の、遺影を……」

　──貴女の結婚式には、二人の遺影を持っていきます。

　それは自分を育ててくれた継母と、産んでくれた母のものだと思っていいだろう。

　その文字を見た瞬間に、千遥はぎゅっと唇を噛んで息を震わせた。

　母の遺影を、父が持っているのなんて知らなかった。継母や奨悟の手前表立った供養をすることはできなかったが、ずっと父はその写真を自分で持ち続けていたのだ。

「賢和さん……これ、読みましたか？」

「あぁ、読んだよ。──お義父さんも、ずっと悩んでいたのかもしれない」

　ほんの一時でも愛した女性のことを、父はどう思っていたのか。

　千遥からそれを尋ねたことはなかったが、少なくとも父は、母のことをすっかり忘れてしまったわけではないようだ。

「千遥さんからしてみれば、都合がいいって思うかもしれないね」

「いえ──わたしは、父と母がお互いをどんな風に思っていたのかさえ知りません」

　ただ、あの父の心の中にほんの少しでも母がいてくれたこと。

　恐らく母は、それだけで十分だと言ってくれるのではないだろうか。

「きっと、父とちゃんと話ができるようになるまでは、もう少し時間がかかると思います。でも、いつか……母のことを、聞いてみたいんです」

　その日が本当に訪れるのかどうかはわからない。

　けれど、父がこうして母のことに触れてくれたのなら、いつかはその時が来るのではないだろうか。

　そんな小さな希望を胸に抱いた千遥に、パスタを茹で上げた賢和が優しく笑いかけくる。

「きっと聞けるようになるよ。その時は、俺が千遥さんの側にいるから」

　その言葉で、胸の内側が満たされていく。

　彼と一緒ならきっと大丈夫だろう──ほのかな未来への期待とともに、千遥は夫へと笑顔を向けたのだった。






あとがき








　こんにちは、沙さ布ふらぶです。

　今回は少し事情の入り組んだ二つの家族がメインで出てくるのですが、家系図を書きながら「これは違う……これも……」と呟きながらお話を書き進めていきました。

　家同士の話になるとどうしても家系図が入り組みがちになってしまうんですが、今回は特にそれが強かったように思います……書いている途中で何度も家系図を確認していました。

　書いている途中にかなり悩むところもあったのですが、優しく妻を守ろうとするヒーロー・賢和と、流されているように見えて実は芯をしっかり持っているヒロイン・千遥のお話を書けてとても楽しかったです。

　最後に、このお話に携わってくださった全ての方々と、今このお話を読んでくださっている皆様に、心からの感謝を込めて。本当にありがとうございました。





沙布らぶ
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